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序

小川村筏遺跡の学術調査が、 5年次に渡って笑施され、ここに調査報告書の発刊を迎えました

ことは、誠に慶びにたえないところであります。

この学術発掘調査は、縄文時代の遺跡として古くから知られた小川村最大の遺跡の調査であり

ました。かつて刊行された大著 『小川村誌』にも、「近く学術調査の実施を期待する」旨の記載

がありますように、村氏の永い聞の待望でもあり ました。 機は熟し、 千曲川水系古代文化研究所

の森l鳴稔先生を調査団長にお願い し、昭和55年から基本調査、予備調査を実施し、 57年夏から発

掘調査が村民の期待の中で実施されました。発掘調査は毎夏 ・短期間であり ましたが4年間4次

に渡り、期待をはるかに超える大きな成果を収めることができました。と りわけ縄文中期の住居

主JJ:群が集中して発見されたこと、ま たまったく予想も しなかった平安時代の住居社等まで発見さ

れたこと、数多く の土・石器類の発見があいついだこ となどは、村民の夢を大きくふく らませま

した。又その時代、小川村の筏遺跡をめざして多 くの地域から集まって来た人々の想いを胸に、

小川村の新しい明日の活力の源を も感じさせました。その成果は実に多大で、あ ります。

ここに改めて、千曲川水系古代文化研究所の森嶋稔先生をはじめ調査主任の児玉卓文先生、調

査員の方々、また終始調査にご協力ご尽力くださいました地権者をは じめ塩沢区民のみなさん、

小中高校の児童生徒をはじめ教職員のみなさん、 そのほか調査にご参加いただきました多くの村

民のみなさん、また更に本事業推進にあたられた筏遺跡調査会委員のみなきん方にも合わせて深

甚なる敬意と感謝を申しあげます。

また本警が、わが郷土小川村の歴史をひもとく一助となることを願うばかりか、広〈学界研究

者にも多くの寄与となることを自負 し、発刊の言葉といたします。

平成 2年12月23日

小川村長 伊藤環



例日

1.本書は、1982年から1985年まで4年間、毎夏 l退問乃至2週間をめどに実施した長野県上

水内郡ノlサ11村小根山筏(いかだ)遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は小川村教育委員の委託により、千曲川水系古代文化研究所が実施した。

3.本発掘調査の概要については、その年度の調査終了次第、概報として『筏遺跡.J 1 -IVと

して刊行した。本書と合わせ利用されたい。

4.本発掘調査報告書作成にあたっては次のよ うに分担した。

0遺構実測 児玉卓文、大久保邦彦、 翠川i泰弘、 塩崎幸夫、久保田敦子、西香子、 前島

0遺物禁理

O遺物復元

O遺物実測

卓、森山公一

森嶋稔、児玉卓文、翠川泰弘、寺内隆夫、森山公一、福島邦男、宮入貞江

宮原洋子、翠川泰弘、倉見渡

佐藤信之、 矢島宏雄、森嶋稔、 森山公一、児玉卓文、 翠川!泰弘

0遺構 トレース 児玉卓文、森泉かよ子

0遺物トレース 翠川泰弘、森泉かよ子、森嶋稔、森山公一、佐藤信之

O遺構写真 児玉卓文、森嶋稔

0遺物写真 小川忠博、森嶋稔

5.本書の執筆は、遺構関係全体を児玉卓文、遺物関係のうち土器部門を森嶋稔と長野県埋蔵

文化財センター調査研究員の寺内隆夫 (第 3章第2節 3の第 4類土器から第10類土器ま

で)が分担し、石器部門はすべて森山公ーが行い、論考関係も遺構関係を児玉、石器部門

を森山、土器その他の部門を森嶋が行った。

6.本書の編集は、千曲川水系古代文化研究所の責任において行った。

7.本調査の出土遺物はすべて小川村教育委員会に、実i&IJ図、 写真、そして本書に用いた諸図

版及び原稿については、すべて千曲川水系古代文化研究所に保管されている。

8.本調査、本報告書喜作成実施にあたって、以下の方々から助言、配慮、参加を得た。記して

深甚なる謝意を表したい。

佐藤雅一、酒井潤一、町田勝則、 平日哲夫、岡村道雄、寺内隆夫



凡例

石器笑ifilJ図は下記の方法で表現した。

1.打製石斧は①形態からみて按形、短冊形、分銅形、②刃部状況では直刃、円刃、斜刃とす

る分類方法をとらず、本書では器体にみられる使用による磨耗痕を重視した。

2.石器の表現方法は凡例図を参考にしていただきたい。住用による磨耗痕等の面的広がり及

びその範囲について 4種類の矢印をもって区別した。

3. 図中のく3印は折損方向を示す。

4.石器の笑iNIJ図展開法のうち縦断面図には、 A面が右、 B而がftにくる表現方法をとった G

5.石器の折損部については、可能なかぎり点線を もって復元した。
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第 1章調査の概要

第 1節調査に至る経過

1 .筏遺跡の研究史

筏遺跡が知られるようになったのは、大正末期から昭和の初期である。当時戸隠小学校訓導の

故坂井典敏氏や、中条小学校記11導の金井喜久一郎氏によって調査され、その存在が広く識られる

ところとなったのである。当時筏ケ原一帯は桑園となっており、 部分的に畑地であったとも言わ

れている。信機史学界の指導者、放菜岩英治氏も踏査されている。両氏による調査は度々行われ

ていたものと見られ、坂井典敏氏による採集品は相当量のものであった模様であるが、不幸にも

火災によ って焼失してしま った との事である。 しかし金井喜久一郎氏による採集品は今日でも中

条小学校に若干散逸をまぬがれたものは見ることができ る。

昭和7年 7月号の『信機』に編集主任の莱岩英治氏による「上水内郡西山部の踏査」の記事があ

る。「つるね道(善光寺峯街道)は牛首地形をなしているから、立臼式の人間は、恐ろしくて小便も

ひれない。それが、昔の善光寺大町閉め太古以来の唯 一交通路であったといふのだから驚縮する。

(中間各)此処から二三十町程つるねを南に向かった所に、有名な筏が峯の遺蹟地がある。(中略)な

は其遺蹟といふのは一つの池祉の附近である。四十余人程で採集を行った結果としては、内回委員

が蝋石の玉を、佐藤委員は磨製の石斧を、佐々木幸雄氏の完全な石銑採取を筆頭として(中略)なほ

八幡一郎氏の指導で此遺蹟の研究を行った前記の金井氏の言によると、 此遺跡は最盛期から最末

期迄の住居地らしいと言ふのである。」極めて興味ある記事であり 、筏遺跡についての文献の初見

である。そこには有名な遺跡と して紹介され、滑石製の飾り玉も採集されている こと、又、中期(最

盛期)から後期(最末期)までの集落社(居住地)であろう との、故八幡一郎先生の見解までがつけ

加えられているのが注目される。昭和初期には、筏遺跡はまさに注目されていた ところのすでに

有名な遺跡であったのである。(立臼式の人間云々については、栗岩氏自身のことを指している。さ

しづめ今日ではビヤ樽、ドラム耀式のというところであるが、菜岩氏の風貌は、森嶋をやや小型に

したようなずんぐり形で活発に動きまわる方であった と話してくれたお年寄がいたのを思い出す。)

昭和20年代の終り、『信濃史料』第1巻の編集の太めの調査が、故大場磐雄国学院大学教授を

中心に行われた。その際の調主主に現国学院大学教授の永峯光一氏が来村し、筏遺跡は再びにわか

に注目されるところとなり、問書により梨久保式土器の範聞に所属するものとして、 紹介きれて

いる。又同地名表には、神ノ木式、南大原式、中期初頭型式、勝坂式(多)加曾手IJE式、土偶な

どが記載されており、筏遺跡がこの地域における中心的遺跡であるかの感をもいだかせる。筏遺

跡は、大正、昭和初期を通じ、 今日まで研究者等に注目され続けて来た遺跡なのである。

1 



2.本調査への道

昭和30年代の終りから『上水内郡誌、』の編纂が開始された。原始 ・古代編の調査は森11鳴が担当

し、上水内君li全域にわたって悉皆調主主を行った。その中で40年代初め筏遺跡、の存在を知るこ とと

なった。小川村の郷土史家楠葱教、松本史両氏の案内を受け、初めてこの山間の筏遺跡に足を踏

み入れた時は、まだ畑地の跡を色濃く残した若い雑木林であった。 1ha程の湿原の横の丘陵地

滑に遺跡、はのっていたが、驚くことに真中に大きな凹地があり 、水気の乾燥した低湿地をめぐる

ように丘陵がコの字状に形成きれ、遺物はその内側と外側の斜面に集中して出土していた。この

コの字状丘陵上は集落祉であって、その斜面は土器捨て場j:止ではないかと思われた。また、その

丘陵上はまったく耕作以外の手は入れられていないとの事でもあった。耕作によっても、その丘

の上からは土器などはほとんど得られていないともつけ加えられ、表土の深きと共に、 i曽々住肘

』止の存在を予想、できる立地状況で、あった。百L掘地点は 2個所で、両地点とも集落の土器捨て場と

見られ、斜面に集中 していた c 夜、は集落祉の保存状況は極めて良好と判断し、発掘調査によって、

集落祉は必ず姿を現すだろうと言い、調査の必要性を進言した。それは、出土資料を見ると、中

部高地系の土探ばかり でなく 、関東系、北陸系、ひいては東北雨部系と思われる土器部を含んで

いて、その様相は単純で、はなかったばかりか、上水内郡誌やノj、)11村誌の執筆上、最も重要な位罰

にある遺跡ではないかと思われたからでもあった。

以来、 上水内教育会の君15誌編纂室に も筏遺跡調査の必要性を説いたが、実現しなかった。しか

し小川村の楠、 松本両氏は熱心だった。調査実現へ初志を持ち続けてくださ り、その笑現のため、

それかちl!)年間もの歳月を、関係機関口働き続ii私をめろなぎの役割りを果たして下きった。

昭和55年夏予備調査、昭和56-%事前調査としてノj、)11村教育委員会と千曲}II;j(系古代文化研究所の

共同学術調査として、筏遺跡の調査は実現のはこびとなった。楠恵教、松本史両氏による積年の努力

に負うところが大きい。そして当時の教育長久保田耕平氏の理解もこれをたすけ、機は熟したと言

うことができる。昭和56if.夏には筏遺跡全体の地形iJlリ量調奈を笑施した。楠恵教、松本史凶i氏の喜び

1;1:格別なもので、あったが、:塩沢|玄民の全面的応援と小・中・高校生の参加を得て昭和57年夏に行われ

た筏遺跡第一次発掘調査には、楠窓教氏の姿はなかった。昭和国年秋、筏遺跡調査の開始をよろこび

ながら、幽明境を越えてしまわれたとの事であった。楠恵教氏が望 んだ筏遺跡の本格的な調室、その

住居祉、集落祉の出現を目前にして眼を閉じられてしまった事を悔やんでも足りなかった。漸惚の

念を調査の情熱に昇華させた。塩沢区民の皆様も楠恵教氏の遺志を;Is'して、本当に全面的援助を惜

しまなかった。調査の為の土地提供から、雑木林の伐採、草刈り、道普請、調交協力にと、一家をあげ

て参加体制をと っていただいた。又、小中学生も六年生や郷土ク ラブ員の参加が行われ、先生方の参

加も 多数にのぼった。更に村内出身の中条高校生も見られ、村民あげての調査となり、ー夏の活気み

なぎる清涼剤ともなったことは忘れることができない。そうした中に 4年間の夏の学術調査が進行

した。それは千曲川水系古代文化研究所員と村民の手作りの調査とも言うべきものであった。

2 



3 .調査の準備

昭和55、56年度に筏泣跡の予備調査として事前調査が行われた。小川村公民館所蔵の土器類の

調査を55年度中に、 56年度中には筏遺跡の全体地形測量を行った。 それより先、すで市こ上水内郡

誌の調査によってかなりの問題は把握されていた。H百和51年 3月 『上水内郡誌』原始古代編が刊

行され、とりわけ縄文中期土器群が注目されている。又同53年12月発刊の 『長野県考古学会誌』

に「筏遺跡のミニチュア土器」と題する報文が小林字によって行われている。第l図に示した土

器をめくるものであって、口縁部に粘土紐を網状

に貼付するこの種の土器は、中部高地も中信平的

な土器であることを指摘している。又、第2図は

佐藤信之によ って、『筏遺跡1J に東北地方に核

のあるもので北陸の影響も加えられてもたらされ

たものとの指摘を行っている。更に、第3図6、

7、11、第4図4、9、17も北陸系統の土恭群で

あり、第3図1、13、第4図3、10なども強〈関

東的な土器群であることをも指摘している。他の

中部高地的な縄文中期的土器と共に、筏遺跡、の複

雑さをも物語っていることを把握した。

また昭和56年夏に行った筏遺跡の全体地形測量

は、その地形の在り方と共に、その全容規模を明

らかにすることが出来た。

筏遺跡は、筏ケ峯からの地とり崩落地形のテラ

スの一つであり、 2つの湿原をとりまく丘陵上に

5Cm 

第l図筏遺跡出土の土器①

位置していること、又、一帯は筏ケ原と呼ばれるテラスで、小湿原をとりまくコの字状の丘陵が、

主とする遺跡地帯であること、コの字状丘陵の中央は、7-12m比高差のある凹地となっており、

周囲の盛り上がった丘陵とはあたかも

クレーター状をなしていて、中央が陥

没による凹地湿原を形成していたとも

見られ、その遺跡との関係で興味ある

地形となっていることも判明した。薮

の中の測量は難行を極めたが、当初の

目的を充分に達成して調査を終えた。
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第2図筏遺跡出土の土器②
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第 2節調査の経過

1 .事前調査一一1981年一一

本年は次年度以降の調査地点の選定を行7べ〈 、現地作業として筏ケl別i;UU京の北に隣接し既に

~1::1毘性化している摺鉢状凹地の周辺地形iH'日立を行い、既I L\造物採集位置の雌認及びそれに付随す

る集落立地構造の予iJ!iJ等、筏遺跡の概況を検討した。同時に既出造物の盤迎及び図化調査を進め、

双方の調査から得られたテ、ータにより、発掘調査

行為自体の目的と課題、及び調査成果に関わる学

術的諜題について討議を重ねた。

現地調査は、5月の連休を期して行った。

筏ケ峯(835m)より北に張り出す山塊は、標高

約780-800m付近で小規模な準平原状地形を呈

し、 これを下ると約650m付近まで一息、の斜面を

なして落ちている。上記準平原状エリアは、 j勇水

によ り湿地をなしてやがて谷へ落ちてゆく二本の

沢と、その沢の分水嶺に当たる鞍部とにより径約

250mほどのエ リアが画される。

西1ft~ の湿原は南北に狭長で流路が顕著である

が、東側の湿原は本来幅が広〈貯水のため沢への

出口に土堤が築かれたため、流路及び、j勇水点が不

明確である。筏遺跡はこの二つの水脈と準平原状

地形を利して成立したものと思われるが、当面の

調査対象は、東西の湿地に画された中心に凹地を

置く摺鉢状地形の地域とし、この地形を 1mコン

タで図化し、磁北方向を基準に50X50mの大区を

設け、回内に 2mメッシュをかけて、南北をアル

ファベッ ト、 東西を算用数字で呼称することとし

た。

やや南に偏して最低部を置く摺鉢状地形を環状

に取り巻く 外周高地は、西に高〈東に低いが、外

周高地は一定ではなく残丘状に約50X60m間隔で

溜状丘部と鞍部が連続する。最も低い鞍部は南方

6 

ム 1982 (S. 57)年の筏ヶiJ;(i~k}h( 

ム 1983 (S. 58)年五Zの筏ヶ!瓜溢j反

ム 1984 (S. 59)年夏の筏ヶ原湿原



にあり、凹地最低部と比高差約 6mをも って東側

の湿原と接している。

周辺一帯は落葉松と杉の植林がなされ、比較的

よく手入れはなされているものの、 l立Jj也では茅類

が繁茂し、東方環状高地は背高に達する熊笹に覆

われていた。既出造物の採集は凹地がかつて刈l地

として拓カ通れていた際に、外周高地との界に形成

された傾斜面を中心になされたものであるが、西

方ではほとんど見られず特に東方で集中的になさ ム 7月29EJ 午前101時、安全祈願と団長挨拶

れたようである。よってこの東方の環状高地には

単位集落が形成されていたことが予想された。ま

た既出造物の時期については、純文中期の初頭か

ら末葉に及ぶものを中心にして、前期中葉及び末

葉のものが少量あるものの、これらの分布傾向

は、南部環状高地周辺に前期、東部のそれに中期

という状態を示していた。

これらのことから、集落の立地は、前期は環状

高地のー乃至二ケ所、中期は各時期に高所の一角

を占めながら全体としては全域に及ぶことが推定

された。

2. 第 1次調査

1982年

日午年の地形測量と踏査に基づき、調査地点を最

も多くの造物が採集されている東方環状高地の溜

状丘部聞の鞍部と選定した。(50X50mの大区で

は、 S2 E 1区南部から S3 E 1区北部に相当)

調査期間は、 7月29日から 8月 6日の 9日間と

し、 本年度調査範囲を、東西9-17列、南北S2 

E 1区でT-Y列、 S3 E 1区でA-E列までの

約400m2とした。

雑木の伐採及び熊笹の抜根作業の後、まずS3 

E 1区より表土の除去作業に入ったが、鞍部の頂

音1)は薄い表土堆積で地山のローム層に達するもの

7 

ム 7月29日 バックホーによる熊笹抜綬

6 8月4日l号住掘り下げ マ l号住カマド祉
.、、 ・民 、、、・ / ィ... ":; 



の、熔状丘部に近い南方は喋岩が地山をなし、部

分的にテーブル状に高〈残された磯岩ブロックの

あることが判明した。鞍部稜線より西方斜面にか

けては、牒混じりの黒色及び黒褐色土が下方にか

けて順次堆積を厚く してゆく状態が観察された。

造物の出土状態は、頂部付近では極めて稀で

あったが、厚い堆積土層をなす西方斜面では多量;

の土器破片と打製石斧が出土し、特に東西9-10 

列付近に集中する傾向が見られた。土器破片の時

期は、縄文前期末が数片あるものの大半は中期初

頭~中葉のもので、土製スプーン残欠、三角時土

製品等の特異な造物の出土も見られた。

遺構が存在するものと想定された鞍部頂部付近

には、落ち込み状の土層変化は認められず、テー

ブル状の喋岩ブロックに面取りされたような加工

部分辺が何個所か観察されたことと、その直下附

近に小埋聾及び石棒残欠の出土をみたことが留意

された。西方斜面には幾つかの黒色土層の落ち込

み状の堆積が存在し、遺構存在域は斜面部にかけ

τρ止、 -I，f;~全l寄ilt，手巧\ff在，f;m手芝止す弱音t!.. 1き

が、斜面における黒色土層の層位であることが判

明し、 この斜面は生活廃棄物の捨て場として使用

された事が推定された。

一方平行して作業を進めていた S2 E 1区で

は、鞍部の頂部で複合する黒色土層の落ち込みが

認められ、西側斜面には牒岩質の地山に幾筋もの

浸触によ る溝が流下している状態が検出された。

複合する頂部の落ち込みの内、最も新しいと判断

された方形プランを掘り下げたところ、筏遺跡に

おいては予期しなかった平安後期の住居祉である

ことが判明し、切り合っている他の落ち込みの幾

っかも前後する時期のものと推定された。 造物に

は北陸系の割合いが高い事、小形の利器が少ない

等が留意され、課題として残された。

8 

ム

F-12グリ ッド
小桜裂と益石

<J 

F-15グリ ッド
(12号住内)
小埋裂

マ 西方斜面の

土器捨て場

<J 土器捨て場

U-8グリ
ッド出土の

土掠

マ 8月61二l
現地説明会



3 .第2次調査

一一一1983年一一一

本年度の調査は、 H乍年度完掘した平安後期の第

l号住居祉に切られて検出されていた落ち込みを

追求するため、調査区を北と東へ約120m'ほど拡

張することとし、調査日程を 7月27日より 8月2

日の7日間とした。

雑木の伐採に続いて重機による熊笹の除去後、

表土層を除去し改めて遺構の検出作業を行った。

第1号住居士止と西で切り合う第2号住居祉は、黒

色土層を切り込んで褐色気味の黒色土居が落ち込

んでおり、楕円形プランの埋袈炉を有する中期初

頭に所属するものであった。

第2号住居担lこより北側の黒色土層中に少しく褐

色を帯びた円形プランを認め、これを第4号住居

祉とし、精査に入ったところ貼り床と小埋聾を検

出したが、調査区域外へ拡がる可能性とさらに北

側で他の住居祉と切り合う気配があったため、全

掘は次年度へ回すこととした。

第2号住の北東 (T-15グリッド)の砂質地山

土層中に土墳状に拡がる鞠んだ部分を認め精査し

たところ、周溝を巡らした床面を検出し、これを

第5号住居祉とした。この住居祉は改築したと恩

われる地床炉を中心に計8箇の小埋裂が環状に検

ム 合力は重機に優る ! 古株の除去

出され、極めて特異な性格を持つものであること ム 2号住掘り下げ マ 第2号住完tJill
が留意された。

第 l号住居祉の東方の切り合いは、

ローム層から砂質土層に変わる変換面に当 り、

の検出と見極めは難航した。V列18・19及びW列

18・19グリッドを中心に鞠んだローム層を覆土と

する円形プランが認められたため、これを第3号

住居祉とし、第 3号住の西辺を切り、第 l号住の

9 



南東主|土が切っている形状が不明瞭な落ち込みを第

6号住居祉とした。

まず第6号住居お1:よりそのプランの精査を進め叫

た所、大木の古株を除去した下に若干の焼土と

石、さらにやや西に離れて埋裂が検出された。

精査の結果、不明瞭ながら第6号住の想定プラ

ンは、埋裂を含まないものと観察され、埋裂の時

期も第6号住とは異二なるものと判断されたため、

この埋饗は他の住居祉に伴うものと認め、次年度

調査に譲ることとした。(第3次調査において第

14号住居祉の埋翠炉であることが判明した)

また、焼土と石が検出された周囲では、少し翻

み
日九戸、‘

‘
ー也
J
R

T

同
町
、
、

、

hv，-i主
ム 3号住完瓶i

精査を進める中で、石と焼土は方形プランの南
ム 8桐の小埋裂を持つ神秘的な5サfi::

た床面は軟弱であったが、ほぽ中心に地床炉を配 ム 5号住小坦裂No.3 

し、北西部には埋聾が行われた張り出し部を持つ

円形プランであることが確認された。

本年は夕立ちの多い不安定な気候で調査は難行

したが、ほぽ当初の目的は達せられた。

マ 5サ{主iJIIJ枇

10 



4 .第 3次調査

一一一1983年

本年度の調査は、環状高地の南北両溜状!王音15に

より限定された地形に占地した集落の全貌を把握

することを目指して、調査区を北は東西P列、東

は21列、南はG列まで舟の約450m2を新たに拡げる

事とし、その調査に 7月25日から 8月21:1までの

9日間を設定した。

昨年までに調査を完了した遺構の仮埋土の除去

と、新たな調査区の雑木の伐採及び熊笹の抜恨の

後、表土剥ぎ作業に入ったが、西側斜面以外の表

土堆積は全般に薄〈、 北の熔状丘部の南斜面は20

cm程で砂岩の地山となり、南の矯状丘部北斜面は

磯岩の地山であった。

第I次調査において小埋袈 ・石棒残欠が検出さ

れ、 テーブル状牒岩ブロ ックに人工的に削った縁

辺が観察されたK列の14-17グリ ッドでは、石固

い炉を持つ第12号住居祉と、 *IJ然さを欠く第13号

住居祉が、南の嬬状丘部から続くと想定される牒

岩に削り込んで-検出された。さらに斜面にかかる

K-11グリッドでは床面・西壁を斜面に流きれな

がらも第四号住居祉が検出きれた。

また、北側のP-RヲIJの12-16グリッドには幾

つも切り合う落ち込みが検出され、新たに拡張し

たエ リア内では、住居担1:群の北限を極めることは

不可能な状態となった。このー画では、昨年検出

しながら未完掘であった第4号住居祉の他に、第

8・9・10・11・15・16・18号住居祉が互いに切

り合って確認され、第18号住居祉より東は砂岩の

テーブル状ブロックが露出したため、一応住居主II

① 第3次調査直前のは りつめた遺跡
② 17号住の調査が進行

② 

<J 3号住張
り出し音11出
土の埋設土

器

住
土

問
す
の

8
土出

器

AUW 

マ 8号住
の調査

11 



群の構築がないものと予想され

たものの、第11号住居祉は未掘

部分にかかっていたため、さら

に北方に住居祉群が延びること

も予想された。

第18号住は楕円形プランが想

定され、第15・15'. 16号住が

それに続くものと思われたが、

プランは共に不明瞭であった。

第8号 ・第9号住は比較的明瞭

なプランが確認された。そして

この一回内で最も新しい時期の

ものと想定した。また、方形の

石固い炉が検出された。第8号

住の掘り上げ、に続いて第18号住

の掘り下げを行ったところ埋聾

炉が砂岩ブロ ックの横に確認さ

れ中期初頭に比定された。円形

の石囲い炉を持つ第10号住は、

第9号住に切られ、第4号住を

切っているが、共に黒色土層中

の貼 り床を行った住居主tl:であ

る。

X-17グリ ッドでは咋年検出

した埋裂が炉であると判明し、

これを第14号住居祉とした。

新たに拡張した東側と砂岩の

テーブノレ状ブロックに当たった

北東側は後日を期すこととし

た。

土偶の頭部残欠が西側斜面の

G-gグリッドで検出された。

ム 折り重なる廃棄土器

ム 土器捨て場の石斧と土務片

12 

土総姶て坊でまた検11¥

<1 
遺跡、眼下健

るお証沢集務



5 .第4次調査

一一1984年一一

本年の調査は東丘陵鞍部の調査最終年と位置付ー

け、昨年までに解明できなかった北部熔状丘部と

調査区東側への住居枇群の拡がりを把握すること

に全力を傾注することとした。調査期間は 7月30

日から 8月5日の7日間とした。グリッドは北辺

追求のため 2列を、東辺追求のため 3列を拡張す

ることとした。

表土刺ぎが順調に進んだ北辺においては、昨年

その一部が把握されていた第18・11号住居祉の全

貌把握と、プランが不明瞭であった第15・15'

16号住居祉の追求、及びこれより北へ住居祉群が

展開するか否かの追求をした。

砂岩のテーブル状ブロックが露呈したR-V列

の18-22グリッドでは、 昨年砂岩を掘り抜いたよ

うな方形プランと多数のピッ ト群が確認されてい

たため、それが住居枇と なるか否かの検出作業が

進められた。

20列より東においては、環状高地が筏ケ峯の東

の谷へ落ちてゆく 地形変換点を確認し、 この居住

区域の東の界を確定すべ 〈、 表土剥ぎと遺構及び

地山地形の検出作業を行った。

第15・16・16'号住居主止と命名した部分は、炉祉

13 

ム 難航する調査区南東

ノ

-c' 

ム ポールの持ち方も板について

マ 縄文後期の埋裂 (C-20グリッド)

マ ~，~文の裂の時期はいずれか

〈コ
東斜面

断層構

で検出

された
浅鉢



痕も無〈一部の壁状掘り込みとピット

の存在によ り住居祉を想定した一画で

あったが、精査の結果第15'号住居祉は砂岩を削
り込んだ[>

消滅し、第16号住は第 8号住・第18J，y住 20号住

に、第15号住は第 9号住・第10号住・第

4号住に切られているものと確定した。

昨年一部が未掘となっていた第四号

住は、東半分が砂岩のテーブル状ブ
|凌i床な15

ロックからの掘り 出しによって造り出号・ 16号じ〉

された楕円形プランを呈することが確伎の精査

認され、同じく昨年存在を想定したま

まとなっていた第11号住居祉は、西側

の壁と床は斜面により失われてはいる

ものの、円形プランを呈し、南壁の一

部を第 9号住に切られているものであ サんf王
24 の

ることが確認された。 床面ピッ[>

住居土~:群の北への拡がりの追求につ トの土器

いては、第11号と第22号住居祉の検出

によりほぼ確定された。第22号住は、

第11号住の北の溜状丘頂音1¥の西南で、

東壁が砂岩ブロックを削って構築され

たもので、西半の壁は斜面により失わ

れているものの、西辺床面に北陸系中

期中葉の埋型炉を検出した。第22号住

は、 他の住居士止群より北東によ って独

立して存在するが、砂岩ブロ ックの

テーブノレ状断層平面を利して構築され

てお り、北壁は断層崖を削り込んで造

り出されていた。南壁は失われている

もののほぼ円形プランを呈し、中央に

埋窪炉が存在する。

RとS列の21・22グリッドに昨年確

認されていた砂岩を掘り抜いたような

方形プランは、平安時代の住居主l上であ

14 
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ることが確認され、第23号住居祉とした。

それは一辺約4mの規棋で、 40-50cmの

壁高をまるまる砂岩をくり抜いた稀有な

もので、南東附にカマドを配置していた。

この第23号住に雨接する砂岩のテーブ

ル状ブロックには幾つものピットが存在

することを昨年留立していたが、精査の

結果それらピットはl二1=1央に焼土痕を置い

て椅円形に回ることがイ《認され、これを

第27号住居枇とした。またその東南にも

小振りのピットが楕円形に回る聞を時認

したため、これを第28号住居士Jl:とした。

東丘陵は23列より急激に東へ断層面を

伴って落ちるが、西斜面と異なって浅鉢

の半残欠以外まとまった造物は観られ

ず、東斜面は集落にと って日常的にはあ

まり意識的に利用されない空間であった

かのように思われた。この東斜面の縁に

近いA-G列の20-22グリ ッド付近に

は、逃i隣を複数想定できる土j胃の変化が

認められ、この追求のため調査期間を 8

月8日まで延長することとした。 A-B

列の20・21グリッ下では、覆土用に大量

の焼土が含まれるプランが確認され、第

26号住居祉としたが、円形の石固い炉と

二段の床面が確認された。その南には黒

色土居中に後期の大形埋裂か‘存在し、そ

れを取り上げた後の検出作業で壁の立ち

上がりが緩'慢な大形の遺構を認め、立ち

上がり緩A陵な壁に小ピットを巡らすもの

を第24号住、それと切り合う大きなピッ

卜を持つものを第25号住とした。

以上で夏季のみの短期間ではあったが

4年次にわたる調査を終了した。

ム 団長を囲んで ・小学生

からオジチャン、オパ

チャン、4年間御脊労

様でした。

ム 8月8日19時30分、太

l場はすでにアルプスに

沈んで。

ム iJ!iJ量原点とスコップは

5年聞の終止符

1> 夕暮れの紫煙ひと とき
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2.調査区の設定と調査の方法

雑木の山林は、下草は主として熊笹であったが、地元小川村塩沢区民の奉仕によって、事前に

伐採され、下草刈りも一部を除いて行われていた。その現場で魂鎮め、鍬入れ、安全祈願の行事

を行った後、中型パックホーによる表土除去を行った。南北に盛り上がる小丘陵の鞍部を中心と

して22mX22m、484m'を開け、そこに南北方向へ主軸グリット Aを2mX2mとして設定した。

直交するように下方中央凹地から東方向に、グリ ッド番号を 1より順につけることとした。Aグ

リット"jljillより北方向へB-E列、南へY-T列と し6-16番号に杭打ちを行いグリッドの設定を

した。A-7、A-8クリッドのように命名し、第 1年度の調査区を設定した。

G F 

5 E D C B 一一←→~ w V U T S R Q P 0 N 

GFE  DC  B AY  X WV  U 

第 5図 筏遺跡グリ ッド配置図
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調在方法は平面調査法とし、特に傾斜角の強い西域土器捨て場では層位調査法をイJi:mした。こ

の恭本方法は 4年次にわたる調査の基本方法とした。遺構の検出、遺物の取り上げもその範間内

で行いできる|限り原位置の確認記録方法を採った。第 1年度は平安時代後半期の方形竪穴住居祉

を検出するにとどまったが、基本)曹序の確認、土器捨て場の確認も行われ良好な遺構調査を来年

度おくりとした。

第2次調査は前年度調査の精奈、拡大調査を呂的として行った。平安時代住居祉周辺の切り合

いによる重複住居を主たるものとし、一部東似IJに22グリッドを拡張、縄文時代中期前半を中心と

した住居士l上群の検出へと展開させた。第 3 次調査は 1菊、西、北側に F 、 G列、 Q~S ダIJ を拡大し、

東西15グリッド、南北16グリッド、 960m2に展開させた。これによって、筏遺跡*Ji:1凌の遺構分

布状況はほほ明らかとなって来た。第 4次調主主l止、北側及び西側の拡張と全体精在を目的として

行われた。東西19グリッド (38m)、南北19グリッド (38)、1，444m'に及ぶ調査をこれによって

行うことができ、東丘陵遺跡の全体像を明らかにすることができたものと思う。

筏遺跡は北丘陵、東丘陵、南丘陵に分割し認識できるが、今調査は東丘援に限定されたもので

ある。池11予測量点はトラパース点をもとに遺跡全体をカバーできるよう配慮、した。

3.標準層序

調査の進展には標準層序の確認が不可欠である。その点第 1次調査は、その確認が優先し、遺

構の標準的在り方を明らかにすることを求めて、努力を重ねながら調査を進行させた。筏遺跡及

びその周辺は、かつて桑園や普通畑であった時期があるとの事で、にわかにその層序は決定でき

なかったが、調3liの進行と共に図示したようなものとして認識できることを明らかにした。

表土の黒色土をO層とし、 1層は砂牒粒を含む褐色土で、部分的には灰掲0'.1三倍色を呈している。

2層は基本的に砂粒を含む黒色士であるが、その下層に部分的に黒褐色土が認められる。また 3

層は、 2層と同様にして基本的にはロームブロックの混入した黒俗色であるが、その F)習に褐色

土が部分的に認められる。 4層は池山と

呼べるものであり、火山灰によるローム O

質黄褐色土である。これらは、信州ロ_1 

ム層の最も新しいものであるらしく、こ
2 

の中央山地北部の丘陵状テラスにも蜂灰

が認められるものと理解しておきたい。 3

詳細は後日の研究に待ちたい。 5層l土、

基盤岩であり基本的には第三紀ノト)11累層 4

の砂岩層、喋岩層と見ておきたい。遺跡 5

の中うた問地は、湿原地形をなしておりそ

の成因に興味がもたれる。

18 

標準層序

0層表土(黒色土)

l宿含砂i潔粒褐色ゴニ

2-1層含砂粒黒色土

2-2層含砂主主黒褐色ゴニ

3-1層ロームブロック浪人黒褐色土

3-2J冨ロームブロ yク浪人褐色土

4)喜ローム質賞褐色ゴ二

5層砂際質岩盤(第三紀小1¥1累層)

第6図標準層序図



4。経理!の

サ、)I[
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!日えとした。

~)し、て

きし述。

九した

た。その他の

tって、 車問ヌl

ついては、森iJl公吟海分析研

究、 J11凶作成、 トレース、組み出版としたり

)民間作成を児文と森Ii¥Cjが、 ト
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その他のj立構i土森泉かよ

強塊研究l土、 ーliJJl市在務を持ったかたわら

って、かなりの長時間jを必要とした。そのj二長

時間の調夜l時間にもかかわらず、それらは必ずしも充

分であったとは許いがたいc 従遺跡内耳主要きさはみこ報告

り尽くせるものではなしいよいよ今後の分析研

究によって、その東要性(土IG1揚されてゆくものと忠わ

れるのである。殺現研究は、夜遺跡に関するものとし

てはその絡についたばかりである。
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第 2章筏遺跡の位置

第 I節地理的環境

長野県トー水内部ノト)11村の地理的位置は、中部高地における中央山地北辺部にあるとまず指摘す

ることができる。中部高地における中央山地は、八ヶ岳・妙高ILiラインの準平原状の高地を指し

ていて、ノJ，) 11村はその北辺部、妙高山寄りに位置していることになる。この中央11-11也は中央地溝

市として、かつて第三紀中新世代は海底であった地荷であり、その後の火山活動と隆起運動で、陵

地と化し、堆積造岩終末期の小)11累層、概累層を基盤としている。したがってその器機はまだ市

動期にあり弱く風化も進んでいる。したがって河川|の侵蝕も進み、庫川に王つては中央山地を横

断する横谷をなしている。ノト)11村を通頁する土尻川も同様で、犀)11の支流であるが、それにそそ

く小支)11を数多く山稜に食い込ませており、地形は極めて複雑化している。又当日し、風化基盤は土

砂崩壊の常時多発地f1?となっていて、小川村全体が、侵蝕地形と崩壊、士It積地形によって、その

ほとんどをしめられいるのが現状である。

筏遺跡は、その様な地形の!:pて¥巨視的には南に東流する庫川と、北に東流する土)品川にはさ

まれた残丘的な波尾根の111稜地情に位置していると見ることができる。その山稜は小山脈状を主

し、美麻村、八坂村へと連続し、大Ilfj市の束111稜地帯へと連結している。古くから後述する機に

この山稜は、安定した交通路として重要なものであって、大町よりの、いわば千国街道と直結す

る善光寺峯街道と呼ばれたものであったのである。それは近世になって記憶されたものであった

が、その道はかなり筏遺跡の成マーにまで遡行できるものかもしれない。とするのは、北陸の影響

下にある筏遺跡の縄文中期前半の土器群や蛇紋岩製の打製石斧、磨製石斧は、そのルートをもっ

てもたらされたものであるかども推論されるからである。そのようなlニドにあって、中央|幻地の北

側ルートは幾つかの河)11や山稜を越えたものであるが、むしろ主体的な様相を呈するものとなっ

ているし、南側ルー 1-(土、犀)11流域に核があったと見られる、河原の転石面を残す安山岩製の多

量な打製石斧と結びつく様相であるのは注目せねばならない。筏遺跡の地理的位置はそうした極

めて特長的な様相の中にあるものと把握できる。

筏遺跡を微視的に見れば、前述の様に東西に走る痩尾根の山稜上であるが、そのU-I稜の北側に

発達したテラス状地形上に存在するものと理解することができる。古くからこのテラス状地形

帯を筏ケ原と呼んでおり、筏ケ沼とn乎ぶ 1ha弱の湿原もあって、尚一の筏ケ峯崩壊による地とり

地形とすることができる。その成生時期は筏遺跡よりも占いことは間違いなく今後の研究に負わ

ねばならないところである。イカ地名がこの中央山地北部に多いのは、この地とり崩壊、土佐積地

を指すものであるばかりか、イリ地名の山地が水源祭肥にかかわるものであることも留意せねば

ならない。中部高地の中央山地は、動植物も又北方系と南方系の接点としても重要である。
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第 2節歴史的環境

筏遺跡の研究史については、すで前述した通りであるが、筏遺跡は純文時代遺跡のあり方とし

て、多様な問題点を内蔵している。特に前向iでふれたような成田を持っこの地帯:が、強〈北陸地

方や関東、又越後南部の影響下にもあったことを認めなくてはならなし、。筏遺跡毘辺の遺湖、など

を概観しておきたい。 J+，穴山地北辺として!日石器時代の遺物を出す遺跡は、長野市ノト悶切の小野

平と鬼無里村のうるし平、そして長野市信更11汀の上和沢遺跡であろうか。飯*Iu高原のとケ屋遺跡

もこれに加えることができる。ノj、野平からはi112形制石刃核が、うるし平からは黒耀石製の神山形

第8121 筏遺跡の位置

1 ~ 3 県指定戸隠神社信ifjJ遺跡(1奥|淀、 2 '1J院、 3宝光院) 8高府宮西沖 9中島 10見

滋之尾 11筏 14月夜平 22鶴牧田 23荻の久保 24荻の久保経塚 25組越番場 26西沖 27丸

塚 28摺古 29蕨平 30立屋城跡 31表立屋 34坂/瀬神田 35西光寺跡 48布留山城跡

21 



彫刻器が、上和沢から神子柴型尖頭器が、上ゲ屋からはナイフ形石器や尖頭器1:]]心とした旧石総

文化終末期の資料が得られている。うるし平遺跡など直線距離で数kmの位置の小テラスにあり、

将来筏遺跡の第 4庖である信州ローム最末期の地層から同時代資料検出も有 1)得るものと考えて

いる。縄文時代早期の資料群はすくなく、飯縄高原、戸i曹、高原を徐くと、聖山周辺の南部まで下

らないと存在が認められていない。縄文liiJ期の資料も散見する程度である。小JII村の成就遺跡な

ど地とり堆積地形上にあるが、関山、黒浜、有尾期の資料を若干見ることができる。これは筏遺

跡も同様である。前期の住居社群と共に多量の資料を出した信州新町お供平も近くにある。

純文中期の資料を11¥す遺跡はにわかに多くなる。とりわけ中期初頭から中葉にかけての遺跡が

多く、ノj、JIi村の筏、成就遺跡、鬼無里村初mtのIliji.場平遺跡、長野r11安庭、信州新町上条、牧之内遺

跡、大同村根越遺跡などがある。しかしこの時期後半期もそれらの遺跡は引きつがれているが、

共に小遺跡の増加と、打製、磨製石斧や若干の土器を出す遺跡の増加が注目されるところである。

母村的集落と出作り小屋的遺跡との構造化が進展しているように把握できる状況である。中身1終

末から後期にかけての遺跡は良好な遺跡が認められる。鬼無里村初!の田頭遺跡、出向1場平遺跡、

信州新町宮乎遺跡、臼ノ尾遺跡、中条村吉遺跡、長野市信更町清水遺跡などは、敷石住居や;墳墓

も検出されており、注自すべきものである。晩期に属する遺跡は極めてすくない。鬼無里村内裏

屋敷遺IMFli古くから知られておるが、長野市ノト1'11遺跡も共に資料カ、すくない。

弥生時代の遺跡、は、この中央山地内ではほとんど認められない。小川村も、鬼無里村も同様に

して、太形ljJ合刃の磨製石斧などが単独出土で散見される程度であるのが現状で、ある。しかし鬼無

里村棚の追通岩陰めように、櫛J苗文の箱清水式土器と共に多量の獣骨が検出される例と、信州新

町小花見遺跡のように、水源周辺の小散布j也がその性格と共に留意されるべきである。

古墳時代をふくめ古代の資-料は極めてすくない。中条村宮遺跡には良好な資料が古墳とおぼし

きものと共に認められる。初ItEE頭遺跡ーからは縁寺rb陶器}午、信州新町上条遺跡からは平安時代初頭

の住属主iも検出されているがその例はすくない。小川村鶴牧出から土師器のj不が検出されている

が、技遺跡からは一辺に 4棟の住居;泣を検出することとなった。この山地の小集落的住居お1:群を

めぐって様々な推論が試みられているが、今だにその定説となるものは明らかにされていない。

同様性格の遺跡に中央山地内では、更埴市池尻遺跡、明科町一本松遺跡などがある。今後更に追

跡されるべき性格の遺跡である。後述するように木地面Ii的集落と理解しておきたい。

筏遺跡周辺のもう一つの焦点は、県指定の戸隠神社信仰遺跡の存在である。永禄7年(1564)

甲越の戦乱をのがれて、越後、鬼無里村祖山と避難し、同年8月筏ケ峰に武田摩下の大日方氏を

たよって避難したと伝えられている。そして戸隠三院にならって奥院、中院、宝光院の;皇拝所や

院坊も建てられたと言うものである。中tH:史の中に登場するものとして、今日までその跡地は顕

彰されている。文禄3年 (1594)30年後に筏別院は戸隠本山に帰ったとされている。筏遺跡周辺

が、一積聖なる地として畏敬されていたものかとも見られ、時代を超えて注目される。江戸時代、

この峯街道には松代藩の立崖ロ留番所が置かれているのも興味あることである。
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第 3章筏遺跡束丘陵の調査

第 l節筏遺跡の構造

筏遺跡は前章第 1節でふれた通り、来西に走る山稜の北斜聞に形成された地とり堆積と思われ

るテラス状地形上に存在する。この一体の南111稜を筏ケ峰、テラスを筏ケ原とIl乎んでいる。筏ケ

原の南半は筏ケ沼と呼ばれる 1ha弱の湿原であり、菅が繁茂している。その北半が筏遺跡で、

東西100m、南北250mの;自由を指している。この範囲の微地形は、第10図で見るように西側にや

や高い山践を持ち、それに連続してコの字状の丘陵が形成されている。それは、その内側がほほ、

直径100m程で比高差 5-10mの凹地となっているためである。したがってかつては湿原とみら

れる凹地をとり問むように、北丘陵、東丘陵、南丘陵が形成されている。その丘陵が遺跡である。

凹地の成田は筏ケ沼同様地とりによるもの、 11員石落 fJ:)t、地下水土砂流失による陥没などが考え

られているが一定しない。古くこの地帝が桑園や普通畑だった時代、遺物は全域に散布していた

~←~亡、

筏遺跡の地形及び遺構位置

o 10 20 30 40 50 
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ばかりか、とりわけ北丘陵の北斜面と東丘陵の閏斜面に集中して採集されていたという。土器捨

て場であったのである。したがって 3つの丘陵上は住居区である可能性が高い。水場は湿地と、

西山陵裳と束丘陵下に湧水地点が隣接している。標高790m台の良好な遺跡地域である。

第 2節遺構の配置

群が検出されたが、各期やはり住君主]:_の重複がみられ

た。同様時期でも重複するものが見られたけれど、オー

持つ遺跡であり、その構造が示唆している。

つA

第12圏 平安時代の法務配澄121
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1.住居祉

(1) 第 l号住居社

A.遺構(第141;gj)

第 3節遺構及び、遺物

東丘陵の鞍部中央に位置する。ロームj画中に構築され、覆土は黒色土で他遺構の埋没状態とは

明瞭に識別され、残存状況は良好で、ある。

辺約4mの隅丸方形を呈し、壁高は検出回より東北壁で最大40cmをおIJるが、東辺と西辺はや

や腕張り気味で、主~iÙI は約 10度西に振れている。壁紙ーには幅10-20cm、深さ約10cm のMiJ溝を廻す

が西南山崎で切れている。西北四分のーは第 2号住居士11:を、東南三分のーは第 6号・第 7号住居祉

を切っている。西北部はJ1~ï 1)床が施されるが、床面全体はよく蔽き締められ竪轍である。

周講の切れる西南~{J3には焼土を伴って砂岩の石材が検出され、石組カマド跡を明瞭に想定でき

たものの、煙道等の検出もできず残存状態は良女子でない。焼士は北端床面の略中央にも、 f圭約40

cm深さ約3cmの規模のものが存在するが、その性格については、後述するように住居の建て替え

に関係するものとは思われず、どのような用途に供したものかは不明である。

柱穴は住居士!l:_内に13箇所、壁外に関連すると推定されるもの 1箇所が存在するが、内部のもの

については、 P3とP6及びP13を除いて対をなしており、 6本柱家屋の少なくとも一回の建て替

えが推定される。 P1とP2、PSとP9、P12とP14及びP6が隅柱を構成し、 P1 0とP11、p，と

P5は間柱穴と思われるが、発掘所見てすまP10とP14は閣議掘り上げ中に認識したものであるた

め、周溝は建て替え後に付加された可能性が高い。またP4とP5は切り合いがあるものの、 P6

J土対となる柱穴を持たないため、建て替えに際してカマドの位置は毘定していたと考えてよいよ

うに君、jつれる。

遺物は、灰利血、(須恵器査・土師器翌)及び杯破片が少量得られたが、比較的大きな破片は

カマド社周縁部の出土である。

当該住居祉は、出土遺物の時期より llilt紀が比定される。なお、西北で切り合っている第2号

住居並床開には 3本の断層線が認められたが、本住居士11:床面では認められていない。

B.遺物

土器(第15、16凶)

第 l号住居:lJJこから検出された土器は、灰利陶器の蓋、土師器の坪;など護、須恵器の査などで、

すべて小破片であった。とりわけ整理の段階で、土師器の斐片が第23号住居士!l:_出土の斐片と接合

関係にあることが判明したことは、極めて注目に価するものであろう。はなれた住居主!lニ!討の破片

の接合が、どんな意味を持つものか、類例はあるであろうか。興味深い事例であるように思われ

る。
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灰利陶器、血:(第1513{]1 ) 

高台部と坪部の立ち上がり部分のみの小破片があるが、図のように全器形を復元できるものと

思われる。胎ゴ二は黄白色でやや荒く、ざっくりしたもので焼成温度もやや低〈、 宇見して来機系

のものとわかるものである。不部の見込みには灰和はかけられておらず、灰和はその様子から漬

け掛けである。高台は先の尖り内奇するもので、その全体の様子から美濃光ケj王窯系のものとみ

てよいものと思われる。折戸第53号窯期のものであろう。他に口j岳部小破片が2点あるが、やや
1" 10 

外反し玉状口唇と 1" 

なっている。

土師器、午(第

15図2) 

上不の底部とその

一部のみの破片で

全体を知ることは

できない。車部に

は回転糸切り痕が

残されており、ネ

部内側は黒色処理

を行った内黒の杯

である。底部直f壬

5 cmとみられしる。

器内見込みには

一条暗文が認めら

れる。他に底部小破片が 3

点、 )J台土から 2個体分があ

る。共に内黒で糸切り痕をの

こしている。

土師器、聾・(第16図1、2) 

図示した l、 2ともにロク

ロ成形になるものである。口

縁部は共にやや内苦言するもの

で、全体が水引き痕で覆われ

ている。 lは焼成良好で匝〈

B 

o 2m 
，....，二二二戸司二二回甑=二二四00;;:二コ-=

第14凶第 1号住居担l:

¥ ト f/

¥¥ミ二主Jととグ
二::'劾ー
提。J::J7ff

第15図 第 l号住居社出土の遺物①
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(2) 第 2号住居社

A.遺構(第17図)

10 

A 

「ーヤ~

第17図第2号住居主1

東丘陵の鞍部中央より少しく西方斜面の肩にかけて存在する。合砂粒黒色土)(4111に、大粒の砂

粒子を含む褐色土層の落ち込みとして検出されたが、本体はローム南中に掘り込まれており、残

存状態は良好である。

長車IH5.gm、短軸4.3mの楕円形を呈し、壁高は検出面より北壁で最大40cmを測るが、主軸は約

8度東に振れており、ほほ西方斜面に直行する。東壁の約二分のーは第 1号住居祉に切られ、東

北壁の一部は第 5号住居祉の柱穴が切っているものの、共に床面には達していない。床間は良〈

敵き締められてはいるものの、北西から南東に走る断層線が4本認められ、北側がそれぞれ3-

5 cmづ、つ下がっている。床面ほほ中央に埋喪主jてJを持っている。

柱穴は南壁を除く壁内屈に東西が対となる 8ポイント計11個、埋聾炉を中心に東西が対となる

五角形の計7個及ぴその中間の 3伺の総計21倍確認されたものの、径は15-20cmとそのプラン及

び他時期の住居祉に比して小規模である。出入口部を壁内局柱穴が抜ける南に想定し、壁内外の

精査をしたが、図示した以上の遺構は認められていない。
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(3) 第3号住居社

A.遺構(第21図)

!の

A 

A 

。 2m
空空示直竺二~二=二2四五孟

B 

B 

東丘陵の鞍部中央より少しく東方に寄った部分に存在する。やや砂質化するローム土層中に砂

粒を含む鞠んだ褐色土層の落ち込みとして検出された。

径約 5mの円形を呈し、東北部に約 1mの張り出しがある。壁高は検出面よりニIt~~立で'30cmの最

大を測る。南西壁を第 7号住居士rJ:に切られているが床面に達せず、南壁で第14号住居祉を切って

いる。地山の性質上床面の敵き締めの状態は良好で、はないが、ほほ中央に地j未炉がある。

柱穴は20余りあるものの、東西 3対の外柱と 2対の内柱が主要な構成をなすものと推定され、

その軸線よりやや北東に偏するものの張り出し部分は、池床炉が少しく中心よ i)、西に寄ること

と令わせて出入口が想定される。張り出し部分は径約80cm、深さ50cmの土墳状をなし、内部に底

部の欠いた逆位の埋斐が存在した。覆土層内，':Jj土の遺物は少量であるが特異な状態の物と遺物が

得られている。第23図の4の石斧は第22図2の浅鉢破片の上に載せられた状態で検出された。

本住居祉の時期は、埋聾等の遺物から中期後葉曽利II期によ七定される。
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第 3号住居士l上出土の遺物①第22図

B.遺物

土器(第22図)

4単位八区画の口縁横帯文l土、縄:1犬粘土紐の貼付である。張り出し部埋聾の深鉢(第22図1) 

とその間にやや浅い縦の沈線で施丈しており、頚部に三角陰刻丈が一条、 JJ向部最大径位に隆線の

又全体は浅い条線が縦位に行われている。その間に沈線のj尚文を四つ配している。j前文を国単位、

内奇する器形、唐草文多用の諏訪市本城遺跡伊!などに最も近い曽利II期所産のものであろう。胴

その範囲の中にあるのが留下半は第13A類土器と分類した一対把手綾杉文構成の土器と共通で、
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1 

3 

2 

5 

4 

第23図 第 3号住居社出土の遺物②

意される。 2は無文の浅鉢片、 3はプレスレット様の土製品である。その腕環様十倍製品には黒色

の漆状付着物と赤色顔料の付着が見られ、類例の少ないものとして注呂される。

石器(第23図)

蛇紋岩製の磨製石斧 2点(2、 4 )と打製石斧(5)、流紋岩製のノト形磨製石斧(3 )が住居

士止内から検出きれている。 2の磨製石斧刃部は研磨痕が刃苦1)と平行してみられるが、その上に使

用による磨耗，度が縦方向にみられし、製作技術と使用方法のわかる良好な資料である。 1は黒耀石

製で剥片の一端に掻刃部を作出した掻器状石器である。また 5の打製石斧の表1NU上部には着柄に

よると思われる磨耗痕がついており、刃部の磨耗痕とは明らかに異なった擦痕を観察することが

できる。 1以外すべて蛇紋岩製であるのが注目される。
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(4) 第 4号住居士11::

A.遺構(第24毘)

、
、
六
山
山
、
ド
i

¥

¥

 

/、T
L
V
¥
¥
¥

三
oh

恥
ハ

わ

f

f

/

/

o

h

Ili--

ノ
/
/
F
h

f
'
F仁
川
/

A 山一一-q -
B 

東丘陵鞍部が北の面状

i主部へ向かう裾の西方斜

面肩部 (S. T亨IJl3-14

グ1)ッド)に存在する。

砂粒を含む黒褐色土層中

に砂粒を含む黒色土層の

変化として検出され、残

存状態は良好で、ない。

斜面にかかる西方約四

分のーは流れて不明確で

あるが、径約3.6111の円

形を呈するものと推定さ

れる。壁高は検出面より

束壁で'20cmを浪IJるが、掘

り込みはローム質土層に

達せず、黒褐色土層中に

部分的にロームを貼って

床としており、床部は軟弱である。床而の北端で北西から高東方向に走り西へ落ちる断層が二条

認められ、北壁は第10号・第15号住居祉を切っている。床面中央より北東に偏ヮて焼土痕が存在

し地床炉が想定される。柱穴は不明瞭で検出できたものも整然さを欠いているが、焼土痕の存在

位置等から主軸は北東 南西が考えられた他、主に打製石器残欠を中心にした遺物が覆土層中よ

り得られている。

ヱド住居誠一の時期は、小埋聾より i判明後葉曽干IJII期に比定される 0

B.遺物

土器(第25図上 2) 

本住居士u:の埋窪として第25図上床面市土の土器として伺 2をあげることができる。 1はやや

ノト形の土器ではあるが、 4単位の隆線による垂下、結節部に唐草丈を配し、同単位間を 2条の半

裁竹管で平行半陸線とする構成をとり、その間に短い斜行沈線文で充填しているものである。 1

は第13類Aの土器の範暗に入り、 2はモチーフからすれば北陸の新崎系の第5類B土器の範間に

ある土器かに見られる。しかし、充填されている沈線文のあり方からみて、新11崎系の残影をも

持った土器と考えておきたしミ。曽利II期の中で把握しておきたい。

。
二二三=一三7T

第24図第4号住居上Jl:
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石器(第25図3-9) 

黒耀石製の石鉱(3 )と石核(4 )チャート裂の:{j匙(5)安山岩製の打製石斧 4点 (6-

9 )が検出されている。石封ry~iま素材を 2 稜ある 11席1. 4cmの良好な縦長剥片をj羽し、て製作されてお

り、打面倒に挟入部を作出している。尖端部にのみ岡市力Jl工を砲し、体百1)はそのまま残ぎれてい

る。黒耀石の風化度からみて縄文時代の剥片ではなく、!日石器時イ-¥';の縦長剥片を用いてイゴ刃鍛様

に製作したものと思われ、素材確保のあり万を物語るものとして興味ある資料と思われる。

第 3 号住居 t止め磨製石斧~会 il:lの量に対し、打製イゴ‘斧の検出量の多い住居jllーであるが、破損して

いるものがほとんどである。黒耀石製の石核も大形の制j十を恭Ij取したものとは忠、われず、石3肢の

素材生産に伴う-1i核かと思われる。チャート製の祈匙は表側刃部に素材而を大きく残し、裏側も

剥離面がそのままで刃部に対しての細部調3創立すくない。つまみ部に集;:1'して)JII工痕があり、そ

の作U¥が入念に行われている。

この時期jの住居祉における石器の組成を把握する良好な資料である。

(5) 第5号住居社

A.遺構(第26図)

束 líJ，亥の鞍音Il iJ {~ltの J奮状丘部に登ろうとする部分に存在する。地山のローム質賞褐色土はこの

付近から北にかけて砂 必1/ /0 
粒を多く含みながらも

かなり笠般に変佑す

る。本住居士i上は、その

変換点に形成された

テーブル状の池山に構

築されているが、表土

層が薄かった i~文か、掘

り込みの確認はでき

ず、毘溝及び柱穴によ

りプランを確定した。

i陪10-15cm深さ約10

cmの周溝は南でちOcm切

られるものの、東西

3.7m南北3.5mの円形

に近い楕円形を呈す

る。東側の一部に残存

した壁高は約20cmをiR!J

7
 
P
 

G
 

P
4
 

B 

P4 

A 第26図第5号住居社
L'5OMm 4m 

B 
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第27図 第 5号住居主Il:出土の遺物
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る。そこから推定すると主柱穴と認定される p，・ P6・P'2・p，は基本的には壁外に設けられ

たものと思われ、 4本柱の対角、柱穴の真中|習は 4mをiJ!iJる。 p"及びP6の切り合い関係から、

本住居祉は西南で第 2号住居祉を切り、南で第 l号住居祉に切られているものと判断される。周

溝の切れる南側は明瞭に出入口部を示しているものと思われる。

床面東北には段差数cmで川北東側に落ちる小甑j習が 271三認められるが、他の部分はよく敵き締め

られて竪撤である。 1:1'1~犬には径約40cmの j也床炉が二つ認められる。 だが北側のものが新しく深き

15cIllを測る。東辺を切る状態で存在する1.5m xO. 9mの惰円形土墳は、周溝も切っており、先の

小断層が土墳底部にも観察されなかったため、本住居l:J1:の付帯物で、ない。第 3号土岐祉と把握さ

れる。

本住居:l:Jl:の特異さは、床面ーに径約 2mの円を描いて 8簡のらd以口紘等の力11工された小埋聾が行

われていた事である。ノト埋警は最小限の穴を掘り、はめ込むような状態で全て正位に据えられて

いた。覆土!習中からの遺物出土はほとんど無かった事もあり、木住居祉で得られた遺物は上記8

箇の埋翠の他は微小破片の土器と小量の石器だけである。

本住居士11:の時期は、ノj、捜空から 1-1"期後葉曽利IU切に比定される O

B.遺物

土器(第27図 1~ 8) 

図示した 8個体の土器はすべて第5号住居土l上床面に円形に埋設されたものである。 1~ 8はそ

の埋聾番号と同ーである。すべて上半部を欠いており、その欠損面はすべて研磨されていた。

l、 2、 3、 5、 6は基本的には同様モチーフの中にあり、 4単位隆線の屈曲部に結節唐主主文

を持つ垂下文とそのi習に沈線あるいは半隆線を入れ、その間を綾杉状沈線文てu充填するものであ

る。 5は単節純文を入れている。 4は地文を単節縄文としながら 4単位のやや巾広の、蛇行沈線

を磨消状に垂下させている。又、 7は台付ーの土器であった形跡で、垂下隆線は 2単位、屈曲部に

やはり唐草文の結節を配している。胴上半に麿草文を 2単位記し横走する沈線で結んでいる。そ

の上部は無文である。 8は第 4号住居JJ1:床間出土の土探(第25図 2)と共通したモチーフの土器

であり、縦位の半裁竹管による区画文を行っており、その中に単節純文を入れている。垂下する

降線も 2単位見られ、 H字状になるものかとも見えるものであるが、唐草文はつかない。 8も第

4号住居祉の土器と同様、北陸の新111奇系土器のモチーフ中にあるものと理解きれるが、この第 4.

5号住居社例をもって、それを代表する曽利II其)jの独自な現象ととらえておきたい。

同様な新崎系の残存と思われるモチーフは第12号住居:W:においても見られる現象であって、そ

の土器群のあり方はあるいはこの時期を代表できる一つの特徴であるものと把援できる。

石器(第27図 9~ 11) 

黒耀石製の石錐 (9)蛇紋岩製の磨製石斧片(10) チャート製の両国加工石器 (11)が検出さ

れている。磨製石斧片は、研磨痕の残るもので、使用中に剥落したものと思われる。チャ ト製

の両面加工石持は細部調整も使用痕もなくその機能を、 l明らかにすることはできない。
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(6) 第 6号住居士i上

A.遺構(第諸国)

東丘陵鞍音11のほぼ11コ

央に存在する。 ローム

質黄褐色土居中に掘り

込まれているものの、

告白 1号f主居おl:及び第 7

号住居:I:tlこが重なってい

るため残存状態は巣く、

プランも明確さを欠く。

本住居上11:及び後述す

中)Jは方形プランの平安

当

る第 7号住居士U:は共に

プランが不明f液で、P'O 
期の住居士u卜命と大)f;j二r}j;

2m の切り合いとして追求

した。

結果として検出し得

たプランは西半を第 l

第28図 第 6~子1'Ì:居士il: 号住居tJiにより破壊さ

れた東半部のみであるが、径約 4mの円形を呈するものと推定される。 したがって、第 7号住居

祉の構築によってほとんど破壊し尽くされたと言ってもよい状況であり、東壁の一部が、 円形プ

ランとの重援によって、極めて複雑となって明らかにすることはかなり鴎難な状況にある。 しか

し、 P1 P2P4 P5PSP10P14などは壁面にそって円形配列をしめすのを見ると、 明らかにこの

第6号住居祉附属の主柱穴て、あると理解することができる。重複関係にある住居士!I:の好例として

なお今後の諜題として残されている。遺物は土器片が少量得られたのみで特定することは難しい

が、床面の凹み11sに検出された一点をもって代表させておきたい。

本住居祉の所属時期は、精査中に得られた遺物により曽利II期と思われる。

B.遺物

土器(第31図1) 

粘土紐を蛇行させ四単位貼付した腕下半の土器で、縄文を地文としている。第 51主No.4の埋主主

と沈線と降線の異いであるが同ーのモチーフである。 曽手IJII期に所属するものとしておきたい。
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(7) 第 7号住居社

A.遺構(第29国)

東丘陵!~支部のはほ、

中央に存在する。

ローム質賞制色土趨

中に造られてはいる

ものの桟存状態は良

くない。

マミ11月l僚なカ《らf町長:

しえたl有壁と束壁の

一部から推定する

仁一辺約4.5mの

方形プランを呈し、

主制iは約15度ほど東

へ振れているものと

思われる。東辺は第

14号住居士Il:を切り、

本体は第 6号住居士Jl:

のとに載り、西三分

のーは第 I号住居おJ:

に破壊されている。

床面は第 G号イギj書

X ご¥

。
里扇面竺雪

1ロ

第29圏第 7号住居担1:

2m 
-扇面E竺雪面函

B 

:I:!l:覆土中にローム質土の貼り床を施したものと推定されるが、極めて軟弱であり、南東隅付近以

外は明確さを欠いている。壁高はこの南東隅付近と南西隅付近で検出回より約20cmを測る。南東

隅付近の東壁には壁に切り込んだ掘り込みと若干の焼土が認められるためカマド祉とも思われる

が、南東コーナーにも少量の焼土を伴う浅い掘り込みと砂岩の石材が存在するのでカマド祉の可

能性が高い。

柱穴の明確なものは南東コーナーに存在するもののみであるが、推定北東コーナーにも柱穴状

ピットが存在するので、四柱を基本とした t屋が想定される。

覆土:J言等から本住居祉の時期を想定し得る遺物は得られていないが、第 1号住居祉との切り合

い関係から第 1号住居I止にやや先行する時期が推定される。第 1号住居士i上と第23号住居t止が同時

存在性を強くしているなかで、本住居祉と第20号住居士止は、同時存在性を先行する時期の存在と

してみられる状況である。
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(8) 第 8号住居士JJ二

A.遺構(第30図)

/ 

A B 

A B 

第30図 第8号住居土止

北の嬬状1王音1¥中JJ主のP-15グ

リッドを中心に存荘する。大粒

A め砂を多く含むローム質黄褐色
y--

二仁層中に砂粒を含む黒褐色土}高

の落ち込みとして1iUi認され、残

存状況は良好であった。

径約3.5111のほぼ円形を51し、

壁高は検出面より東壁て;'25cmの

最大をiJIIJるが、同j辺壁はかなり

流れている。南半は第16号住居

土!l:を切り、束三!士は第18号住居士u

を切っている。

床面の蔽きは強くはないが残

存状態は良好で‘ある。中心より

やや西に偏って石匪1~、土j初、造ら

れているが、判iは約20度末に振れ

東と西の炉縁石は抜かれている。

柱穴は Pl~P4 で四本柱の構造をなし、出入口は南に開くものと推定される。覆土j国 '1 1 の遺

物は少量で、あるが、他の住居士!lこに比して石嫉がまとまって出土している。第31図2の深鉢形土器

は床面直上出土である。

本住居主Jlこの時期は、床面復上土器より中期後葉曽利II期に比定される。

B.遺物

土器(第31図2) 

床面i直上の土器をもってその所属時期を明らかにしておきたい。 4単位の降線による 4区画が

口縁横帝に配され、それぞれが結節部に唐草文を配し内部を縦位の平行沈線としている。その上

部に陸線の唐草文を入れ、これも四単位を構成している。その間にi:U泉による蛇行垂卜丈を四単

位とし、その問は橋l描き条線文を充填している。強〈口縁の内有する器形は、第 3号{主の埋設土

器と共通するものであって、曽手!JII期に所属する独自性の強い土器である。

石器(第31図 3~ 8) 

黒耀石製の石室族(3、 4 )チャート製の石鉱 (5)安山岩製の扇形石器 (6)、流紋岩製の磨

製石斧(7 )が検出されている。この磨製石斧は頭部に著しいたたき痕が残りその衝撃で剥落し

ている。大きく 5回程の剥落がみられ、棋として材木に打ちこまれた結果の使用痕と思われる。
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(9) 第9号住居主1::

A.遺構(第32図)

!の

ムF

第32図第9号住居祉

北の癌状丘部の西南斜面に存在

する。大粒の砂粒を含む黒儲色ゴ二

層中への砂粒を含む為黒色土層の?も

ち込みとして確認され、残存状況

は良立子である。

南北 3m東西3.5mの惰円形を

呈し、壁高は検出荷より北壁で最

大35cmを測る。北三分のーは第11

号住居士11を切り、南三分のーは第

10号住居祉を切っている。

床面は黒褐色土j員'1Jに造られた

ため部分的にローム質二i二の ll，~り j末

をしているものの軟弱である。中

央少しく西に偏って上辺約50cm四

方の砂岩石材の石田い炉が存在す

るが、炉の主iUlliは約35度来に振れ

ている。

床面上には大小12箇の柱穴が見られるが整然きを欠いている。小振りの住居祉の割には数が多

過ぎるように思えるが、あるいは建替えの痕跡なのかも知れない。 P2からは北にIIJ]かつて 2本

の溝が走っているが性格は不明である。

遺物は覆土層中から若干の土器片と、ずJ製石斧が数点得られている。

本住居祉の時期は、出土土器と住居祉の切り合いから中期後葉曽干I]lV期に比定される O

B.遺物

土器(第33図1~ 4) 

縄文中期の資料群中、最も新しい資料を出した住居社である。図示したものは、基本的には口

縁に無文帯を持ちその下部に一条の刻み自のある陸線のみを配し、それ以下は単節縄文あるいは

3のように櫛横条線文をもって行うものである。曽手IJIV期にその所属時期を求めておきたい。

石器(第33図 5~11) 

チャート製の石室長t(5) とま蚤器状石器(6 )安山岩製の打製石斧 3点 (7~ 9) 蛇紋岩製の磨

製石斧(8 )砂岩製の蓋石2点 (11) を検出している。?の打製石斧の刃部は過度の使用による

磨耗痕が著しく観察でき、その機能もまた一つの大きな課題である。とくに石斧の表裏での磨耗

範囲の異なりこそが、着柄の状況、使用角度等を物語っているように思う。。

4'6 
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第 10号住居おI~

A.遺構(第341:m)

)
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北の癌状音1¥西南部のすそに

たR-12グリッドを中心に右:

在する。大粒の11少粒を含む黒

褐色土j吾中に砂粒を含む黒色

土の落ち込みとして確認され

斜面が西方に大きく傾き出し

~ 

たが、残存状態は良好で、ない。
B 

プラン上で比較的明瞭に把

握し待たのは砂岩の円形主1囲

い炉土U~ と、 51ミ壁の一吉1\のみで

あり、床面の誠きは弱 q次弱

で西端は斜面iに流れている。

東辺のカ プとil次弱なj禾TiJ1の

残存状況から推定すると、 f壬

約3.7mの円形を主するものB 
A 

と思われる。北側三分のーは、

第9号住居祉に、東南三分の第34図

ーは第 4号住居士止に切られており、本住居士11に帰属すると忠われる]童物は僅かに炉社内及びその

周辺で得られた土器の小破片若干と小形の石器のみである。

しかし炉縁石は 部にしか残っておら
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ず完全でλはない。炉縁石は他の残存炉担1:と共通で、第三紀)出中から産!l'，するもろい砂岩を用いて

いる。北側と南iH肋f大きく抜かれていて、他は割れているか小隊となっている。多くの場合残存

する炉縁;q-は、そのょっな火熱によって割れたものか、小燥であるが、あるいは再利用できる

しっかりした炉縁石は、移動に際して持ち去り、丙利用できもののみ廃棄の為残存しているとみ

ることもできる。住居廃絶の何等かの儀礼の存在をうかがわせる。

本住居1止の帰属は明確さを欠くが、炉ill:l;!ヨ遺物より中期詰iJ葉末と推定される。

B.遺物

土器(第35図 1~ 8) 

第10号住居主!lこ出土の土器は、五領ケ台期の中にある土器て 1~ 3は口縁部の土器である。 1

は波状口紘一をなすものであり、 2、3は平IJ縁である。 1は黒褐を呈し内而は研磨された良好な

土器で棒状施文具によるiI~文と三角陰友IJ丈、口唇に並ぶ友iJみ自が特徴である。三角陰刻丈上には

単節縄文が地文状に行われている。 4~ 8などは押し引きによるとい裁竹管の平行沈線をモチーフ

としていて、第 4類のB、F等にあたる土器片である。総じて半裁竹管の押し引きが多用されて

いるのが留意される。また地文に縄文を行ったものも多く、第 4D類の範囲の土器も多い。

2は浅鉢かとも見られるが、明らかではない。他は深鉢である。 )J台土にはほとんどが長石、石

英粒を含み、調整された粘土を用いていることがわかる。

石器(第35図9，10) 

チャー卜製の掻器状芯器 (9)と黒曜石裂の石銑(10)が検出されている。石織の厚きが 9mm 

もあるものは筏遺跡では本例のみで、石鋭、としてより他の機能の石器と考えたい。

(11) 第11号住居社

A.遺構(第36図)

北の増状丘fiI)西南の斜面P-12グリッドを中心に存在する。大粒の砂粒を含む黒褐色土層中に

大粒の黒色土層が落ち込む状態で確認されたが、かなりの傾斜面に営まれたため残存状態は良好

でなし、。

壁は弧を描いて斜面上方の北東部のみの確認に情まるが、壁高は検出面より最大で-30cmを淑IJる。

床面は蔽き締めが弱く軟弱であると同時に約 5度の斜度で西南に傾いている。北京壁裾が描く弧

と軟弱ながら追える床面の範囲を勘案すると、プラン南端は第 9号住居JJl:に切られてはいるが、

約直径3.5mの小規模の円形プランが想定される。

住居祉の中心部付近は空白で炉JJl:等の施設は確認されず、地床炉状の焼土が床面の西端ほとん

ど推定西壁に接する位置に存在する特異な状態を示している。床面に掘り込まれた本住居士止に付

帯する確実な柱穴は東半部に観られる 3箇だけであり、これらより上屋を載せる構造を窺い知る

ことは芝生しし、。

遺物は覆土層中より若干の土探片を得たが、床面直上において焼土に南接して石皿残欠、及ぴ
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中心部において第37[;;z]1の

大形土器破片が持られてい

る。

本住居力1:は、第 9号住居

:hl.J立び第10号住居;担1:ととも

に、西に大きく傾く斜面に

立地してお 1)、環状高地の

鞍部を利して形成された縄

文中期の各時期の集落にお

ける個別棟の配置を知る上

で留意される。

本住居祉の時期は、 HJ土

土器片の型式より、縄文中

期後葉曽利II期と比定され

る。

B.遺物

土器(第37図)

--L_ 

A B 

b五
Jロ

B 

。
第36図 第11号住居士止

本住居:t/l:出土の土器はすべて破片であるが、一個体と見られる 1をもって代表させることがで

きる。この土器は、唐草丈をテーマとする 2偶一対の把手状突起と胴部の隆線による時革文とそ

の111]の綾杉状沈線文が特徴的である。把手は左右対称になる唐主主文となっており、内面には沈線

による居草丈を配している。突起はむしろ亀頭状であって、あるいはそれを意識したデフォルメ

であるかとも受けとれる。口縁音[Stま無文帯となり、強〈関口するがやや先端で内奇する。内側に

隆線が一条口唇にそって貼付されており、把手状突起部分では山形に行われている。外国のIJ縁

部には、それぞれ唐草文から伸び出すように、陸線がロ縁部に平行して 条と三条貼付されてい

る。その間に二列一単位の棒状刺突文が入れられでもいる。胴部は一端強くしまり、腰部でふく

らみ、屈曲して底部に至る器形となっている。胴部文様は三条の陸線を単位として、周問 4単位

を垂下させ、唐草文の結節部を屈曲音[Sに配している。その間に同様沈線によるワラビ手状垂下文

をおろし、その間戟を綾杉状沈線丈で充填している。曽利II期に属す典型的な中央山地北部に核

のある土器であって、筏遺跡の独自性を感じさせる土器である。

2はよく研磨された無文の土器で浅鉢と見られる。 3はlと同様モチーフの土器片であるが、

綾杉状沈線文は非常に細かく特徴的である。 4は平行沈線と蛇行沈線と地文の縄文の地文構成の

底部片である。
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。

第37図 第11号住居iIl.出土め造物①

石器(第38図)

ぷJJF
今!

戸ル;..~"'" "~ . 
， ~~:!':~.:ρf 
._:.;-

LJi恥f 、tbiJ¥ 
〆、ι・7'，主;i .( 1 
キ守(，，1~:: ~ ~. 
JJfi3/， 

dtJ 
3 

!?hiifJ 
℃12治部当.~.~.:tr / 

4 

5 10cm 

砂岩製の石血(1 )花向岩製の磨石 ( 2 )安山岩製の石製円板(3 )が検出されている。

石皿は土尻)11流域に産する黄褐色のもろい砂岩を用いて製作されている。筏遺跡からは 5点の

石血が検出されているが、住居社内からは本例と第12号住居士!l111Jのみでしかも大形である。 皿音11

は両側から研磨され中央部が磨 1)i成って底がぬけそうになっており、 その用途が註目される。 な

お石血の縁部を中心に上半部が火熱を受け赤く変色している。 2は花出岩製の磨石で両平面に使

用のための摩耗痕がある。磨石にはこのほか、花街岩の円喋を用いたもの、砂岩を用いたもの、

そして大小偏平なもの、丸いものなどがあってバラエティがある。

石製円板が l点検出きれている。板状の安山岩の恭IJ片の周辺を打ち欠き円板状に仕上げであり、

側面に研摩痕がある。筏遺跡では本例のみである。 その使用目的は明らかでない。今後の研究課

題である。
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(12) 第12号住居祉

A.遺構(第四図)

2 

一一寸

第38国 第11号住居士Jl:出土の遺物②

。 5 lOc川

東丘陵の鞍部南端、高の熔状丘部の裾に存在する。喋岩フ守口ックの開の礁を含む黄褐色ローム

質土を掘り込んでおり、残存状態は比較的良好である。

4. 4x 4 mの隅丸方形を呈し、壁高は牒岩ブロ yクを削り込んだ北壁で20cm、同様に街壁で40

cmを測る。床面はやや凹凸は多いもののよく鼓き締められ竪織である。中央よりやや南西に寄っ

て砂岩による方形石囲い炉が設けられるが、炉底部には周溝があり、その軸は住居社軸との開に

約20度のズレを持っている。柱穴は主要なものが9笛存在するが、西半の3箇北辺の 3箇東南隅

の 1箇の 7箇で上屋を載せていたものと推定され、関口部は東に想定される。

遺物は、床面に石血の残欠が得られた他、炉祉の西北に 2箇、東方に 1笛の計3個の小埋護が

検出された。

本住居祉の時期は、ノト埋聾から縄文中期後葉曽手!JII期と比定される。
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第39図第12号住居lJlこ

B.遺物

土器(第40図1~ 6) 

第12号住居土1¥:から得

られた一括資料は良好

な資料である。 2、 3、

4は床開の理聾で、河

時牲を表わしている。

5は石皮片としてf専られ

た同一倍体と見られる

ものの図上復元資料で

ある。

1は4単位の唐草文

の結節を持つ陸線のま

下文とその間を充填す

る細かい綾杉状沈線文

で構成きれたものであ

る。腕部でややしまり、

腰部で弱〈張る器形で

ある。上半は欠失して

いる。欠失部の切断面は石ij¥磨されている。 2もi可様モチーフの土器であるが、四単位垂下降線の

問に細かい半陸線を垂下きせ、その問を綾杉状沈線文で充填している。屈曲を感じきせない器形

であるが、欠失上部で胴部がしまり、やがて関口する器形と見てよい。 3は小さな土器で器表面

には単節縄文がまは、らに施丈されているばかりである。 4は屈曲の張る腰部破片である。垂下隆

線の結節古15に唐草丈を持っており、 4つの単位間は、半裁竹管による縦形区画文が行われ、その

内部に綾杉状沈線丈を入れたものである。この種のモチーフは度々ふれて来たように、綾杉文を

除けば、北陸系の新11時期に多用された区画文である。これは 5にも見られ一つの大きな残影とし

ての特徴とみることができ、注目されるべきである。 5は2個一対の把手が付く)吾草文把手の土

器で、先にふれた縦区画を腕部にもっこの期の、あるいは筏遺跡の特徴的な土器である。 6は一

孔を持つ台付土器の台である。唐草文を配している。曽利II期と把握しておきたい。

石器(第40図7、8) 

石器は安山岩製の打製石斧(7)と砂岩製の石血(8 )の 2点が検出されている。筏遺跡から

の石皿はその石質の特徴上全て破損して検出されており、本タuもそうした'つである。右半分が

欠失している。石皿は土尻)1¥流域の砂岩を用いている。打製石斧は基部を欠いている。
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(13) 第 13 号住居士!l~

A. 

B 

ロ
ロ
υ

。 2m
管竺=竺竺=ニ;;.--;;;;ニョーーー

第41図第13号住居士11:

東丘陵の鞍部

砕j端、 j卒jの知j;犬

l主部の裾に存在

する。際岩ブ

ロ yクの縁に人

口的な ~ílj り込み

が視祭されたこ

とか~存在が予

想され検出され

た。牒岩ブロッ

クの間の牒を含

む賞褐色ローム

質土を掘り込ん

でいるが、残存

状態は良くない。

礎岩ブゃロック

を削 1)込んだ西

辺から東南辺は

比較的明瞭に把

十産されたものの、

北半は床面の追

求により補足したもので明瞭さを欠くが、 5x4. 2mの隅丸長HJf3に近い楕円形が想定される。

壁高は牒岩ブロックを削り込んだ西壁で20cm、同じく雨壁て斗5cmをiWJる。

J彦、i深i昆りの貰褐色ローム質土をi較さ締めたと思われる床面は堅般であるが、住居社推定域内に

焼土痕等は観察されず炉祉の存在も不明である。床面には20を越える柱穴及び小土1剛丈の掘り込

みも観察されるが、主村て穴を想定できるものは、西辺から 1お辺及び束辺の提40~50cmの掘り込み

と思われるが、同規模のものが束辺で捉えられている点に不満が残る。

覆土層から得られた遺物は僅少であるが、土器小破片、打製石斧、加工された板状砂岩等があ

り、第42図4の打製石斧は、南壁法面下であたかも置かれた状態で検出された。なお第113図8の

石棒は表土剥ぎ中に出土したものであるが、本住居祉の覆土層 I=I~ に含めて考えられるものである。

本遺構は炉祉の所在が不明であるので確実な住居士iI条件を整えていないものの、その時期は出

土遺物から、 I=IJ期後葉曽利II期と推定される。
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B.遺物

土器(第42図上 2) 

検出された土器片は少量であったが、図示したものを代表させておきたし、。 1は唐草文把手を

持ち綾杉~.大沈線文の行われた胴上部破片、 2はその下部破片である。モチーフは同様構成である

が、 2はかなり大ぶりの器休を想定できるものと思う。曽利II期の所産である。

石器(第42図3~ 5) 

頁岩製(3 )と安山岩製(4)の打製石斧が1点ずつ検出され、土尻)11流域産の寅褐色砂岩製

の蓋石が l点検出されている。石斧には表裏に著しい磨耗による擦痕がみられる。

(1心第14号住居社

A.遺構(第43毘)

東丘陵鞍部の中央付近に存在する。黄褐色ロ ム質土)冒中への落ち込みとして確認されたが、

本住居一社内には枯れ木の根が存在した事と、複数住居士止が切り合っていた事が重なり残存状態は

良くない。西半を第 6号・ 7号住居担J:に切られ、北半を第 3号住居主Il:に切られているが、確認できた

B 

B' 

¥。
第43図 第14号住居土止
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東壁辺と燦岩ブロックへの削り込みにより、径 4m内外の円形乃亙は楕円形プランが想定される。

床面はロ L ム質ゴこを敵き締めてはいるもののやや軟弱であるが、想、定プランのやや南西に偏っ

て坦l~炉が設けられている。柱穴は 3 箇確認されたもののその構造は窺い得ない。

ヱド1te居祉の時期は炉胎土器より縄文中期前葉新l崎期に比定される。

B.遺物

土器(第45図 1) 

1は炉胎土器である。 )J[司部下半を欠失しているが、はぽ全容を推iJlIJできるものである。口縁は

平口融であり、細かい半裁竹管による平行降線とそれに刻み目文が多用され、無文帯に模形亥IJ白

文が盛行する。ややキャリバー形器形が残り、胴部はやさしく張って底部に至る。 JJ阿部の丈様構

成はB宇状文の縦割付を半割竹管で行っている。地文は縄文となっており、典型的な新崎II式J坊

の土器である。信濃でもこれまで搬入土器そのものと思われる土器は検111されておらず、:本{列は

極めて重要な所見を与える土器であると言え、注呂に価する。

石器(第45図2) 

安山岩製の打製石斧(2 )が検出されている。石斧の磨耗痕は素材両側に大きく残りその使用

方法を物語る資料である。

(1日第15号住居祉

A.遺構(第44図)

東丘陵鞍部の北

西、北の溜状丘部の

南西麓に存在する。

砂粒を含む黄褐色

ローム土層中まで達

して造られている

が、表土層等カ、薄

かったため残存状態

は良好で、ない。

床面は軟弱で斜面

に向かつて南西に流

れるため、東から北

壁のみの把握である

が、 4.7x3. 7mの楕

円形を呈するものと

推定され、長軸は約

/ 
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60度西に振れている。壁高は残存する東壁で'15cmを図るが、東壁で、第16号住居士止を切り、 1m辺を

第9号・第10号住居士止に切られ、南辺を第 4号住居主J]二に切られている。住居祉想定域内に焼土痕

等炉:!:Jl:を想定できるものは確認されていない。柱穴は北壁沿いに 4筒確認されているのみで全体

の構成は不明である。遺物は土器ノト破片数点と石鉱 l点が得られているに過ぎない。

本住居祉の時期は、遺物と住居祉の切り合いから縄文中期前葉が想定される。

B.遺物

土器(第45図3~ 6) 

小破片数l，l~のみで明確さを若干欠く。地文に縄文を持つ B字文風のもの( 5 )格子目文(4 ) 

こまかい刻み目を持つもの(6 )など、新崎系の土器群と把握しておきたい。 1も口唇に刻み目

の並ぶもので、該期に属するものとしておきたい。

石器(第45図7)

黒Yllt石裂の石織が l点検出されている。全長1.2cmと小さなものである。

(16) 第16号住居社

A.遺構(第46図)

東丘陵鞍部の北の摺状丘部の南斜面中位に存在する。砂粒を含む黄縞色ローム蛍土閣にまで達

して造られしているが、斜面中位の表ゴこが薄かったためと、枯木の根ばり撹百しがあったため残存状

態は良くない。

東辺の砂岩ブロッ

クの人工的削り込み

と、軟弱な床市と推

定される面の拡が

り、及びピットの存

在範囲から想定され

るフ。ランは、 5.2x 

3.8mの楕円形を呈

し、長~í由は約60度前

後四へ触れるものと

思われる。壁高は砂

岩ブロックを削り込

んだ部分で約20cmの

最大を測る。 2m 

北半は第 8号・第

18号住居祉に切ら 第46図 第16号住居右上
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第16号住居士止出土の遺物第471:m

れ、西辺は第15号住居主止に切られている。軟弱な床面には焼土痕等炉土i上を想定し得る施設は確認

されず、柱穴主止も数は多いが整然さを欠いている。床面上より小土器片・ノト形石斧等が出土した。

本住居祉の時期は、出土土器片と住居祉の切り合いから縄文中期前葉に比定される。

B.遺物

その上若干の時間差を感じさせるものとして明瞭さを欠いて

61 

土器(第47図1~ 5) 

検出された土器は小量で、あって、



いる。しかし、 2は細かい縄文を地文にもち、細かい刻み目文縦区画の陰刻文、 3は明らかな佑

子目文であり、 14、15号住居士止と同様にして新崎系の土器群とみられる。この住居士11:がともども

北陸系の土器に若干の関東系の五領ケ台土器群を検出できるのを留意しておきたい。

石器(第48図6~ 9) 

黒耀石製の模形石器(6 )蛇紋岩製の小形磨製石斧(7)砂岩製の磨石(8・9)が検出され

ている。小形磨製石斧は刃部が丸のみ状を呈し、その形状から加工用の道具であろう。

(17) 第17号住居祉

A.遺構(第48図)

東丘陵鞍部の北端、北の

溜状丘部南西斜面の上位に

存在する。合砂粒貰褐色

ローム質土中に造られてい

るが、西南が斜面に流れて

いるため、残存状態は良好

でない。

ノ
r 

、
σ@Pl 

@ 

P3 

。
q 

B 

B 

4. 6x4. 3mのやや椅円形

に近い円形を呈し、壁高は

砂岩ブロックを削り込んだ

東壁で40cmをおJJる。床面は

黄褐色ローム質土中に造ら

れているにもかかわらず、

砂質性が強いためか、敵き

締めが不充分で軟弱であ

る。床面上には焼土痕等炉

o 2m 
恒竺長孟記竺型孟孟芭竺E孟函竺空豆孟型空2辺

第48図 17号住居社
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主!l:を想定できる痕跡は確認されていない。 6本雑誌された柱穴の内、白半で直に並ぶ 3本が主柱

穴と推定されるが、東半は枯木の板根による撹乱もあり対応するものが確認されていない。他と

少しく距離を置く本枇は第22号住居士11ーと共に東丘陵遺構群の北限をなしている。

本住居:W:のH寺期は、出土土務から':NもIj前葉が想定される。

B.遺物

土器(第49図1~ 6) 

検出きれた土器片は極めて小量であって、その所属時期については確定がむづかしい。しかし

図示した土器片は地文に縄文を持ち、押し引きの平行沈線、列点丈、そして結節の葉脈状の縄文

など、五領ケ台期の土器に多用きれるものである。この時期の所産としておきたい。

石器(第49図7)

安山岩製の打製石斧(7 )がl点検出されている。磨耗痕は剥離l面中央にまで及んている。

(18) 第18号住居祉

A.遺構(第50図)

東丘陵鞍部の北辺、北の熔状丘部南斜面の上位に存在する。砂岩ブロック間戟の大粒の砂粒j昆

1)黄褐色土j画中に、砂岩ブロックを削って造られており、西半を第8号住居士i上に切られるものの

iゎ

第50図第18号住居社
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¥ 
¥ 

残存状態は比較的良好である。

。 5 10cm 

第51圏 第18号住居士rl:出土の遺物

1//  
1/1  

北壁の大部分と南東壁の一部を砂岩ブロックを自Ijり込んで形成されている本JIIは、 5.2x3. 8m 

の権円形を呈し、長軸は約80度振れてほほ東西方向を向く。壁高は11少岩フ、ロ yクを自Ijり込んだ北

壁てや約20cmを淑IJるものの南壁は流れて不明である。芭三分のーを第 8号住居祉に切られ、南辺で

第16号住居士止を切っている。

大粒の砂粒j昆り黄褐色土で形成される床面は締りはないものの、下部に砂岩が存在するのか安

定している。中央:やや西に偏って径40cmの焼土塊があり、その西辺に士号!_~霊炉が設けられている。

埋斐炉の西北に接して40x 35cmの不整方形に削り残された砂岩ブロックが存在し、埋聾はその砂

岩の東面を削って据えられているので両者の関係は留意される。柱穴は径約40cmのものと約20cm

のものが認められるが、前者を主柱穴となし東に閉口したものと推定される。

本祉の時期は、炉胎土器より縄文中期前葉勝坂期と比定される。

B.遺物

土器(第51函)

第51習の土器は炉胎土器である。上半と下半を欠いた胴部のみの土器であるが、区画文と鋸歯

文が盛行し、胴部の渦文のモチーフはそのものであると言える。胎士は全体に赤褐色を主し、他

にi可一個体の破片も数点あるが接合には至らない。勝坂期の所産と把握しておきたい。
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(1部 第四号住岩社

A.遺構(第52図)

東丘陵鞍部南

西端の西町する

斜面の上位に存

在する。砂i深を

含む賞褐色ロー

ム質土層への大

粒の砂粒を含む

黒色土の落ち込

みとして確認さ

れた。かなりの

傾斜角を示す斜

面上に造られた

ため西半の大半

が流れ、残存状
¥ぞ、/

態は極めて良好 第52図第四号住居社

でない。木:w::は東丘陵住居主!l:群の最も西端に在ると同時に最も急斜面に存在する。

確認し得たプランは斜面上部の東壁の弧と床面東半であるが、東壁の弧から推定される形状ほ、

径約3.3mの円形で、壁高は東壁で検出面から30cmを測る。本社は鞍部南部の遺構群からは一定

の距潟ji，を置いており、他遺構との切り合いは認められない。

床面は、束辺の一部以外はおそらく貼り床をしていたものと思われるが流れており、東辺の床

面をなすと思われる砂粒混り黄縞色ローム層も鼓きが弱〈軟弱である。推定住居士!l:域中央には焼

土の堆積とその西に砂岩石材が存在しているが、石囲い炉の痕跡と思われる。柱穴は東半に 4箇

認められるものの全体の構造は窺い知れない。

遺物は小埋饗2.'立と打製石斧 1点等が符られたが、小埋聾の内第53図2は東南に正位で存在し、

第53囲 1は西北に正位で有一在すると同時に西接して砂岩の板状節埋を干IJして周辺を丸く加工した

径50cmの蓋石を伴っていた。

本主!:の時期は、小埋聾2笛の聖式から縄文中期後葉守利II期に比定される。

B.遺物

土器(第53図 l、 2 ) 

埋聾2点をもってこの第四号住居祉を代表させておきたい。;埋聾 Iは唐草丈の結節垂下陸線を

8単位めぐらし、その間に綾杉状沈線文を充填した土器である。器形は腰が張り胴部がくびれ口

縁が関口するもので一対の把手を持つものと考えられ、埋聾2も基本的には同様の土器である。
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"、詰

。 5 10cm 

(1. 2) 

:関 3

。 5 10cm 

(3. 4) 
4 

第53図 第19号住居社出土の遺物

2は4単位の唐草文結ifriを持つ垂 F陸線をモチーフにしていて、その聞に半裁竹管による押し引

きの半陸線を三本入れその間を綾杉状沈線文で埋めているものである。ともに破断面は研磨され

ている。この種の埋翠を持つ住居祉が多く注目されるところである。曽利IIJtjJとしておきたい。

石器(第53図3、4) 

黒耀石製の掻器状石器(3 )と安山岩製の打製石斧(4 )が1点ずつ検出されている。石斧の刃

部は表裏ともに使用による磨耗痕が観察できる。制片利用の諾器状石器はノッチ状である。
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(20) 第20号住居祉

A.遺構(第54毘)

|。

A 

o 2m 
恒!'~~コ回国二二~

t~  -

第54函第20号住居カ1:

B 

B 

東丘陵鞍部南

西への斜面肩に

存在する。燦ブ

ロックと{紫ブ

ロ yク周囲の砂

際j昆り黄褐色土

を掘り込んで造

られたものと推

定されるが、痕

跡を認定するに

止まり、残存状

態は極めて良く

ない。

喋岩ブロック

を削り込んだ東

辺の一割1)と砂蝶

j昆り貰褐色土層

を掘り込んだ、東

南コーナーの把握から、 4.2X 3. 3mの方形に近いプランが想定される。蝶岩を削り込んだ莱壁は、

ブロック縁ょっ40cmの壁高を数えるが、プラン北に観られる牒岩フ。ロックを平坦化した面を勘案

すると貼り床がなされたものと思われる。東南コーナーには薄すらと土層に火熱を受けたと推定

される部分が観察されたので、カマドは東南偶と考えてよいように忠われる。

出土遺物が皆無の本土i上は、不確実ながら第 7号住居祉と同時存在関係が想定される。

白1) 第21号住岩祉

A.遺構(第55図)

東丘陵鞍部南西への斜面肩音1)に存在する。第20号住居;担l:と同様にして、喋ブロックと蝶ブロッ

ク周囲の砂喋混り黄褐色ローム質土患を掘り込んで造られたものと推定されるが、痕跡を認定す

るに止まり、残存状態は極めて良くない。

南辺は喋岩ブロックを削って壁とし、床面掘り方の南半は際j昆り黄褐色ローム層を掘り込んで

いるものの、北半は鞍部中央方向と西斜面に流れて不明である。南壁で確認きれる壁の弧から推

定すると、怪5.4mの円形プランが想定され、壁高は一段高い牒岩ブロック上縁より50cmを測る。
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想定プランの!こで第20号住居士:)1:は本土l止の南辺を切るが、第20号住居:wこは低い方の蝶岩ブロ yク上

に載っているため、本:w:の覆土層には及ぶものの床面にまでは達していないものと思われる。

南半に残存す

る床面は砂礁が

多いもののやや

堅轍てれある。残

存床面には壁に

沿う柱穴が4ポ

イントと、やや

内側のもの 3箇

が認められるも

のの、炉土止を想

定し得る焼土痕

等は認められな

し、。

残存状態が良

くないにもかか

わらず得られた

土器片から縄文

中期前葉が想、定

される。

B.遺物

土器(第56図)

検出された土器片はこの住居祉

も極めて小量で、あったため、その

所属時期を明確にすることは難し

い。しかし図示した小量の土器片

を手がかりとするならば、半裁竹

管の押し引きによる平行沈線とそ

の地文とする縄文の組み合わせか

ら五領ケ台期の多縄文期、第 4E

類土器の時期に所属するのではな

いかと予測しておきたい。

第551亙第21号住居祉

uF単一
足記hC
~巨魚磯路命維犠タ耳

伊判い炉粧品哨

y{手 1キ t発K'司~'"品向吋t ‘

~:，d韻脚 r晶血向田~.t.Æ..・A

t唱岬ケ瞥酬明.wt宅
金量時1!̂.五校忌去に三井tjrb

1tq伐怜?

。 5 

第56居 第21号住居土i上13¥ゴこの遺物
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。2) 第22号住居主tl:
A.遺構(第57図)

o 2m 
哩5冠雪E ヨー-=二戸0;;;;;;;-圃巳己

ぷ。@
浬~毛炉 @ 

o @ 

OOP5 
7 〆
〆

B 

東丘陵鞍音1)の東北方、北の

熔状丘部の東南斜面~~イ立に存

在する。北の矯状j王部の成留

と推定きれる砂岩が、東南方

向に引かれて小断層を形成し

た小断層閉めやや平坦なプ

レート上てソj、断層崖を壁とし

て構築されている。

B 径4.5111の円形を呈し、壁

高は一番高い砂岩フ、、ロック上

端より 25cmを損IJる。北壁から

西壁にかけては砂岩の小断層

崖を若干加工して利用したも

のと思われる。本主i上が載るイi少

岩プレートは、第18号住居社

と同位であるが、木主1:が載る

部分の方が堅般である。

したがって本祉の床面はプ

レートを北半て、少し加工し、

第57図第22号住居社 南半で若干の貼り床をしたも

のと推定され、内部施設はこの軟弱なプレートを掘り抜いている。床面中央よりやや西北に寄っ

て埋寵炉が据えられ、柱穴は主要なものを 8笛数えることができる。埋翠炉を中心、に約 2111間隔

で四角形を構成する柱穴が主柱穴で、その三辺中間に観られる三つの柱穴は柱間支柱と思われ、

支柱の無い南東方向は出入口部が想定される。柱の構成軸線は磁北より約15度聞に振れている。

遺物は主に床面直上で-得られ、土器小片・磨製石斧残欠・砂岩製石棒残欠に凹石状の加工が施

されたもの等があるが、その量は僅少で、ある。

本土!l:の時期は、炉胎土器により縄文中期中葉上山田期に比定される。

B.遺物

土器(第58図)

北陸系の典型的な上山田II期の土器が、炉胎土器として検出されている。口縁部上半を欠いて

はいるが、その形器は底部から腰部にかけて段状に屈曲し、胴部でややしまり強〈閉口する極め

で特徴的な器形となっており、器面は半裁竹管による三叉状彫去文を持つ渦巻丈、最盛期の在り
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方をしめしている。 こσ7カリj台二|一

器lヰ、筏遺跡の性格の→端を物

J77っている。

B.石器(第59図)

頁岩製のl強製石斧J~ (1)砂

子;f裂の磨耳二i (2 ) と多ヲL:{I 

(3 ) を検出している。磨製石

斧片は頭部付近と忠われる。
t 

y 

孔:j~I~ は 3 つの干しがあけられ、器

体全域にわたり研磨痕が残る。

経製石斧の刃1slSを研磨したよう

な中高の広い条痕が右側に 7条、

裏i而に 3条みられ、砥石として

の機能が考えられる。筏遺跡で

、、

。

第58図

10cm 

第22"';士住民主UI¥:仁の遺物①

は他に砂Tîの+Ji状燐:.tJ~芥r:の中にほ:tJ~様のものもみられるが、 この様に幅広い条痕/;1:本例のみであ

る。

ー亡二工二コー
3 

干

よ

第59図

2 

。 5 10c町

第22号住居祉出土の遺物②

70 

J司
~ 

ι_.~ 本
¥ 

十7二二、?

¥ 、ノ

l' 

与

でF
ウ



(23) 第23号住居祉

A.遺構(第60密)

-→ 

第60国第23号住居祉

~;~が

東丘陵鞍部

の北東方、北

の熔状丘部の

束南斜面裾に

存在する。第

22号住居士!l:の

のる砂浩プレー

トより 段ド

の、上位プ

レートよりや

や堅めのプ

レートを穿っ

て構築きれて

しミる。

一辺4.1m

」詞呂町-_;;;;oo一一三m の隅丸方形を
B 基本形とする

が、カマvの
設置された南

東隅がやや張

り出して不正

問丸方形を呈

し、主$111は約10度西へ振れている。四周全て砂岩を穿った壁は垂直に近く、その高さは北壁で70

cm、南壁で、60cmを測る。本主!こは鞍部の束北のj室に孤立的にあるが、南西辺で縄文期の第27号住居

士止を切っている。

掘り抜いた底面に貼り床構造は無く、砂岩の面を床面としたようである。傾斜方向に沿う雨水

地下水等に最も影響を受け易い西から商南壁裾と、カマドに隣接する束壁裾の一部にのみ、幅15

cm深き10cmの周溝が造られている。カマ Fは南東隅に粘土にて据えられ、北側の壁沿いに浅い掘

り込みが行われている。

床面には径50-70cm深さ20-25cmの帰り込みが中央付近lこ4箇繋然きを欠いて存在する。壁外

の砂岩プレートを精査したが柱穴状のピットは皆無であるため、先記4つの掘り込みは柱穴の可

能性もある。本主l上は遺物の接合関係から第 1号住居祉との同時性が証明きれるので、確認きれた
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1 

10cm 

5 

。

モ二二主与ぞ〆

5 

第61図 第23号住居社出土の遺物

4つの掘り込み以外の施

設により第 1号住居社同

様の柱構造による上屋を

想定しておきたい。

本:l:J1:の壁から床面には

4本の北西から南東に走

る地割れ断層線があり、

内1本は北東へ約 5cm落

ちている。

遺物は全て床而より得

られたが、本社は11世紀

代に比定される。

B.遺物

土器(第61国)

本住居祉からは、土師

器j:不 3、)天和胸器lllll、

小形水j依辺 I、一l二前]探饗

lが検出されているの

1 -3は共にノ'J<.引き糸

切り底の尽で、 lは内面

黒色処理のやや大形の杯

で、 2も同様で、ある。 2

は暗文が認められる。 3

はノj、形のJ不でj芙い。

4は灰柑陶器の皿であ

る。美濃の光ケ丘窯系の

やや焼成のよくないもの

であり、灰柑l立付け掛け

によっている。なお見込

みには重ね焼きの高台跡が付着している。高台は先端が尖るやや内寄気味のっくりである。

土師器の聾(5 )は、整埋中に第 1号住居主i上の空片と接合関係にあることが判明した。先にふ

れたように、口縁部のやや内有する越後系の特徴が注Eされる。水びき成形によるもので本住居

士11:の時期を11世紀代に入るものと理解される。
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(24) 第24号住居社

A.遺構(第62図)

。P
P14 

A 

Ps 

。四一
Aロ

2m 
扇面竺=

B 
ロ

第62図第24号住居社

東丘陵鞍部南東隅に存在する。砂粒j昆t)黄掲色ローム質土層への砂粒混り黒褐色土の落ち込み

として確認された。

検出面及び南北に設定した試掘トレンチにおいても第25号住活:t止との区別が判然としなかった

ため、複数住居祉の切り合いと大形住居土rl:双方の可能性を残したまま掘り下げ作業を行い、三点

の床面直上土器と小形の柱穴群のまとまりをもって第25号住居士止と分離した。

緩やかな南壁弧の裾に並ぶ径約30cm内外の柱穴の連続から把握される本社は、窪約 7mの円形
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1 

。 5 C

、-

0
4
は

十一F
。 5 lOcm 

5 (2-5) 

第63図 第24号住居社出ゴこの遺物

を呈し北半で第25号住居祉を切っているものと認識さ・れる。立ち上がりが緩やかな南壁における

壁高は、安定する床面との聞に約25cmを測る。

砂粒j昆り賞褐色ローム質ゴニ層よりなる床面は壁の立ち上がりとの聞に明瞭な交換点を持たず、

出凸も多く軟弱で蔽き締められた形跡に乏しい。南に偏って径約40cmの拡がりで薄い堆積の焼土

塊が確認されたが、焼土塊の東半分はピットの覆土の上に載っており、炉主J:と認定するには不安
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が残る。床面に多数みられるピット群の内、上で述べたように南壁裾に由る径30-40cmのピット

は本社に伴う柱穴として認識されるので、北半に函る同規模のピットダIJもそれらの連続として認

識してよいものと判断される。本主l:の中央よりやや南に存在する径1.4m内外の掘り込み 3筒所

の内、南の深さ約lOcmの浅い掘り込みは本社に帰属し、北寄りの 2つは第25号住居祉の柱穴をな

すものと思われる。

本土止の覆土層中から得られた遺物は極めて僅少で、第63図に図示したものが全てである。 1は

上述した浅い凹みに落ち込んだ態勢で形状を保ち検出されている。

本土:11:の時期は、第63図1の土器より純文後期前葉堀之内 I期が想定される0

B.遺物

土器(第63図 1-4) 

床着の土器をもって代表させた。 1は顕部に低い降線で渦巻文をつくり、その下に偏平なド

ナツ椋貼付文がある。胴部及び口縁部には、こまかい単節縄文を、問殺をあけ下方に向かつて回

転施文している。その後、太めの棒状工具でS字状に渦巻文を 2-3条を単位として入れている。

この文様は基本的には 4単位となっているが、かなりそれぞれが独立しておりアトランダムでも

ある。 2も向様モチーフの中にある土器で、 3は櫛描条痕文の土器でその組成関係の中にあるも

のと理解しておきたい。ともにやや薄手で混入物はすくない土器である。 1は内外面とも食物残

浮の付着物がかなり見られる。所属時期は縄文後期の堀之内 I期の中に求めておきたい。

石器(第63図5) 

チャート製の両面加工石器が l点検出されている(5 )。主要剥離面を大きく浅くすT癌部を削

るようにステップ状の剥離を加えている。素材面側もステッブ状の剥離で左側刃部を形づくって

いる。小剥片に播刃部を作出した掻器状石器とともに、こうした小形の両面加工石器の機能は明

らかでない。

。5) 第25号住居祉
A.遺構(第64図)

東丘陵鞍部南東隅に存在する。砂粒j昆り寅褐色ローム質土層への砂粒混 1)黒色土及ひ黒褐色士

の落ち込みとして確認された。

第24号住居士止の項で述べたように、検出国においても、南北に設定した試掘トレンチにおいて

も第24号住居祉の項で切り合いが判然としなかったため、複数住居祉の切り合い及び大形住居士i上

双方の可能性を想定して掘り下げ作業を行い、 2点の床面直上土器の位置とその時期、及び大き

な柱穴群のまとまりを持って第24号住居祉と分離した。

一部で喋岩ブロックを削っている西壁は緩やかながらも立ち上がりを持つが東丘陵の東斜面に

向かう地形変換点に近い東壁は明瞭な立ち上がりが乏しく判然としたプランを把握しがたいが、

おおよそ8.5m x 7 mの椿円形が想定される。北辺で第26号住居社を切り、南半は第24号住居祉
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∞
 

<t:1 

第64図第25号住居社

に切られているものと推定される。なお本祉の北寄り覆土層中には第4号土;媛主i上が造られている。

立ち上がりを把握し得る西壁は壁高25cmを測る。

砂粒混り黄褐色ローム質土層よりなる床面は鼓き締められた形跡に之しく軟弱である。床面に

多数観られるピット群の内、径 1m内外の規模を有すP1-P8が本祉の主柱穴と思われ、 P1

P5 ・P6 ・PS ・P9で構成される五角形を基本とするものと思われる。床面上には火熱痕跡が無
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第25す住居主ll:iお土の遺物①第65図

また主柱穴を想定した五角形内にも適当な掘り込みがないため炉祉の存在は不明である。

西壁近くで北西から南東に走り北東方向へ下がった小断層線が確認され、北半床面にもi可方向

に走る地割れ痕が観察された。

遺物は僅少で、、覆土層lゃから石器数点と床面からややまとまった形で土器二偲体分が得られた。

遺物と住居祉の切り合いから縄文中期後葉曽手IJIV期が想定される。本社の時期は、

B.遺物

土器(第65図)

床面から検出された土器2個体は接合の結果器形を復元可能とした。図示した土器がそれであ

1は頭部でややしまる土器でややすかしの入った把るが、小形の土器で一般的なものではない。

その把手部から紐状の隆線がゆるく蛇行垂下し

2は4単位に粘土紐の 2貼付されている。単節縄文がアトランダムに下向回転押捺きれている。

条の隆線が垂下されており、やや腹部でしまる以外直線的に関口している土器で、ある。

手が一対つくものであるが、完全な姿ではない。

1同様器

2点とも底音15を欠いているが、はほ点線状と見てよい。両面に単節縄文を自転垂下させている。

口唇部のっくりを異にしている o， 土器とも全体のモチーフは同様構想、のI'tにあるものであるが、

曽手IJIV其)jを与えておくこととする。所属時期はほぽ中期末葉の時期として、

石器(第66図)

黒耀石製の石核(1 )安山岩製の扇状石器(2 )安山岩裂の打製石斧 (3)安山岩製の磨石

6 )が検出されている。

黒耀石の小石核は石鍛等の素材を剥取したものと思われる。横刃石器は打製石斧と悶様な製作
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( 4 )砂岩製の板状磨石(5、



技術の中で把握されるものであって掻刃部でない平坦な調整をすることが特徴である。刃部は磨

耗が若てしい。同じく打製石斧の刃部も過度の使用により磨耗が著しく特に刃部はトロトロしてい

る。 4の安山岩をmいた磨石は火傷を受けているが研磨痕、打痕の明瞭に残る石器である。上端

に面取りのある全面研磨で方向性の明らかな擦痕がついている。また両端部に著しい打痕があり、

ハンマー・ストーンとしての機能も兼ねていて特に右側辺部は打撃により 111]部が出来ている。砂

岩製の板状磨石は筏遺跡から特に多く検出されるもののひとつで、 6は特に方向性の異なる擦痕

が観察できる。こうした観察により磨石の使用状況のうかがい知れる好資料といえる。

J
品

V/税務
I

一

点

vv

氏、ー
命、¥

4 

第66図 第25号住居封 111士の遺物②
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側第26号住居祉

A.遺構(第67図)

東丘陵鞍

部南東方に

存在する。

砂粒混り黄

褐色ローム

質土層への

砂粒混り黒

褐色から黒

色土の落ち

込みとして

比較的明瞭

に認識さ

れ、残存状

態は良好で、

ある。

木土止は住

居士!l:内部

に、内区と

外区を持つ

ものと認識

B 

A 
B 

第67図 第26号恒三!苦土i上

されるが、外区を含めたプランは径4.9mの円形を呈し、壁高は内区中心部で検出面より約30cm

を測る。本土i上は南方を除くと他の住居お1:群から一定の距離をおいて独立的に存在するが、南三分

のーは第25号住に切られし破壊されている。

径4.9mの規模を有するプランの内部は、西壁の弧をーにして径4.1mの円形プランが東に弧状

の床面を残して掘り込まれ、約10cmの段差が認められる。本土11:全体の床両は残存状態は比較的良

いものの敵き締められた形跡には乏しく、上下の床面に堅織さの上から優劣をつけることは難し

い。東壁沿いに弧状に形成された面には柱穴等の施設は認められず、その延長は第25号住居祉に

破壊された南辺にまで及び半周するものと推定される。

柱穴や炉主tl:.等の施設は全て径4.1mの下のプラン内にが]められる。炉:tt上は六角形状を呈する石

間炉として径4.1mのエリア内でもやや西北に嬬って据えられているが、炉土!lの周囲には径2m

の範囲にのみ限定されてドーナッツ状に厚さ 5cmの焼土の堆積がみられ床面に密着している。

柱穴状の掘り込みが12笛と土墳状の掘り込みが2箇観られるが、柱穴は重複するもの隣接する
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第68図



ものを除くと南北方向を軸として五角形を形成するように配置されたことを窺わせる。この柱穴

の配置は径4.1mのプランに対しては整合性を持つものの、外区を含めた径4.9mのプランに対し

ては、これを意識に置いて設定されたものとは考えにくい。したがってベッド状の外IRは当初か

ら存在したものではなく増築により設けられたものと推定され、その際梁と桁の強度を増すため

に南側と東側に問牲が力IJえられたのではないかと思われる。

構造上、建て替えあるいは増築による住居空間の拡大とも受けとれるが、第68図2の浅鉢が非

常1こ小片で、出土し接合されたものであるが、明らかにし 2の土器あるいは 5、?の土器とは時

間的に異なり、 2つの時期の土器が混在している感がある。このことからすれば、炉祉を持つ小

形住居祉が構築され使用された後に、ほほ同一地点にあたかも拡張住居と見れば見れる状況で次

ぎの時期の住居社が構築されたと考えることもできる。その時期は浅鉢が代表できる惰円形IR画

文で象徴できる勝坂期と!青草文と綾杉文の将利II期ではないかと思われるのである。

第26号住居土!l:は啓示JII期の張り出し、ベッド状遺構の増築と理解することと、 j除坂期と曽科II

其fJの 2回使用と理解することと、大きな住居J:JjーがJj券坂期の住居J:JJ:で、曽利II期に勝坂期の住岩:wこ

を破壊し、ノト形に縮少石囲炉を持つ住居士11:を構築したと理解するか、その三者のいづれかである

ものと見ることができる。

石囲炉の残存状態からすれば、曽利Il期に縮少石IHJ炉構築の理解が最も近いであろうか。こう

した遺物の検出状況と共に、第26号住居祉の理解に興味ある課題が残されていると見ることがで

きるように思う。

遺物は主に覆土層から出土しているがその量は寡少である。第68図1と3が床面直上で検出き

れていて、他は覆土層 1:1]からの検出である。

遺物から見て来)rしい資料である曽手IJII期をもって代表させておくが、勝坂期の資料が混在して

いることは事実であるロ

B.遺物

土器(第68図)

第26号住層吐出土の土器は、 2群に分けて把握できる。第 l群は 2と6の浅鉢形土器であり、

第2群は、 1、3、4、5、?の土器である。第 1群の土器は、勝坂期の土器であり、第 2群は

曽手IJII期の土器である。

2は楕円区画文と沈線文の組み合わせ、三叉文状の陰亥IJ丈を入れる施文帯を口縁部にもつもの

である。小さな破片として出土したものを接合復元したもので、器形はやや盃んでいる。 6は同

心円文と亥IJ目丈とが組み合わきったものでほほ伺-11寺期のものと理解してよい。

1は4把手状の波状口縁と、垂下する三本単位の 4単位隆線が特識であって、綾部で結節部の

唐草丈を付けているロ又、その間にワラビ手状の蛇行隆線を章一下きせ、その間戟に斜行沈線を充

填させている。その斜行沈線は、小蛇隆線をはさんで綾杉状になるよう配慮されており、全体の

モチーフから、曽手IJII期の土器であろう。 3、4も同期の中で理解でき、 5、6は、一対の唐草
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文把予をもっ土器の嗣部破片とみることができる。

石器(第69図)

と花i対岩製の磨石 (2)が検出されている。砂岩製のものは両端部を除い

T
h
i
l
l
 

止

砂岩製のj奈石(1 ) 

研磨痕が確認

幅広の研磨痕

石斧などの砥

音11には 3条確

認でき、磨製

が 4条、左辺

石に使用され

は大きく 7面

てほぽ全屈に

右下辺部には

たものと思わ

の研磨面がみ

できる。特に

れる。全周に

2はられる。

¥
U
Y
L
 

ノ令

火熱を受けた

3ケ磨石で¥

I 所に打痕があ

? 

4 

10cm 
。
回竺=孟E竺豆

7
1
L
A
 

とくにそ

のひとつは著

トーンとして

しい打痕を観

の機能をうか

がわせるもの

である大形模

察できる。ハ

ンマー・ス

、
円リ

火勲三亘ノト
第69図 第26号住居祉出企の遺物②
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(刊第27号住居祉

A遺構(第70図)

!の

東丘陵鞍部の東北方、北の溜

状丘部の東南麓に存在する。砂

岩ブロックのプレート上に造ら

れたため、覆土層が薄く柱穴等

のみの残存である。

北の癌状丘部の基盤を形成す

ると思われる砂岩のブロック

は、東南斜面においてやや堅い 01 

第70図第27号住居おi

部分が小断層により 2-3mの ?九 #ぬ

B 

mυ 
そおも議常‘ Ii 
札ヰケ義すも著 パn

?r千三í!~~" ゐ〆。

幅で斜面に平行して残されんま ~\t;~ γι 送金 /ア 4Ii;~: 品 内
両 写iLJ二鳴門っι二本 ((努も パ

りを持っている。本社は、この 谷岩永;/ r記長¥ヘ、 υ〆ぷ ー /1 
やや高い砂岩ブロックプレート 、均iJjj3 '{認可b id{い UL/5
に北西半を載せて造られてお 第71図 第27号住居祉出土の遺物

83 



り、南東辺で第28号住居士11:と切り合っている。

砂岩に穿たれた柱穴は、やや西北に偏って存在する砂岩プレート上の炉社痕を挟んで強然とし

出入そのプランは 6m x4. 3mの椿円形が?想定される。長軸は磁北より 40度西に振れ、ており、

iコは南東が考えられる。

本土11:の時JJJlは、保かな出土遺物から縄文中期中葉が想定される。

B.遺物

土器(第71図)

その検出土器の1=13で特にまurしいものをもって代表さ検出された土器は極めて少量で川あったが、

せておきたい。第71図lは楕円区画文と平行沈線とを組み合わせ連続施文した土器て、あって、小

形の土器である。外面に残i宰が付着している。 j務坂期の土器としておきたい。

第28号住居社

A.遺構(第721:;{])

四)

東j王佐鞍部の東北方、北の矯状丘部の東南裾に存在すし、本土11.に東接して大きく南北方向に定

hvz 

p
O
ご

h
O
入、h

}
、
¥

P

ぺ、

L
I
O
?
 

，

f
y
υ
1
V
L

一

る断層線が存在する。砂質性の強い黄禍色ニi二層'11に柱穴等の施設を碓認したに止まり残存状態は

!の J
の

B 

第28号住居おL
84 



良好でない。本土!lこは砂岩ブ

ロックが南北に走る断層に

より落ちる肩部付近に存在

するため、覆土層はほとん

ど流出している。砂性の強

い土壇上に造られたため、

j末高iは締まりがなく軟弱で

あるが、検出された径30cm

内外の柱穴の配列を把握す

ると、おおよそ5.5m x4. 8 

mの楕円形プランが得られ

る。想定されるプランは北

辺で第27号住居祉と切り合

うが前後関係は判然としな

い。中央土墳は炉j:J!:.と思わ

れるが焼土痕はない。遺物

は寡少であるが、縄文中期

中葉が想定される。

B.遺物

土器(第7図 1-11) 

主体をなすものは上山田

II期又は焼向類似の土器群

である。 1- 4 ともに口~;i

部破片であるが、眼鏡状突

起を持ち、やや太めのとい裁

竹管で施文を行っている。

6、7、9など亥Ij白文を持つ

ものもあるのが言忍められる。

石器(第72図12、13)

花商岩製の磨石 (12)安

山岩製の凹石 (13)がある。

磨石は自然石の三稜を研磨し

てあり、凹石は両側に 1つ

ずつの凹がある。

戸 ~-I

可暗:玄や ヰミ
守、…

ぬベ弓17f吉良
毛主'D

11 

;へ
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;:::戸 、¥
Yt千1r'f1F1手F、-町、-i

10cm 
、

l 

5 
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3ι 。
12 

第73図 第28号住居社出土の遺物
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2 .土墳杜

(1) 第 I号土墳社

A.遺構(第74国)

東丘陵の南東、 B-22グリッドに構築されている。 70x 30cmの二つの柱穴が合体したような不

整形を呈す。深きは20cm を ì~IJ る Q

B.遺物

土器(第75図l、2) 

!::. [_]J回IIWlあるいは焼町期の土器片が検出されている。 1は三叉状彫去文を主とし刻み目丈は

渦巻文と連続しているものと思われ、 2は眼鏡状貼付文と認められる。

石器(第75図3) 

滑石製の砥石である。両面に著しい研磨痕が残 1)、9面の研隣国を観察することができる。

¥ 
A f./ ~ _s_ 

A 

A B A 

第2号土域社
一一一斗一一-----

(2) 第 2号土墳祉

A.遺構(第74図)

東丘陵中央よりやや南東のy-

B 18・19グリッドに構築されている。

B 

含砂粒黄褐色ローム質土11"に掘ら

れ、 100x 70cmの整った椅円形を

呈し、深さ20cmを測る。

で三7 τ三三三デ B.遺物

土器(第75図4、 5 ) 

第3号土竣土!I.:

A B 

弓三三ナ)

第4号土品負担上

一一→一一一口~

主ο旦
XZご

第74図第 1. 2・3・4号土媛主!I.:

86 

4、5は無文を基調とした土器

で、 4には凸帯がつけられ、割り

出しが行われている。外面、内面

ともに黒色の漆状塗料がみられ、

この土器が中期藤内期の有孔鍔付

土器であることをしめしていて注

目される。

石器(第75図6) 

頁岩製の石匙がI点検出されて

いる。 撞刃部調整を施した検型の

もので短いつまみ部を作出Lてい

る。筏遺跡で、は4例出ことLている。



一位

SFJl 

/ 
Jメぷ...._~千Jじ 主:

/ 

ι江どで lυ也小干ιl、t、 ~7'; ぷ刊Jれ‘ l々"
民1・L:ん去二品庭挙γJ構9電

i

八
ハ
リ
V
ハハハ
V
l

一くこ二二二〉一

..-、。，.，;.ぷ ・同、

ず・2世%祖』【骨._三守九

〆日て 〆."'> '¥ふ
1117:ご:んf
ホリ叫

7 

lOcm 
~・『函函

。
竺竺雪

第75図 第 1・2・3号土機社出土の遺物

第 l号 (1-3) 第2号 (4-6) 第3号(7・8) 

87 







































































































































































































一写 4 ー

:ム4

調 査日報

「筏だより』

1~43 

千曲JII水系古代文化研究所編



トー
4

j令
違
る
い
械
を
路
町
令
/

B下
与
つ
子
引
す
罰
金
炉
t，克
之、
7!
}
ぷ
Jtl
ム
)2
f
fi
6a
手
l'
う

予
え
て
い
桜
拡
言
問

3仁
左
す
み

J
に
(
~
/与
11
委
し
為
。

悲
恋
ヨ
ト
覧
会
内
宮
古
人
リ
セ
え
喰
古
人
、
t!
t
む
や
人
ペ
ピ
協
7
I
1
"

71
i:
.L
(1
8
、
法
持
丹
東
£
授
の
古
手
1
-
1五
円
本
ε
切
It
;J::
-ti1
つ

l
.
.
¥
¥
全
長
、
ま
‘

デ
〉
同
等
、
之
~
.
{
.
存
主
主
{
九

IJ
た
目
笠
弓
仁
及
品

科
?
日
爪
?
命
科
(
7
~
~
l

、I
{)

θ寄
付
、
:
予
付
走
行
判

明
!_
di
待
皐
を
祈
屑
し
之
、
!
日
'
生
?r
..
..
j;
;=
<o

¥
ー
/
、、
一_
-

境
保
向
。
げ
す
ヒ
言
m
~
t
ぜ
え



b
。

並
笠
j
i往
生五
i:
Lf
J

キ仇
仇i台
j
もd附包
引
1川
守

3幻
3
B引
l
ι
η
悲丈

苧~
，2

\\舟
怠(

'/
均θ7戸

b符
F乞
γ
レ



w
 

手
勢
砂
s
持
基
，
/1
場
怠
/
ぎ
Z
二
ジ
ど
"
安
5f!
ρ
持
グ
デ
ふ

止
弓
1

Çi
'.

';
;:
み~
(1
 
(
~
の
行

iJ
:.J
:/;;
; 
l: 
'I
't
 

，矛
d
料
妨
7免
との
よ;
，7
1f
-;
fJ
荒井
フ
'7
之，

~'，
Z? -

~;\
 (?
 

t
u
ゐ
ぷ
助
.J;
:，
$f
:s
t:
 Æ

J.ど
不
法
制

'~'::
'7)
-
釘
均
以

!
 
i!
ii

，
L
 i;
i
i
 
i
 
i
 

|
 
/グ
ち条
〈ぞ
T?;
「
ず
対J
咋
づ
リF釘μ
f
化と
U
フ
F
迭
4ぷ急
と
わ
11
'

0
，メ
4
グ
ふ

cJ;
-'
/f:

Þ~
、折

Jさ
メ
平
年
Æ
ì
，
p
5
1
~
~
の
之
'
:
.
$
歩
κ

-
デ
ヂ
夕
、
逮
グ
!t
íJ
t~
ぎ
の
~
ß

，.，rF
#

;C
~匂
内
/
ご
議
減

L

;
/
/
/
a
¥
/
4
U
 

〆
、

r

1""
"/'
、Y
「

jμグ
;;
;J
j 必
/.')
2)

人
Ci
i、

涼
介
¥
ヂ
ぷ
F
d
M
3

/
 
'¥、
f
 
I
 ¥
 

Ó，
~
ど
ン
包
怒
/
ぜ
よ
そ
タ
ピ

I
 
¥¥ 
l' 
J
 

dJ
~-
iア
'\
"戸

lし
'の
ニデ
〈シ
/ご
d
ミ否

両
ご
5
3
7

2
J
U湖
、
句
集
校
づ
¥

了
L.~
(.1
. 
1
/
-
~
 
<1
;'
f/
f;
J 
1-
=
伊
丹
k

m
h
fぎ
か
め



10
器
の
お
き
も

広
b‘

~
ì
 





。コ



M 船 内 料 法

主 活 m

k ↑ イ ヴ ¥

者 不 才 / /

$，
、む
ま

だ
~
ち
見
z
か
ら
ケ
~

天
士
事
仰
が
の
見
、
、
!

4-
1
t六
b
レ
わ
P
づ

母
、
帰
宅
季
五
争
ぁ
'
)

ま
レ
官
と
ら
様
)
お
1
1
:

(
¥
り
併
殺
切
民

高
〔
孔
乙
乙
小
宮
塚
官
官
〉

!て
錦、
1"
:z
.1
=~
"'.
 

く
/
繍
♂
証
券
。
緑
色
Lt
婦人
ぞ'
t>

民
、
3



fbU
比
四
?
'
ド
ミ

vい
て

~

J

-

/

取

(

二

'
N
〔

¥
H
J
'
t
t
」
十
人
い
(
¥
へ

3JUJ
〆ユ

去の
W
C

ぎ
コ
結
川
市
ω
柱、毛，桝
R

‘
，
仲
士
一
(
内

'XM
料
品
泌
て
，
，
~
A
b
んご

hrZ54柏
崎
村
山
な
ぜ
宏
一
相
J
W
W
/
一
/

や
¥

i
-
斗
i
i
f

…'

。
立
:
ふ
て
〆
誕
二
ぷ
小

434ゆ
JN.3wFケ
/
ゆ
:

品で，
q
i
H
'
d
J
F
F
Wヤ
刷
、

昨
ハ
憎
い
憎
い
一

J
4
‘制高
p
h

札
守
ろ
相
V

二

%ω(ゆ
か
¥

r
Aよい
N

一
ヂ
匂
ト
ミ
尋
問
ダ
J

一
柄
拘
ヤ
ェ
糊
い
ず

J
〆

h

や

γ

気
ヤ
ス
下
町
山
{
持
、
和
一
位
℃

4
u一
4
4

吋
的

p
uヤ
α

。
で
や
手
ニ
ジ
乏
半
、
紛
糾
二
二
や
J

紙
一
総
-

d
J
哨

2
4崎
氏
z
N

一
奇
怪
黙
々

対
越

scw
咲一時竺手町田，
J
v
h
i
矧
弘
制

度戸、明記、〆
rEJ主
主
主
い
一
三
校

戸、

J
J貸
し
い
?
で
忌
議
日
必
ず
認
;'WJJM則

J
一日明華々
日叫耳、主主言。

¥
ぐ
い
が
絞
殺
ゆ
い
ヱ
ケ
ニ

w
m
l

¥
N
l
h
h慌
に
別
立

u~榊

¥
州
場
議
窺
一
一
吋

一一弐
β

位
以
下
、
ヘ
h

fwミ
¥
、
足
て
ιてム〕
込ご

8 



<.
D 

ー
ア
ド
〈
ウ
/
事

1~

fi
..

~ 
v
ー
す
グ
小
川
弘
ま
ム

九
れ
お
長
婚
式
名
品
約
ι
蕗
t
色

1
 
/1
'，
)-
z_
，)
 

!
調
え
中
期
中
空
軍
(
幕
内
エ
司
、
)
~
土
器

平
安
時
ベ

qパ
:tl

t土
~t

i~
路
孝
「

。



JS
、
だ
よ
ij
12
Ft

か
7ぞ
一
一
ぇ
ー
臥
:
定
-t
1t:
1b
ー
泣

く
娩
色
、
例
~
K
ぱ
修
;
嬬
払
あ
げ
同

〕 5

/
 I
 
¥
 

匂区
叫
i陪恒
ハ内
ぷ押
{勾
可協
知針
を袖
私《
弁YJ
I)ワ
}
俳

1ムV
土
兵
益Z

午仇払~
I(卜
三
門
い
ぺ
fはま
;手
μ
-
77
(.
.)
の
せ
引
t_
A芳夫
U
ょ

れ
れ
イ
手
lぃ
挙
dJ
4&
fL
よ
務
汚
L
主
{τ
忍存
q

z~_.
併
設
中
校

j_~
叫
(
手
作
-
ド
:
(ヨ
クり
いノ
よ内

側
)
伝
{
三
和
正
什
(
ニ
の
与
え
五
;
列
¥
め
的
入
ヰ
lj
ヨ;デ
ザ

付
与
を
三
け
fニ
/
料
引
皆
村
ι，
市
リ
;
J
--t
益
伽
ゎ
芳
、

対
-
牧
づ
j
十l
ミタ
ヂ妥
jL
t-
)
μ
(
る(
!;
ナ-
'/
'オ
ー!
ノミ
..
/1
. 

~ 
~ 

i
 
み
せ
:
_
_
L
k
(
'l'，
タ引
f凶ゴ
dめ)
弓引
令
fだ可r1付Jぱぱ
:室
玄古
宣噂
寸
4森与
戸ク
}

7汚守
寸
ζ
4〆
dグ酌、
)

/~
桁任
脅笠
し7れ
)
1れい(
υ{何学
ご
弓

Jマr
司咳
;
 

料
以
伶

t{
?長

(1
、~
I
 
tる
公
A
;
均
1¥
lf
)
1;
lt i
t.
(
二
私

書
f
ち
つ
き
作
r牛
??
11
'
ケ
1
う
い

η



一w-111!J

L¥ili--/吋vyd一川

ryv
一

/簿一川、ぶど

、Ili--//一件一1竜一

17J41ell-77//三二 『

XT1-hv一一一「JJJH

引一心ju一

一Vいい同い「千いjdJ…一「ぃμ

一一一へい
¥ρ

一£4u一

一氏、jjjιi，パづJf/山一一一計……

¥[つ/j/ナ//〆二一一一三七一

片めMW新彦三
//ry/(¥¥

託子一 ¥い

¥JlTJlA/に一//jlJiハ一科会一 、tillJf:…コテ/Jf;!¥¥¥Fifrt一

1n??¥/一/〆〆/ルjffi1¥¥¥似 一/tiJド一

¥ILl-~1744川村長会Jf/ノλ

イ///号並立一

、、~ililit--jJ十jfJ/ア/'///J広い一

ii///

ノ

ci"

¥¥べ~¥い¥ト一一以外一一戸//松gu一

¥¥im
一///グJf/

等、Q

~判一JJAツ//〆守ァ同窓

/ 

F
吋
F
叶

グパ
Tilt

lil-hill--i!¥
、

似

yMit うう
かヘム

/
 

ノ
マ
可
で
三
て
で

ふ
'
/
d
J♂ヲ
fc;::Jl

〆:.__"
_____ l' 
_r_ 

/
.
~
"
 
_.._..;-:-....... 〆

〆

\._，~，/~ 
d
{
な
，
で
'1，./

I
 

r:""A. 
1
[
:
"
_
'
。ム-..-

勢多



ト4 t-.コ

ス寺
山
'/
r加
問
fふ三

句会
主;
ヰヨ
I
::-
た君
!?
1討
。

ト
後

t~
Or

fi
て
ザ

L1
 I
 f'
/ 
"2
--

cP
f九
tv
or
レザ
:tJ.
却
に
的
向
。
特
1)

ボ
ii
や
工
芳
野
~

~i
乙

縄
文
時
代
の
時
期
区
分

~~ 
I
 

jニ
'-

i~
式
土
(
.
;
円
形
懸
ゴzE
ft
i
 
お
F，
iの
あ
ら
ま
し
遺{，
iJQ
l判，.
J
 IJの
整
8bt
 1地4 
t生晶
怒陀

長
f
I
蹄
f

R
 目目P
M
I立Mr
会i
汁古
..
μ
)
 
制iJ石F
i
 

点川J同
E
 

v
U
E
c
f
U
3
3
 

J甲
，
f
，
1
 '!; 
I
 1
1
ft 
Il
 ~

I 
)
 ¥i
l)
 
I
 
I
 

~ 
11:
11 
'-j 

尖民
:
 
t{ 
!t ;
 

茅
山

m
 
t
 z
 

…
11

11
1~

JJ
札

J
前
1問3機↓↓
J系(
1
 
;
 1
 

の
ー
醐
¥
1
困

問
!if
自

路
地

li 

立
⑤
1
-
E

関
↓

Uセi〉i
 

桝
V

む-
:.
iE
/
11
1 

了
1
宵
|

M
u
s
1
k
a
h
 

化E
 

ii
 T
76
色
t
i
 

リ
ぜ
て
1
?
7
5
1
2

E耳
¥
-
'
-
'
(
石
i
 

il<
n
l
~
L
!
I
I
'
w
'
_
"
 

づ
f
法
八
手
ん
叫
す
ダ
エ
嘉

手
が
毎
供
与
~
~

仰

(
 
(
中
物
件
千
〕

時
@
場
ご
実
f定
手
ヒ
才
ア
百
戸
免

\~\
ぷ

I
v
，1-
. 
，
/
 ('
7 
~ 
f
 

l
 (ム
i件
I?

.2.
 
Q
Aヤゴ
1$(
厚)
戸若
{-
-;
:-
'( 
<
1
ヱ
ペ
F
t

四
月

θ
符
議

~J
~
の
性
格

1'1
二
件

J
-
勺
写
Z
名(
.7
)
I制
fぞ
e
，
.
 

(;
;3
cZ
L4
ドゴ
議
f;i
←

①
つ
号
イ
主

tE
fE

)
と
対
岳
会

riJ
，~
t.l
λ
 

T
下
-
-
.::ι
九
タ
ム



ト
4

乙心

。
引
け
い
ふ
の
ふ
争

I~
{i
釘
け
れ
刻
々
f主括

払
川
、
人
L3
怜
枠
乏
し
い
1
1
 ('・
Ij
主力、
R

家借
'1
，
t急
ク
Zq
t?
7t
z
も
う
之
~'

f
汗1
狩

t~
ぺ

1t
え
は
が
1'f
7
Z"
 
d
可。
εj
吃
ぷ
yi
')
巧

4

ヮ
砿
l子
¥
1
:
:
:
寺
竹
村
内
1I
;I
t
[
 '>. 
i
仁
科
令
位
J

¥-:
:-白
{@j
v-
u
 作
忌

trt
~.
fo
ラ
之
〉々
全
Lz

ト
戸
、
し
れ
ま
?
。
ニ
J}

~\t
持i
'
]~

5
ゲf

乞
す
a
ご寸
/
ト
ヰ
/
私
1
[
午
今
q
 ~7)

ぺ..
.--
?
 t'
 

~ 
;: 
'( 
2.
¥¥
友ヰ
'1

t~1
 t
 
-') 
，1
 
¥
ド
巧
ξ
!
e
:4'
:1 
d
 I
 
;ク

と
ち
初
i
ir

ι}
7V

--\
W村

~I-
;;
時
進
持

f-r
イぞ
く

モ
今
村
句
f
"j
ピ
ヴ
イ
長
沢
す
ib
1'
("
"，
( 
:c
'i
μ
(
t
 

{予
z
い
Tニ
い
1

z
ふ
ハ
ヤ
行
八
%
狗

~rれ
の
す
乍

z子:
}Í
安

(_\t
Y)
 

与る
J線
(
れ
お
れ
が
"，J
!)
-?
fl
内
)
)
凡

ん
内
'
)

I~ 
11
笠
叶
づ
称
や
和
/ρ;/
1'
1J
 

J
 
心斗
川℃
悦牧
例
μ
存針
支れι
5ルυ>vp
¥(
心ωωシ川川
β州(
-、
¥、
川
マふ ふ

/予
ャヘ
7
L
川
什
η



ト
4 *'" 

1千
庁
乏
の
矧
多
昨
に
、
然
減
て
グ
考
)
'
¥
認
し
べ

け
い
¥
，q
 
{J"
'] 

1/-
久子
\々
に
1r

~
品
、

1ド
い
ん
句

人
件
手
、
問
中
1等
し
'V
a
機
付
iね
て
焼
却
六
十
¥
訪

れ
ベ
ド
辺
時
¥
)
機
械
t
広
-
ぅ
私
人
前
の
iZ
与

勾
布
h'
(
./

~手
)戸

〆
7ド
ょ
う
じ
寸

e
殺
す
ふ
絹
五
七

被
1
i
訟
の
与
て
時
代
づ
ぞ
μ
。
て
寸
が
か
)
"
)1 
)符
今

写
山
ヤ
}
f
'
U
1
1l
J
水魚
/向
干し
M
設
の
旬
d
x
b
b
内

ψ
均失
η
、
創
か
も
fわ
料
ぞ
ド
¥
.
，
¥'
i除
、
1
什

O

"
，
1
よ
¥
，
¥
よ
洋
思
略
行
岩
崎
乏
し
て
魚
、
伝
説

j務
も
が
仁
川
門
下
/
内々
V
て
ペ
リ
勾
¥
期
的

;
そ
ぺ
れ
η
制空
し
い
ず
汁
1
<
'--1
い
れ
門
♂
!

1/J
、

1.
 

平
和
場

zx 

可 剛 山 山
A U
繭

品 品

~.
 
!縄
文好
fv

て宇
多
RF
繰
り

-f
-務
〈す
。

!後
íP

1 不
d)~

IO
t

匂
橋
治
不
め
、
iT

山

手続
m
梯‘
l吋
羽
¥

特
l体
外

管
と
齢
制

3
・
引
射
殺
の
戸
線
か
で
す
。
こ
れ
略
与
え
の
む
l乞
イ
引
制
レ

的
の
て
可
。
昇
級
#\

1長
引
~
\
ド
恥
\
ウ
狩
猟
材
料
好

7
て
¥
1ド
九
州
、
鋭
、
り
い
竹

1



ト
4

C
J
l
 

現
存
す
の
影
縁
故
界
く
じ
ヴ
、
1
て奇
w
信
L
字
守
@

t2
~ち

i主
島
主
広
〉

不
信
ffi
:U
(.
.
'
(
手
絡
門
~
/
孟
ィ
ì1

1Z
f
的
内
略
兵
~P
(て
ど
す
求
\
~

体貌
，i
1'
H
¥
 3¥
"1
手
1
。
弟
稜
ポ
f
L
狩
つ
惇
態
句
L
バ
ー
純
手
B守

J而
寸
矧
の
骨
神
級
\
~

1).
.j
も
し
付
。
ユ
内
~
'c 
1J
¥.
う
j
停
活
必
わ

す
矧
勧
~
，
~
f
Þ
あ
向
、
あ
3
7
~
程

r州
針
。
岸
仰
目h

例蓄
銅時
多
v

1リ)
.移

9吹之
虫穿?
μ
\
)川

g埼官W
戸
姥1記t
\'

/予
吋
~
'
o
降
、

1付
。

く去
を
E住
居
お
に
竹

多重
L梯
叫
、
進
弗
4
惇露
予J
}:
'u
i'
i
*'

H~
~与

':1
.'
i}
 i
J
}
先
山
7L

け
れ
。
'
i
~t
'
い
盾

'1玖
じ
っ
，

'/
r必
パ'
'(
加な
、，

tv
賂
\
/字
句。

1.
毛
色
川
ノ
t.
pt
lう
あ
る
')t
f
移
択
が
J
f
牟
包
入
1ll
ペ
て
い
f
い
と
b.
i

K
，
'
持
筑
Y
色
う
手
話
仇
つ
¥
-
;
.
ヴ
を
¥
.
¥
開
(
rJ
い
し
柑
)
が
/
般
的
て

れ
の
哨
し
、
秀
多
偽
ド
l訊
.
'(
{J
)@
滅
私
症
が
い
れ
い

し
か
む
い
w
婦
が
、
タ
寺
前
?
島
iτ
車
場
m
称
ド
ヲ
伊
丹
弥
-
E
-
-

緩
、

iて
"
否
ご
~
.

以.
.E
.
111
4
't.
年
T!G
す
ル
歩
主
傍
引
等
斥
j
;
t
:
:f
判
母
持

t
f
η
~
1
ヰ
キF
ら
色
も
勺
て
い
私
的

-C
r訊
(
J
-
、
\
か
、
ず
ち
し
ら
t
l
-
へ
守
可
。

総
1\

"む
し
ち

~t
n; 
li-
-C
l
'1 
f札
、
刊
か
怜
ハ
率
格
イ
j
t
，
"
f
f

ほ春
、鮮
の

A.
替え
背

0
 

2と
も
も
毒
手
L

可
能
件
七
点
'1
守
立
。

)易
'l
f-
}る
¢

ォr
~存

lラ
øf

l(
鶏
判

bあ
や
|
持
ヲ
炉
1
.
¥
.
，
1
.
い
の
ず
、
/
ラ
魚
、
，
fll
詳
始

併
時
多
色
叱
穆
ι1
，)
['
、ィ
d'
!
1)
1l
ょう
。

〔
ヱ
ユ
ー
ス
]
ー
→
-
-
"
7
~
ー
っ
一
一
フ
ー
ゥ
ー
ブ
ー
マ

キ
ロ
¥
1
-
元
務
じ
る
オ
い
，
~
示
二
小
ヲ
乙
区
制
、
計
む
ら
れ
念
可
，



ト
4
o
'
l
 

iィ
げ
¥

ゲ
匂

昨
司
の
樹
委

L
余~

~宇
iク
ヴ
，
11

l
 
主務

d手
れま
為

牧
多
折
、
わ
が
す
る
純
夫
咋
y
¥
守
判
例
"
I
J
.
(
J
.
_
、
制
i

の
ιi
み
れ
九
千
十
釘
f
1
V
r=-
~
離
も
す
&
行

'-1
キ
!
な
、
切

る
呑
紗

k
し，
~
ff
;身
寄ど
Yd-
{if
_
い
け
場
診
が
体
<i'
--
1: 
-k
t-'
t.
、
t1
t

}
;
¥
)
わ
門
法
J
凶
作
時
円
五
、
1
教
唆
{j
内
局
内
才
p/
カ
わ
-
(
'

:
1
1
'
-
(
.
券
不
?
制
不
例
代
者
向
常
~J

iS
y
/
t1
帰
れ
て
係
改
¥
者

1) 
1
.
-
/
ト
ガ
い
く
寺
竹
川
片
品
、
も
う
叶
持

~I
I(
/
)
切
手
色

料
?
竹
野

t~
各
行
"
，
\
私
ハ
イ
昨

fト
1舟
\
~
約
折
小
学

'.
p

~
 

ζぞ
き
性

~.
rJ

.ニ

/
も
平
時
キ
イ
'
移
浮
¢
い
む
が
舟
"
'
0
ウ
行
¥
総
前
も
銭
し

ぺぃ
μ
事
務
そ
守
ザ
て
‘
ず
い
p
宅再
多
κ
1')

;g
ßf
~~
総

炉
芸
+n
犬
、
ぺ
い
を
キ
{
字
。
'
i
-
o
'
1
f塚
市~
，べ
.所
長務
，(
1\
1"
求
P

M
削

l来
れ
れ
~

~"
i，
，
~
、
/
取
れ
同

時
イ
恥
守
私
事
事
1長
。て
t

ì'穆
I~
ff
 'l
、
い
?
婦
が
月
l
W
}

稀
ザ
多
が
略
的
和
も
縮
、
1(
，，
\~
恥\
'9
~~
\川
上!
学

し
字
。

3
析
し
ゅ
挙
制
約
τ
意
識
一

為
等
イ
ザ
安
静
考
ケ
〈
の
移
芦
手
五
4
)
i~

担0
\ラ
恥
判
呉
ム
計

7ネ
;。

ニ
fJ
'v
受.7
if7
U'1
1..
、
1T
子
し
企
ゲ
ご
対
純
子
氏
陣
多
t-;
.，
J:
、)
修
fo.
r!-
て
M

今
肉
料
等
L
私
的
制
持
続
時
吋
ゅ
浮
か
線
哉
、

乏小
t
手
当
パ
"
苓
吃
ん
o
i存
味
付
事

iラ
イぅ
ヴ:
;)
レ、
}-
~
i1-
;符
K

刑
事
¥
¥
守
合
e
体
4れ
が
い
れ
接
持
、
術
史
宗
明
者
代
守
的
併
、

の
い

f}
めて

\す
フ\

判
ι
刊
号
有
問
什
走
馬
~
~
望
f
恥
い
析
。

ド
ユ
ー
ス
ザ
1
ス
71

ギ¥
-1
l
l
}
憐
鋒
ゑ
が
や
)
付
。
点
字
て
手
'1
争
、
の
め
が

で
空
れ
受
-
;
'
"
却
す
め
て
い
お
!
く
材
吾
、
1
紙
L
付・



ト
...
. 

『
、
3

71
-;:1
.
/
0
0
(
}
)
 f
.
'
争
議
ヮ
た
て
3
Z
、、

:
戎
立
除
字
。
と
き
〉
ド
i

11¥
惨
域
内
セ
ニ
セ
。
尤
法
の

4
会
え
主
1
;
，
ヌ
こ
土
手
で
す
e

:，.
/f 

主
イ
イ
k

番
号
丘
?b
tL
Jt
Z
，

容
に
が
ヒ
11
う
う
f
O)

、
応
;p

1;
ア
サ
ル
郎
、
Z土
Jf
'
L
O
 

4会
/1
匁
存
戸
沼
作
ム

1
く
手
γ
if

.~
ん

、
常
酬
の
与
1f]
象
。
苦
汁
全

会向
主員

事
t
μ
ん
1弘
事
'
¥
-=J
-1"
 
0
 

去三
回普
段メ
二の
~-
:地

a
f.:
'.
へ
h
吃
SL
古学
¥"
eJ
.
I~

 ¥
 
Il
封
切
守
tf
C

1ハ
。
~
γ
L
~
"
'(
会.
..
，
'1
 
¥
 ¥
宮
《
ヤ
C主

位
勾
1"
柔
3A
ij
L2
γ

パ 1 4 4 九

九 ι i，

b M M F 京

弘 志 ポ

和 慌 ' M V れ

か 0 4 h曽

川 v J A d わ

桝 ω か い v

f t 4 s針 作 代
《

/ h
机
む
太 都 城
締
官 路 一
通

ト
極
的
土
議
主
人
品
授
広

幻
コ
ム
霧
中
ピ
か
。

忠
弘
主
良
久
町
{
与
it
o
治
宝
炉
}
も
い

吟
<tr.
三
η
京、
f!
;
J t
1 ヰ
で
司
令

h

m
，
ホ
'JlJ
_
 ，
"
阜
、
、
』
よ
く
t ヂ13
合
¥
舟
11
け
お
4悲

し
席
引
土
賠
il
.J;
!t?
i
~
 

1 議
場
変
議
?
真
lγ
札
γJ
A
d
 

拡
/
し
の
治
、
1¥
1裏、
1
す
の
む
よ
英
之

十 7
縦
約
同
j
L
1
d
l
1
円
京
I
体

ラ
ど
ん
。

広
丹 7

5
蕗
セ
弘
司
斡
関
久
(
与
え
@

¥
.
C ぜ

ニ
二
日
時
Il
'-
"
，
雲
間
査
f:2
家
δ
む
と
え

J
J
V 制
え
た
忌
;
思
J
U九





ト
-
'
<.
.0
 

(θ
ぬ
ジ
'
停
芳
和
三
ヒ
マ
子
。
i_.2
u
'-
A

宮前
乏r
tJ
守三
主え
と

t
工
会
予
え
ι'
J
L
i{
S 

「
弘
忙
し
2
2
j
ι
τ
二。

(;)
二必ず
。
i
今
柄
、
、
手
投
〉

者
引
先
工
場

e
β
之

M

ηl
) 

し
(ψ
称
阜~
4〆
〆
/
砂
初
?
残
弘
今
エ
♂S
手
巧
ιt

Q
 宗
長お
釘お
jjよiよ')
匂
彰駒
炉
z苧fぢM協
4必五
諺
F
←
士
埼
怒
忌
吟
ル
弘
かυ「!〉〉〉
〉¥¥ .
 

/
 
〆

しLl
l々f々予

」乍l三芸笠
'1_

cレ
伶
存

dゾ
μJ会

譜営
わt鶏薪
誇詩r
を
刊

~/
~l付ヂ

杓行
二す
う
o

~
~
α
す
ふ
れ
そ
っ

tず
れ

芝ィ
ι
α
~
4
3
1コ

f1
-
~ 

.:~
 .
1盈
峰。
話

1

達
同

10
む
品
、
宇

~q(
乙ワ

Lt'
1
-
噌

会
鏡
北
川
君
主
pzj
乏
:
ト
一

時
蜘
識
の
し
{

械
か
そ
警
の
デ

てら
L
者片
'"
o
_.-¥ 
d-

ず
e
3"
r:"
(y
る
め
の
(

弘
3ら
や
7
依す〈

な
方
修
れ
と
除
I[
モ:

引
十
声
倒
竺

iz
~l
手
ψ
j
t
r
~

.... 戸
、
‘

Q戸
場
建
以
ば
饗
ど
み

~o
伊
サ

のに
4
c11:
 
-f-;;タ
i)

_，
 
毘
λi
z
?
?三
一

。
事
九
ぜ
J
d
わ

ν
;
ω
o
~
差
し
り
【
有
;b

M
d
1
J
切
ヲ
ζ
ケ
今
ワ
目
安
川
q
つ
旬
、
ヲ
技

ィ
仰
タ
ヲ
7p
(
2
.
.
刊
の
ち
1
4炉
問

、
つ
ラ
O

(~
l
十
一
一
一
一
一
，
_
 4
.
 

1J1
学
;l:，
q
ヂ
ι
も
ミ
ト
;;
:{
.?
u'
， づ'-
''2
.，_
b
攻
、
ダ
ヴ
ー
グ
/
乙
D

ニや
弘
勺

~
I
ー
コ

11 イ
τ三
る
い
3

、

ziZ
妥守
二
ZLζ
込
者
と
定
:.i l
r，
人
3 動
塗
盟
主
主
ユ



戸前
っ1
(O
_)
/
7
?
Y，
 7'，
ム
ゆ
腕
。

何
時
(J
JL
@
?
;
t
，
額
卸
て
「
φλ
。

は
(C.
'
)
 

し
は
い
よ
勺
M

V
 

_
 
z_
tl
向
仏
相
韓
民
一

1
~ o
 

M
ミ
~'
_p

.;
墓ゎ

貯蓄
ワ~

\tJ
 
D
梯
震
毛
色
50

¥
巧
世

%
勝
北
め
山
t
I
 t.
レ
枕
み
(
す
う
J
;
<.
-(
1)
'
以
牛

ーさ
三℃
CLy
れ
1
I
(
ア
わ
れ
土
。

I

~
 
1
1
f
c
ミ
宇
?
寸
扮
る
f?
-t
京

処
;
平
安
町
付
金
b
土
工
対
と
w号
訴

ぷ
サ
ユ
平
努
「 ，WT
告

(?-.
ι
ベ
j;
(/

Z存
9~

竺
ネ
と
も
告
ぐ
ぐ
れ
/
い
一
舎
ヂ
{
2
_
-1
[;
初ょ
う

工
す
山
ろ
〈
れ
は
こ
り
レ
判
的
ι
戸
。

凶
(
号
id
じ
ty
r
を
此
寸
W
フ
之
L.i
b
 Cろ
ザ
ご
め
tf

e
よし
ちu
_
A持
山
下
nす
判
こ
k
W
l
イ
州
議



t、コ ト」

宮球
く
fA

1ーを
PT
象労
iC
3i
j
予、
いす
え撃
を
jJ!
わ
寄
食
}
〈
ザ
ミ
リ
う

弘
久
今
札
?
す
α
之
t¥
 

凶
話

r
ゆ

ム
U

ょ
う
ま
ト
も

-_ 
d¥ 
/(
)話
pf
iF
員
秘
件
喝
5
4
1
村
v
M
L
 

学ヲ
i!
.

-i
~\
ム

ま
J

、~
'\
}-
ヲI
Jf
tiν

さて
語場

ぃ
1c
し
寺
本

(さ
持
し
ら
制
令
総
会
間
ペ
て
¥
♂
T
if
5'
 
ヴノ
に，

立劇
~/
e
 ii
う

1
議
院

E炉
格じ

まど
~~

~立
h
M
4
6
毎
時

Ij牛
ぬ
い
京
ぢ
¥
¥
い
わ
_
1
 

~':tJ
> 
望
t.

~(..
t:1

 
)?を
i
作守
護!

定
い
tE
71
r{
じと
同
時
l
こ
r
h
r
?弘
正
jt
? 

て
pdi
告ら
、
と
う
え
か
ら
れ
引
喜
わ
え
崎
犠
j
ニモノ

手
f
i主
主
弘
之
¥
'
~ 
J'
み

』
恥
A
'

ζ
q
心
議
良
町
J

は
q
さっ

て~
;;

語、
\:
m
て
ん
じ
千
立
¥
，
 

f' 

守
利
子

e，
L
、
L
制
℃
民
J
電
桝
静
d
主
的
可
!
¥_、

ム
ザ
乏
い
fd
z
‘
ぎ
に
れ
が
ど
‘
JF
T
，

れ
‘
多
54
;よ，
JJ
え
宮
市
.
ノ
旬
、

it
K~'

l
時
州
内
科
ふ
-
ぜ

~
X
it
と.
'

い
管
'1
I長
時
ぷ
じ
み
Jj

係
、
持
新
体
恥
ジ

¥受
/乏
文
:J;.，
'p
.
、事

1)
I...

.~ 
'
q
すし
t::
右
手
q
t
 
¥
 1，
ぜ
科
婦
バ
安

説
慣
例
代
3
レd
u

島
千
十
件
寄
ず
ら
採
i蕗
i
z
S位

わ
る
こ
々

f~.
rJ
-"
;(
 p
 
~.

~@
 
引
し
む
体
科
学
長
院
議
長
?

/
同
持
講
話

ζf
議院

議L
t~

例経
'i}
党気
二口
与:

ι
守
が
長
持
:
鶴
恥
神
事

r鴇
都
鋼
革
審

t
む

も
齢
す
受
益
議
か
ふ
パ
?
、
;
を
ぬ
:
よ
Z
4
3
ぷ
み
も
容
と
い
£
す
セ
ゴ
総

b
う
や
ぶ
う
{
ど
3い
れ
炉
、
(
1
¥ぜ
t
k
吋
、
ぎ
否
、

?
?
で
ご
コ
:
-
-
J
.
:
一
色
九
一ヘ

総
持
ff
併
せ
い
も
料
(
h
l
iれ

哲
L!?
i
 z
 if
d 
h
 a
 3
 
k
 
是れ
{.. 川
二

処
£
す加
恥F怜
世
打
町
υ川斗
〈じ
こニ
吃引
i
こパ
Lけ号
吋誌
志
&
 

μ
h
t私
削
除
、
紛
府
対
意
予
約
制
体

芯
;
)
7
t
t
-
，
兵
馬
評
私
設
と
¥
え
;
京
軍
い
政
;
ち
tt
i語、
j

ャ
お
む
と
わ
謀
れ
は
汁
l
.
l:
;
~
孝
義
ふ
れ

y
f
Fモ
ャ
げ
、
、

':~l
 )
ふ

~t
i(

(
<
色
村
仏

~
:
(
(
ム
}
〈
拐
事
ゎ
闘
能
組
制
材
料
ヰ

(t
eu
j 
浅
ま
ま
昔
、
審
1甘
さ
ん
仇
1主
導、
よし
μ
pえ
か

り
〆

{
 l.
議譲

宅ト
;ぞ

よ\
<，

>~
，\

め込
れわ
F
M
J
F
T



11
崎支
JL
蒋:
添え
長.
'な
ぜ
Jが
似
て
f
紙:
く
j
j
f
F毛主
oJ
ゅ
¢
:

?
作
品
続
日
経
，
fk
ji
Jf
Ji
次
vt
vd
p
ん
ば
れ

;
ず
決
。
!
縄
各
~
J-
千
J
将
棋
F
H
s
見番
Jf
j
t音
響へ

凶
iを
対
付
パ
14J
〈
新
設
、
認
識
て
い
あ
伴
4b
j
教て
i

r' 
.'04
1 
." 

去、
iト
ペ
ー
い
}
仇
A
1
4
ザ
仇
ゆ
d
o
\
~
γ

必執
筆.
<'
民主
Lμ
雪
文
字
立
j

-~
/.
-百
戸

〆
¥
ー
f
.

ー
t、
タ
ー
γ

/̂ 
l/ 

/
h
J
Y
U

ザ
γ
1
-
t
(
p
i
 

、iと
~~

-~
ì

j
ペ、
iJ
it
JY
jj
fl
¥
う
六
i

r
ミ
/
(
)
斗
j
/乙
札
//
j;
td
l

1
/
 

-
~
'
-
/
~
ー
へ
:
.
~
/
/
桝
駒
!

¥!.
k.i
:' 
tス
I'
!

A引
先
?
仁

戸.
lL

j
ぺ
"
"
.
ら
も
，
-
/

"'~""
"Vペ
ハ

シ
--
，r
-‘
イ
州
、
i-
J~
〈L
Y

私
F

‘_
..
，，
_む

喝
、
〉
九
、
.r.

"'
" 
":
i.
..
..
し

必
~
、
!
.
:
'
;
;
日
ひ
乙
、
マ
~
'
C
 
一
一
一
一
ア
?

制ぷ
一一
一一
一日
一叩
一戸
、吋
円一
てユ
ァ
一一
一一
一~
ーフ

ど
~
て
ー
~
ピ

-
l_
-"
""
 

ー
'
 
一
九

ぱ
私
j
¥
久
3Y
!
撃
さ
ら
材
。
戸
;
匂
ぺ

議
日
付
と
熔

.
;
'
 

〈心
〕
f
;
i
f
d

'¥
_"
_，
，.
"イ
〆
lL
;Y
C
プ

ii 
ij

ト
d
 

ぷ
キ
ど
め
で
-
-
マ
r
r
r
z
z
t
コ:
=:
::
=-
--
，-
:-
:-
、

:遜
jゑ
:
詰
以
半
23
j
却
制
緩
和
制
喜
一
ff
，K
7

52L
玄
拠
鎖
蕗
は
す
し
む
!
こ
料
J綜
協
議
lb
k

及注
穐暴

?れ
てJ誌
茨峨

仲"Q
.恥~し

しい/
川J~い

い0
d》d完
笈:
牝汁

Jも《
恥d正ρ向-
(い)
w胤

'1

を抗
坊毛
毛
tγγγ哲ザγ1)
¥J
i
ヤ¥J
i護妥
咋
1
も誠
縄安
仇
A3和
f
忌鋲;
屯V
f
ω
Fペ斗Fj!
ヒ乙
J六沿k
.刻
箆斜
昨ih与さ〆
よシh44i
山去
汽片
てでC
ルρ必、為 ゐ

る
お
る
弱
ふ
え
jfZ
け
:(
jj
ZQ

ji
茶
話
ど
謝
李
主
行
い
li
Z3
少
M
3
必要
1:
梼
iご
;
t

kl
吟
ィ
ム
し
が
っ
そ
持
活
私
?
な
で
事
務
;
ド
よ
tj
:

与〆
r
えl'
'z:.， 

，~r
) U
バ
何
訴

N
 
E、コ

/::
.-;
綜
(3
:

¥
エ
ァ

骨
-

J/
ず、
CY
i家

iき
持
軍

、
私
!
弘
司
義
母
棋

氏
}}
)宗
寺五

む
ィ
心
。
{
て
め
が 、l I J
1 、

b
4
ヒし

〆 問 料
j u l a 、

七切
宥れ
る
が{
は詰
三建
漆254
奇符
す志
忌，
jbつ
ア
小
¥
¥
川1汁げ
i仁i'
[てUと~
を机
iいい川ιι斗
.j問j仔3旬
Yぢ
法
A斗込抄
?ト
込
tよ宇
ぜむυ仏4ぷι
《1、ノ
刈 p
 

持
3れ付札
てむ
れj
lA
説忘
諒説
兵馬
j安
む iほ
5
 

J
ベて

1
然、
j
しも

F
.
.
 
¥1
、
思
3

d，-
)¥t
t.
.-
)/
.、
千
iへ

てし
・
31
1
苓
し
74
0
対
内
係
争
終
;
て
が
Jへ
添付
L
な
と
い

?ふ
おり
す
)L
J
λ
f
i
¥
言
22
i
久
を
お
J
とと
t号
制
改
え

誠意
i

~-
f~

，'，r~
、1

(l
村
山
之

υ
ごち

らか
Z
も
乙
23

ん
!
?

r
 
j{
く
み
h
む
、
べ
‘
す
十
r
_
'
"ず
叫

~J
f
 

川
町
、
丸
一
円
「

所
詮
グ
7T
〈f
J
J
を
i喜
子山
へ
.i!
rい
J
F
U
Vフ

もっ
之

三
氏
峰
三

L1
1A
と捻
J/
){

~:1
 Q
 
0
私
。
均
単
数
日
ii
if
J1

3
i
h準
設
や
む
κ
者
向
与
え
ぷ
tヰ
iL
13
4/
じ
れ
い
以
と
洛

:ρ
訴
1~

，1::
和

lパ
f

p
b
K
3
1

モ~
..
\¥
き
ぢ
ら
-
止
ら



。
，._ぅ~

、i
f

h
a

、
r

v

、

苧旬、、、，.，.、

-
z

‘

M
 6
[
 
/

苫て一
f

川
一
掛
U

時
ン
斗

、，

い4

、

九、，

二
間
三
¥
一
々
、
わ
ゆ

年
、r

j 
』〆

f
3
r
J↑
 

4

「
‘
斗、、

川
小
、
一
川
一
九
¥
話
小
、
一
認
¥
ロ
¥

e

、、〕‘、
h

h

i

二
、
、
句
、
、
峰
、
、

c 

A

宇、
、
I4sa

蜘

ι子~ン苧寸

f

¥

/

J

、
rs
‘. 

、
『二L

J' 

i

s

f

N

V

 

¥JhH

、
二

Ka
て

戸
、
い
九
一
〉
戸
、
・
〆
一

1

1

3

P

白

句

、

2
砕

い

『

i
J
l
べ

i
J
、

~ν

持
¥
i
F
L

土
↑
‘
〈
」

lli¥J 
'-'-ー、

、

れ

よ

L

¥，._I 

E
-
~
~
J
U乳、

P

代目

h
出
入

」，，、

/

れ

泊

、

A

'-C)';¥ 

，J
、江

/
七
九
日
1

.

1

・W

へA
U
-
-、い一

心
吋
い
ん

y
h
i

一一一ユ
J
T

，
M

向、

f
t

'，j 

ル

叫

代

l

f

¥

〆
ヘ
U

百
一
川
汁
士
、
‘
い

ャ

1
1
‘、。
r
i

何割、、一

J
J
U
¥
制下い一丸一一¥ト一弘、
~
h
k
r
h
Y

A
H
-
s

，
ぬ
い
J

え

内

、

ベ

V
A
印
私
ト
ー

『

i

r

j

¥

j

j

i

-

-

4

、
一
、
¥
4
一ミ

じ
い
九
五
ト
校
、
h

V

J

叫、

34pm下
、，

必清川一一一
v

吋
ぇ
ω下
部

斗一コ

f
%
以
M
A
-
-
¥
h
v
fノ
J

U

V

¥

〈

-
々
々

h

L

A

{

、‘，.
4

p

t

h

、
、

、
¥
¥
ト
ベ
、
r

f

~

/
丸
、
W
九一郎一九つ一

-k

.

「

，

I

1

-

m

J
、ぐ
v

一
号
、
以

、

円

、

、

-

iや

¥」

i
M
U
K

一九
i
1

明

L14
吋
一
れ
も
J

や
ミ

J
f
‘
:

山
r
J
¥
つ
打
、

¥

¥

A

d

 

(

J

べ
「

一J

~-h ';¥ケ

t治、~~fj

) \~許i、

¥'J 

人
、
f
j
 

¥

J

i

白

¥

{

;

 

」

L
i
-
一r八

B
J
S
J
 ー
い
こ
い
い
{
ぺ
れ
一
明
九
一
料
、
γ

ー
一
い
y
v
k

ム
，
・
、
k

l

¥

十「
¥ C" 

nu 
V
人一

t

打、

JW(
判
や
斗

に
f
B
/

ふ
¥
可
日
川
y
J

hH¥iJfγ
一

ム

》

改

定

心

¥

6

4

J

、
/
、

l
m
j
M
1
J

入
弘
、
〉
、
¥
二
/
一
プ
ペ
リ
o
r
b

i

戸ハパ九、-ン
~
h
d
f
i
一三"ポ
r
/
¥
1
1
N

ーで
L

¥

¥

っ

て

L
一四

札
k
、、

i
、

ゐ

1
-
P
T
し

、

-

ー
，

i
J
wヘ
{
ご

J

E

¥与
「

k
・

1
k

l

一
d

ニしト
rに

IX

j

つ
j
J
J
u
y

i

、一、¥、
Lパ
p
f

町
、
一
戸
、
/
¥
戸
、
人
口
二
ノ
中
r
J
J
j
vハ
ヘ
し
旧
作
一
什

「
と

J
、

¥

，
L

々
、
『
久
、
す
札
、
;
皆
、
、
、

'>¥ 

(一時
L
W

ぷー心料
J

n

V

一JM川、
frh-
勺，

rヱ
引
が
/
叩
ト
ハ
ザ
ハ
ヤ

¥
J

¥

t

y
々
、

-
¥
J
¥
¥
L
ふ

と

恥

Z

い
¥
豆
、

{
一
ー
時
七
時
河
村
¥
ぐ
何
一
時
円
吋
一
)
山
一

w
w
w
淳一いはい

ふ
ベ
・
品
川
ν

一
一
ぃ
必
町
一
一
コ
よ
ー
法
草
サ

ハバぶべ
N
V
Y
ι
¥
4
d
-
A宏
池
遊
る
い
知
市
山
町
一
…
む

之と一
E
J弘
、
が
騨
12

日
明
、
J

謀
、
い
な
「
之
h
J

門
家
ヤ

品

作

1
柏

戸

ぢ

ト

ふ

む

や

叫

斗

蕊

品

、

?

?

悔

や

作
一
一
小
「
十
パ

-uw
勺
J

W

q

v

つ
れ
治
叫
持
議
い
五

で一
V
J
淫
「
哨

W
A
h
f
v
v工
者
決
ー‘
T
晶、‘，

い
一
小
山
一
竹
山
味
噌
一
波

チサマ叫，

挙~(

同
感，〔

被
災
都
議
問

格
引
問
、
ゃ
い
に
蕊
せ
が
付
出
ノ
J

が
ん
ザ
hN

正ヤ. ._;;;' '.， 
'/ ¥¥:;. ~';;.， ¥-'1 r. 曹、

五?〆'ヤ'" '-'~ 入
戸、~"" ¥'九，-

Y .. ，.. ':_ ，¥".;司- ¥'〆

也ミそー?六 回/をさPるけ s 

吋ぞ Q 寸7 三!¥.!
- -融泊三 /ー 、三よい

Jγ件、当るふいIごい
、::irk<'憶をどh./民でま ifJ弓主主
、1 ・J 戸、 写耳，，... ー‘ . 
可 一、、¥

~v ..(，!，.t. で日十 fつ竺日
てす1t 忌 二? 宍魚、「 せミア'"， ，~そづ

い ~~.\:~ 司王、 1 、・♀ γ ‘司、~ゆえν ームニ φ・ れ'¥ 市
ムAぷ m 寄与i(J ミ，)

、￥3
f玄、

¥ 討会ι

〈J芝き〉
i〉ゅ
¥町、民

じ， ;，~ 

く..)三

) .i:'::手r
L， I，.~ 
i ¥ ，.¥ 
ピ裕部

()ピゼ
¥ ~ v ji 

、大cT

¥1 

4ミ?;¥

23 



ヘ
」
山
花

d
A吋ハペ白、)

Lv

，、“

)
れ
二
一
、
ノ
弘
、
ヘ

ト
a

g

r

矢

て

1
1

、v，
 

一

-

}

向

i

e

.

e

。"、

/
4

匂

ムペ:

Q
b
p
k
-
r
Q
問、

e
s
-
-
d
i
一
p
i
ρ
~
巧
了
一
川
、
ヤ
ペ
ル
，

d

i

e

-

h

U

3

1

1

1

1

司

fu、ぃ

-
W
J

い

L

一ιヘ刈日
刊
?
中

j
t
m
s

・

しぶ

r

L

r

-

L

、i

，

r

ゃ
い
で
〕

p
v
d
心
一
二
、
〆
す
ね
十

4

J
リヨ
J
W

¥
V
V

吋竺一一¥'けしコ
wh小、二
A

や介、ー一世
U

♀
以
ん
よ
ハ
凶
一
川
市
山
府
内
山
門
一
一

r
h
dハ
叩
)

rfklhyjura
言、，
q
尋

問

石

川

校
内
、
一
品
二
W

E

J

町
山
間

Jτ，民
L
W一い
七
吋
、
一
μ

ボ

υ
一
士
山
七
時
三
一
七
日
て

(
白
州
問
お
や
官
。
1
J
¥

ド

ぶ

リ

ミ

N

G

一科
u

U

S

勾

JKB

一frr
r
芯
ズ
九
九
さ
つ
竺
~
u
r、J

W
J
h時
前
一
~
崎
小
問
一
熊
一
引
い
L

求
。
ぷ
一

mtJIve
ふ
」
川
八
一
一
，
相
d
ど
s
h
J
J去
一
万
~
剣
山

¥
J

一
忠
世
議
l
r
u
h
ゃ
い
一
樹
設
削
減
反
町
品
川
側
三
ゃ
い
一
三
三
一
J

山
、
旬
、
切
一
長
・
営

、1
i
i
i
η
i
J
¥
)
t
1
i
j
-
s
¥
d
d
y
-
-
J
k
j
J
〉、
J
1
j
、

¥

¥

¥

ノ

，

F

向
。
ょ
/
、
J

L
4司
、
民
べ
刊
は
ゆ
出
叩
紙
一
砕
い
か
に
に
ふ
λ

ど
吋
ぐ
に
も
守
時
一
J
d

/
i
y
i
L
/
¥
}
¥
f
¥，
f
h
y
L
f
h
¥
行
L
，r
j

長』
6

f

ん
人
j
、

did-吋
点
、
、
D

F

J

ん
し
い
い

i

汁
，
f

子、、、

，
司
、
、
・
パ
‘
、
白
、
、
，

い
や
掛
川
市

-mf…
二
点
、
お
て
同
一
時

川

W
J
d
3
1
8
小川

ζ 

44vj 

、
一
-
〉

l
lぺ
1
1

、、
λ

い町、九

1
4
l
H

・)teMkh、1d

d
，
K
L
f

せ
い
け
)
¥
史
、

X
U
吋
門
戸

d

p

p

t

k

、

1

，

司

、

、

J

n

く¥¥む場7
ム1___

も
~

i

J

「

1
二
¥
~

iJ

一¥
)
e
J

f
¥
 

f

f

 

、ヤー-

rtl) 

。υつ
ザ
ヘ
ン
弘
、
J
‘
村
氏
、
〆
子

寸

F
J
i

二、斗

t
t
h
;
f
J↑

キ
ベ
ベ
叫
べ
〉
三

山一
V
弘
、
、
J
γ
よ

J

H

ノ-、
J

h'一
人

/

斗〈

¥.j 

て"¥¥}

hγ
一ヘヘ

Y

一に午、

zT

i-、

‘

しむ

V¥) 

μイ
つ
い
い
/
ベ
や
が
て
い
一
郎
、
1
ご

-

t

λ

ρ

J

1

4

T

h

ト
レ
C
1
h
t
k

ご
W
H
K
N
ぃ
ト

、
九
引
、
ふ
t-

け。一

J

ノ

1
T
f
{
 

代、!t..
句."
h 、-‘、v、、、
，-'1-'、、

I '_J 
、ー

~・
J

、何汗ト一

~
f
h
v

f

J

一
ヤ
6

1

「、下竹下、戸

リ

1

3

U

〔
:
河
川
，
ゴ
ト

v

m

パ
川
、
以
弘
，
，
t
(
ν
:
(

h

s

J
叶
i
J
J
L
J

一
b
i
4
J
¥
A

f
¥
一

『

J
J

円、ーヶ

jl
町一γi41T一也、:

J
7
匂
一
/
ゆ
ド
一
、

、
ヘ¥..~， 

r

v

l

h

m

I

j

 

て
t
M
M

十キ

一
キ
述
一

ζ

決
、
い
/

i
-
¥
寸
一

d

、二町、」

ぐj

つ弓弐ヨ弓ミ~

iい今人、、ど
A苧求:一

ぃ
対
芯
一
部
ト
L
r
J
q
T

ざ
い
M
U
W
W

竹一日点、
41
一
戸
/
士

、
F

ご

司

。
け
い
一
J

初
，
吾
川
一

!l吋
戸

寸

e
i

目

Jミミ

二52、
ふiト

ご-''¥

:

i

;

t

f

 

uwvfc}ザ、
J

弘、

ら

.
n
-

れ
い
，

f

も

L
M一段、
JW
朴
、
台
一
二
三
w
-
J
T
一
日
吋
V

J

J
勺

K
h
u
-
-
t
a
、、

ハ
ベ
ゾ
『
、

jd

い¥
f
Jト

ζ

ー
、
，

J

-
b
u
r
-

九
主
¥
，

J
・

l

j

u

y

'

T

、、

H

J

円以いい
V

ム

f

L

。
h
n
o，

一L
、
¥
」
・
j

t
t

イ
!

、j
J

1

j

'

-

h

t

y
h

一U'
v
c
tパ円、

FthFT九、句、

-，~，‘ 

。、

\~主、ぇ

部¥
キ(-._

仁‘ミコーに
¥、く-.

'l'.~ι 

j.，γ「

C!:) 

戸「、

他--、

-
Pヤ¥:.

---) 

11

、
、
t
t
J
、
，
日
九
守

，
H
.
4
1
、
、
二
、
一
1
一

ぃ
3

2

4

l

J

・
1

一

、

、

!

、

‘

r
l

一
一
《
/
L

l

¥

し

4
1泊
、
九
ゴ

‘?い
L
、

J
M

i
l
-

、-J

う主主

Sι~ 

J
守
山
門
~
以
一
一
戸
、
f

も

ム

F
f
¥

・1
・¥

，¥，C; 

ら

i

B

，ノ'ハ
U
F
'
3
1
J

斗
・
一
件
ぃ
，
d
h
J
J
L
K

¥ .. ¥_." 

f
h
に

ぺ

司

i
‘t
吋
i

、

久

迩

m

i

‘i
戸

a

一へ

γ
一
ぞ
ヤ
一
之
、

4

g

向
日
白
‘

i

、.、

，
~
t
、
一
代
パ
十
色
、

γ
h

三
味
川
知
一
一
一
一
、
ト
/
，
J

J 

i， l'ペ

ぷ
h

J

J

¥

一一

ei

一
斗
て
一

門
法

τ

r戸、¥

い匂お芯¥畑一一『

U-3
「
、
、

円
い
で
』

ーさと ，ー

ややーマ可、♂、

一
一
軍
斗
小
川
一
己

¥一一，

寸
ノ
一
，
.
川
下
1

〈
，
当
で
い
一
?
子
〉
円
サ
ヘ
ヰ
一

j
一円

fp一一ぺ一べ阿川

C

J

M

H

γ

U

刊
寸

-
A
円

Z
L
一
ざ
い
い
ド
¥
~
吋

1J弘

主
γ

r

-

f

JK
N

e

J

 

〆'-

¥
エ
/
，
守
/

¥

J
保
一

ぐ
弓一
¥
.
J

(;;，¥ 
t '-。
¥ノ

，、

」ぷべ1¥、、
伊』τ 守"

。
ゴ
ぃ
一
、
パ
甘
い
ヘ
ペ
つ
¥

4
1
h
v
?
川」

-';~ 

~-伊?

、‘¥ノj

‘てに七三，-

いし勺

i
E
υ
J
Vベ
1
1
1
J
u
v
iパ
刈
J
J
J

つ
α-

J
Z

パ
一
マ
十
¥
〔
4

1

f

i

v

/

~

一

¥ 
¥、-
k 

J 
-一，，'¥ 、一一，「斗

布告事故金¥
出精議¥(

¥

山

川

、

、

K

e

i

-

-

1

j
，J

f
山

J

J

¥

¥

¥

?

i

j

f

H

J

'

/

へ
…
前
一

ガル円
~

V

¥

~

J

m

¥

/

/

J

一

〉

1494
一/十
L

一
¥
て
¥
二

¥

¥

一

一

一

l

t

t

s

~

j

，

¥

寸

¥

¥

ノ

、

九

一

~

)

{

)

f

h

i

i

J

/

/

I

l

-

-

一

-

1

1

/

{

¥

/

¥

、

ぺ

1
1
.

戸、凶
F

二

、L
」
f
i
r
「

『

戸

一

-k

/ r、

"-.\.~、

24 

ムhトi
九ふ> / 
-正f‘、

、l
-'、Jトー、、4



N
 
c..n
 

. 7 U ・

， ‘ d h f t  

ず - h F W K ~

ザ ' m - M J -，F 白 p e 一

号 、 。 戸 、 ポ ト 一

t H h f， ぢ W 「 ， 一一，j 屯 v h F V r白 、 J h

k t J 「 ， P ¥ Z J ‘日

、 ¥ パ
f J r L 一 耕 一 ↑ 一

¥ 、 ハ ャ 1 3 2 r ン 「 j F パ p ' 一

¥ ¥ リ ト じ 、 〆 1 0 一、 i ，
F i

¥ ¥ ' v r ¥ 一 ¥ - 市 川 }

州 内

t - 、 ¥ 、

E r - - 、
¥ F F F

d i - - l '
寸 、 、 、 一 一
仁 川 r x 一

μ 一

九 川 4 e v ハ 一

' k r J い も は な ぜ

d

…

J J W J λ n d J 町 、 内 庁 r t ¥ 一

同 社 よ 2 u b

併 を

t

つ )

河 川 除 制 時 レ 円 、 1
ト

ス グ ブ A J U - -

パ d ， リ イ 4 河 川 ' L

一 p a v ' i J y h 1 4 一

一μ q L m い ' r 川 、ν 呪
? . J d- j d T ん 仏 本 叩
U

2 4 6

司 F

E e t

 

k O 4 1 符

グ i 下 r r r q，
H j f

 

月 以 内 向 V j 仏 刊 行

' ' M e ， J h J Y  

も A 同 一 u u れ M h 剖
L

d e P 4

・ 4

i . 1

九 弘

! 日べ a J L F A h J J y  

l - - 1  J M 晶 ' f i u

u d

点 r H b

f f R M

小 、 q q e h

- v p

内 ム 7 ， e 勺 ，

w j

‘ t  

レ 山 v . 内 ， R Lド

司

1 1 F /

〆 g Q

} ピ ・ ， j d y

r

払 引 。 R f パ 、 H J， . a E 1  

4 Y 1 0

日

μ j J

' F
リ 仏 、

J t z f 、.経 A 可 同 制 小 川 v d e ， U r

一川 J K 秀 ' 寸 斗

' 1 3 0 1 b U 品 川 ‘ 日 穴 、 1

- L 1 6 7 F K 〆

1 t r ‘ ， ' ' ザ レ f ， 、 ぺ H U

操 作 仁 一 一 川 町

K 3 J J r - 1

〆〆 λ 4 T 一J

iwι 弘 樹 J 一k ， 、 ド'也、 . w ‘u h
，
J V 4 n s v l

-・-司 r 、-

1 / ど



N
 
台
、

!ー
でー
…一
一一
λ
一一
ーで
「

付
会
見
し
て
ゆ
:
t-
}z
C"
 1i~<~
川
川

j
l戸川

ぞ
〉
バ
N
O
/
ぺ
j
い
き
守
ば
い
い
隊
4
1
1
千
数
冬
山
メ
FJ
rr
γ

、h
チ
ド
/
i
 L
後:援
Jf
季
j
 r
t
z
:
U
炉
)
川
村
体
C
0
ム
炉
端
砕
い

j〉
;
丘
、
与
す
ih
j
f
成
;
倒
的
i
~
7
1
f
J
九
叶
ιιd
0
 
ぐ
判
Y

弘
、
乙
L
!
豊
川
V
E
E
;
叫
注

A
防~

1
(
;
，
:
ム
畿
ゅ
怨
i
ム
窓
3
U
ノ
合
m
-
.
~
 (
;
J
ム
鞠
'
.
:
)

~':
ヘ慰f

一
鍾
笠
¥
亙
議
iE
;L
LN
り
75
-r
zz
ew

(;:) 
o
 意
義
(
訟
ム
慰
や

Cジ
.(

:~
綜\
.
，
:
:
:
:
¥
蕗
ー
で
さ
;
な
「
玄
室
長
~
己
点
、
長
不
ザ
ミ
ヤ
易
ぢ
三
番

弘
主
:34
ut;
立点
(:
1:
?d
sf}
λ17
4:
長
氏
。
灘
小
!j
とf
..
C、
三品
て、
、

曜
日
て
ゆ
が
で
言
力
、
:
す
彫
刻
!)
λ¥
山
i
z
u
ι
k
d，
j 滋
r
イ作 下

ら
お
桁
!
げ
す
川
a
，
札
之
し
ν，;f'
λ
£ι.慈
(川
"J
.
機包
k 心仏、ぷムふ人、
σL斜
僻駒
hて d
?

(り)
、汚
引札
(し
/て
泌
織
i べ
ん
(
)川
3
し?じ
三
口

t 機?
織綾
:u
(
づゴ
.葬
姶蜘
訟恥
i，~

'.二‘.
--刀r つ引y 川

i ししíバ，ì ぺ1 吃て ι
、:ぷ

冷
bb、話ら

らら 4られら(J
圃 _..t 兵:
持
7

デ Vd
努鋭
(1 吋
T
名紅
:汚
志 i¥
を主
J
官紘
蚊jz 広?立、
1ω詩
)
 

.~/
ゴ/舟
γ げ f
イ
吟
iじ:
桜み
以
j 需号
ぱ丸
1dl
jJ
I
、¥

~ <f
. 

-
3
和
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

:t~
嘘蜂E喜，
仕抗
バ、
尚的
前埠
1主

拐杭1r主i斜
卒半料;

ミt~ν
iμ
ωJ 
詩将
j
ゴ引
!
手
禁笈、
む
J
;片
，7
)川
首“
c
:3及;え;て
J七dぺ
i宅
;4zzf
「ド"ピ
4jド作jドt

れ屯
屯、
わ川
4i
A
すUJ
主
i胤妖
u:
み会
犠幣
"立
山
1
!は
J

棋持仇
;海』

可吟マ
守小;μ(

，~北
此料~i

煩夙夙"
叫i幻ι

唱粉感
蜘帆トι"，，

-rぷ?でヒ乙
，リ
t
鈍鈍
AI維J緯緯金
段:
、

:鴻i滋議
i;i

ふ4応1も~
oβ守
段凶
悦4毛戸
i川:シ
♂ぺ
(Jバパjバ
ば1て)-
汁，
向寸
'寸
止北
z
 
長恥
乙
〈υ7
;
ゲ引
j:
此'
/併
，丸
釘
.
 

.
J
片
:

手私
-i
f;ω古守
-::
1..
くι、¥‘待令
特寺
1)
Iふ}
.'
t
l 喰 44:
す牢
;
:汗号
浜
;μd
払丸
t
/とt.
{し L
'Z て引
!
す
;' 
人
)
 
d，
 

i 噌忍
i千
シ、
域?
拘純
f 為屯も
草;
fd長長

J 斜j
Q
ι
 
v
守

普恥
r蛍語
&j
)川冷
.-¥'
c
l
~耳~

;冴 4
;;;〈
C;
世¥
百万
，ミ
己と
与;
ミ;
移 5

rρ 心ウ
吟~

")
b!; 
C 守
護
持
j 寒
冷
J
U
:刈
む
と
刊
に
¥
三
?
¥
M
l
 

\， 1等
も
い
後

L.!
..~

rD-
)i ど
がi

gj
j)
札
前
科
、
い
~
j
M
J
J
)
)
〈
)

V
j
(
(
[
山
町
必
シ
繋
~
.
01
怜
;t
L4
63
0
¥
j
d 海
員?
タ
f
kI
j 

ウ
二
し
内
約
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
区
竺
?
?
《
1
E

J 阪
は
わ
己

l乙
~'J
凶

i ず
れ
W
j
?

と
~l べ
尽き
Z
JO
ι
下
t
J

去
、
代
\
ト
て
引
げ
む
し
ら
。
な
討
も
)
l
~
，]: 

~ゑ
!ジ
-
4
j

事
品

t 毒
』作

~
})

~!
 )
 投
与
ぽ
脚
本
:

\，~ 
m
 (.r
 L
f 
j. 
'jJ
弘
之
立
た
よ
み
へ

ぷ
年
同
j

U
7
8刊
に
《
乍

r
 J
 

j
 M
W
5
え
を
い
け
ず
弘
、
問
鳴
I
_
 1
 )
心
芸
い

ドマ
寸
z
草
さ
れ
十
-
ニ
す
け
仇
れ
17F
 

I
 
r-
""
 

町
巴

..
..
 )
"
A
 

シプ
?日
ぺ:
，
L
 
"
 

〆

〈
匂
ι
勺t
;}
子，
'/
イ
ヘ
リ
仰
や

.
J
~
~
!
:
ψ
f

'J
\
ß

づt
-，

~
~
 

1
.
，
、
~
，
九
、
、
ヘ
_
.
.
-
て
=
、
、

"、¥、
i乏
J
言壬ι2》bιF
Fべ'.'
η
r
.
'i

一
一
一
命
奇
♂
J
戸

'--
:-:
-.:
ケ偽-
一…働
一‘

~q，か
.ココ
》ザイ
7ρ
J戸C
、ι訴めj
鴎
誌ゐ
f
、
f.:ニ
;託と
iバ2
語
誌紙
母ぷ
f区問5奇1
17刀ω-Jι
、ヘJ、5ぷ恥すれ
れ
私
与
主
七
ぜjJ
~変
てひ
メ大
"広
広駅
1，

jJ二
，市
t弘き

ζる毒
な、
ず
Lい¥J-
寸
!じニ
J抗えあ
治制
l?jかP川
と
幻
t戸μ
dH写ぷtti
活z巳
し口マ
lぺ1マ7
シご

1ど
去;j
f.元J:
ふLν日バ
Jイ之
てて
.1
号す
'早
!克え，

:雌
;哨
経吟

lt0
~1\

'!
~引
は
t
.
Z.¥ 
t
 'f; 
t
 
t
 ~ [. 
¥ル
4訂托かf台νどダ
f
仰
桝
え
必
梓
材
写
写γ，γ叫
f

;夙吹，
，
点
詫
拷
幻
心
:
必fk
Ca政
1妓立引引
下下
略‘
話kkもk
てて
¥¥φ引b示
払μ二)
旬ζC
;/?
初t抗
q庁'
-行
(仁
快w、タ列々
引
jZ
:党目
〈ぷ
民
1
C1
Z方料l守
;以
レ必
容止

d
 C乙υ，t，堂
税和b詰;
子
:訟;ぷ
2d号
蒋管
管;
将吻
ij
主υ

~f-
J
μメ

がμdムU
iしυJノ/
i.f
' 

，~".'
，j.仏!~

.キ削
才

h!
ご必
、γfe
jfιぶぷ
iυ}
:鉾替
誇除
;江
;泊
記静
iL!
日
告
、合
U

i公定
J
付
:(C
i
"，
;与
し:
こ¥
¥'J 
L
 'T~~
バ{

坊、
し

tモ
う

L'
f:

:.
鉾~

~.
t
 ~;
 j~:

! Z:. 
~é 

~i i
 

斗'
\~
¥. 

~.:Jえ
い
て

t¥
 -r~.
~/v\

 .c>
~ L
 ~，
二(
，
 J}\

"~
ιjミ
を
ZU

iJ
手
叫

tJ
Jl
ム

:J
L

、
j
 

J
 
i，J;: 
私
7
 
7
 j
 
，勺.，、¥、
f
 川"，，
1ト'-/1-'九M与
J

1，口1て~
;.'ハ

1?
 
(し
口川
山iL忠1主な;F:

¥<
)r
、¥
民、
ドメ
f
‘
h
 
e
 
μ
 

江
戸く
W
H
1
2
4
f
c
t
叫
ん
j
J
3
1紋
Ay
Le
74
ι5
7

可
決
ふ
;J
、
;4-
i;
民
;
]
 ~ ~.
，) 

~~i μ
 
j二
;:μ!υ
ばι内刈
，
つ
l叫j凡ぱ
Li!
しけ
j二J
と
c/l
肩らμ
式
μ川
hピ山

:三三1J4ムì
~怠i努挺

伝伝:
?噌単

んr L
 

労
fや!
三r
7
i〈〈;
ふ将
5
弘ふ

~ì
~I' 'ド-、
O~

 と江同
て力
7
守
、ιι寺
脅払:
k代々不ιじ、
J斗;ユ
Zμ
み
/パ

ν
 《d岐空京
¥ιιι.

，'‘
 J
 
ス不

万か
1い、
」シ
よ去
ムル
~寸
J

」ゴ5
と1:/
ドプ
行イ
-ぺ~1

1写ι
叶々川

ピv切:Î
下-;..~
ヱじ
:t"
¥
 i.-:
 
f
 
.... 
r
 
rλ
，
 1..;
 
'f叫円
l鴻4f
略必5
ギ
ず
'
 

J/!
;I

:j
l~

' 
íι

~ 
~~
~ 
1.
ム
υ
〆
¥
).
，;
 
i'
，;
' 
r
}
 
()'
 
)
 ~
\
行
い
ち

:1
\
G
・
ω
j
ι
i'
:: 

L
 T三
宮
;.>g
;'
-
C
'
 
¥
 ¥
 t
与
守
れ
ご
?
、
と
お
7叫
す
of
bi
EJ
23
 



5:1-
~-:

-i
f.l-，
、
l
弁
公
私
)l
二七
.1

税
勺
A]
"¥

1 1告
人

jL
~'

1'~
' j
.v
 )í'

~'f\
ん
毛
馬

i各
小
説
)
"'f.
':' 
'¥心

(ノ
Z~.

.バ
'
1
'
-
:
.
ら
レ
ヘ
、
午
、
ン
ロ
て

Hつ
f
っ
そ
で
う

ij
f:
:.

し
ゃ
刊
行
¥

寸 j i l l s t i l l i - - i i i l i t - - i i i

、白唄
ヘ d e 、.

一 社 一

h J d

さ や 受 付 日 わ 一

J d J - e a

パ ム ム 一… S A J μ え j F A 一

一 立 九 託 収 l p h M 一

司 E J J γ d E F 「 i ' 共 一

ス ノ ー レ 目 1

ヂ

1 1 主 2 0 、f ・
2

F -

一 グ 勺 時 二 」 i

マ + け ，

M V 一ヤ 介 E r i W 4 r y F イ ル バ ー } ， h ，j

}一〆 L W 一 ム L ¥ い J 9
「 J 諺 W 1 ド 〈

g A d

一

1 1 一 二 F 一 品 F l i p m k f t j 、 内 ) 一 一

コ て 佐 一 式 町 一 樹 … グ 二 三 二 唯 一

合 一

K E J F J γ t / ¥ 一 υ J 」 円 以 一

j w u q 」 一 つ 山
J

比 一 … 弘 警 〆 土 ト J r 一死一

戸 { 、 f .

一 川

日 L J ' . N … 叶 一 i f y J 石 、 一 同 一 i 一

い な い r u 二 d f l j
川 品 川 、 、 ト リ 山 一 d

パ ペ 一 日
v

川 一 一 山 戸 、 一 辛 口 乙 ヘ ヘ ゃ ん 一

| 〆 Y J M だ ; 日 制 ん い じ 乙 t U { 七 ¥ 7 L

i し 川 県 m p p J P

代 史

r寸 d u u T i f パ ゃ う 〆 ん は I F j u

- J t o r r L 、
J f 7

・ A μ 1 1 1

ベハ - v λ e ， 、 L

巴 ‘ 1 l i b t F t d r r

、 ヮ

- h S 1 t

h

ャ

1 i ' a r r 「， p i ' f
、 ・

1 ・ ・ 間 千 円

。 仁 川 ゴ ロ

F I J 1 ・ 2 - 4 h : : 一 円 、 令 !lfJ 了 日

J H M F I l g h '

弘 行 ， 」 V J 4 d b h

沖

Y L U F f ¥ t

ヘ f

， f i t J 荊

・ 7 f J z k p ・市

J Y ゎ 、 、 山 ふ れ

F 切 が で か ， 川 、 k

・ ¥ 町

a 叫
4 F r i J J - 寸 J

J L F K b t 一 川 T t J j

叩 叩
ヤ 酌 H

d H b し ト 一 f r J

暗 ハ

A t 7 句 人 一

e

f 札 畷 パ a J H

町 長 払 が

ペ‘，
t f 一 て 式 よ

d

， 一 円 ノ ー “ ¥ i H ち
i i

一

1 7 m a p r ¥ 1 1 1 4 f J J  わ れ 一 一 ヘ ド バ グ 勺 町 一 辺 久 h J 一戸

恨 い つ 一 〉 又 υ R J ) r パ ル タ ル 小 山 町 ! 人 、

一 叫 ， y t 知 人 二 r Z ~ v y - -
、 占 九

U

一r f h 引 い て
/ J r 皆 、 / 1 i C L

P / 、 J

1 { c J

し 1 h rザ 伊 〈 、

ヘ ー ↓ リ グ I l l - p h v h p ぃ J f - ゆ が d

J t f ' p p r J ぺ 品 川 J r r ¥ パ f ¥ 一 切 門 戸 J H ¥ パ ト 、d F f L ゃ
f ¥

、 ぱ チ へ J 1 t

- 〆 e v y
，

f t Q f i J a  
v a e f L !  

一 ふ ん

こ B

町 一 一 ケ モ

λ : h t n i e ~ r k t
円 、 ノ パ : レ ピ J

プ h J V J W r J … … 恕 - b l pぽ 沌 ， Z V L φ ' 仁 川 ・ ぺ ! ? r L 叫

、J J - d 一一 A b b u …i h u r f ん 一 円 、 ω， 引 庁 U 1 6 J

4 P 3 L e 一m f qす

4 4 2 ム ザ J 一 一 ぞ
j h

し る ぺ f J

川 P L J 'イ

ヂ ヘ い J 4 4 f 、 イ 、 ぐ ~ コ J 7 4 F 1 J ム - h ~ 、 J 1 円 t 1

ー や 3 T γ h a u ι J f f

/ d ・ 町 、 ' 勺 ， ‘ ' 月 . ， ; ， 、 . M
斗

g S 4 、ー

/ h
一バ / / j i l ス い い ¥ A V
ヘ リ ィ フ 一 し ソ 引 : ，

f

t i l i - - 、 戸 〆 し ァ ，

J

f h  4 F P

 

/ r

，， h h M M  

〆
/ 、

q h 一 場 小

J ψ ¥ ¥ ¥ J ¥

ン 一

A M v f

、、パ一 0 1夫、 h h 、 ; 川
J ト 川 口 ， d ， 付

v

、 、 三 、 、 ，J

夕 、 . 、 、 、 ‘f 、 J 九 1 1 0 r j F 4 1 、、 ¥ 1 4 ト ミ

れ わ い / / F 、 川 、 一 ぃ J 、 ~ j f F い 叶

j ノ ド ハ 一 J 、 ゾ ， J U Y

/ ゲ J J t - J J f p 、 入 、 ¥ ト J L j h f h M 1ヘ J J 二 戸 川 '

、 l l k f r / 、 1 1 ¥ ¥ 一 l i t r七 、 1 7 F 7 1 1 Ft h h T

，

f d f ¥ ¥ i r i f f - -一 f h k 訟 1 d t fー ， 〆 j 旬、 { i i a 〆 ， 一 0 ・、、 J

V

入 ツ ヘ ノ S A ' J J f R e e ， H H i p イ
¥ J J ' d J

一λ い ι ル t e - - J J J h Y ¥一 吋 d

: j j

、

… h z h u i r u h I ~ ー ぷ 戸 山 和 、 M 3

F f … v r V、 r L 引 い 行 U 1 6 4 ; J V J J J : z J U 川 J ，

' 一 ト ， り J - l い ， 1 1 1 t s J 乙 } 、 J 7 f

〉 ' V ぷ れ れ J . 万一 JJ … J P J 4 r i - - ， ユ /

炉 r 川 イ 2
判 叫

d i ・t
」 戸

s f

l t k ? 1 ・ 町 ヘ t / / ノ y t J f v H H わ け は I s a r r '

h Q 二 パ ス / B ， グ い ¥ J J ン J 1 Uパ 柏 戸 j d F むヘ J d / J ， 屯 τ z t i d t詰 ι W F F t h g E E E A Y

主
ウ
(
て
、
サ
，
Y
3拾
攻
，
:.7
;Jr
¥:J 

--~
 r
.
の
P
4
7て

そ
泊
、
て
を
よ
ー
主
義
/
(
_

~l.
 l:
f:
:.
ゃい
印式
，
zzz
子

件
、
宮

.c1"
":'

d'~
'.)

/ ¥
 ~〆

rj
 7'
て
\
内
乞
同
ン

i~~-
)¥k
 l
ヲ
Jj
，叉
<<
1-
-/

;在
沖

l-~
~
 

~
 

'
-

12
つ
吃

í~
1
キ
派
ヮ
七
、
)
:
マ
(
、
.
-
:
~
;

~ ~ 
)
 ~J
 '¥ 
:Sf
] 

~ J
 
啄
u
キ

j
‘;....
 
-
-
-

~.
 
1
 

F(
〆啄
~
<7
)
あ
'L.

\~
~ 
.
 S~

 l
て3j
《

一
省
、

町，
、，
_.
.

<f
i
 /. 
内
j
r
:
 

.~
j'
;T

ぺ
勺
\
-
'

I
 /
，
、
~
+.
止、
__
.
i.¥守
t.
-

〈勺
噂)
.
I
 
(?
 

4
℃
J
;向
、
)
¥
/
 

/
・
~
}"
，-
t-'" 
/} 
f
 

，1"
"町
、

~l
1\
~

b
ぷ
I
'-
"-
<1
寸
j
j
f
t
u
J
)
 

/j鵡
f百
件
ア
:

1L
 
，'
:
/
A
;
〆土
:I-
..-
J>'
J! 

(
)
 
I
 
V
、
1
唱
、
{
J
(
i
 f
{
-
'
 f
 

、
場
抗
争
!
~:

/す

こ
¥h
竹
了
;
.

{[[
~~ 

:
寸
前
..
A-
'~

ぺ.
，

..
.~

-，
事r

ペ
jf

.J(
，!
-
γJ
 

"
ε
-

，
γ
~
-

ちJ
~\

\.
イ
ザ
.
!
よ
~
;

.
t
'
 

d
十
寸
{
>
弘
iら
何
一
一
、
1-
:.
.4
J
1._. 
L，'，
γ
つハ

，，_
 
jド
℃‘
';'
:).
4

一
九
九
、
l

'l
..
..
./
;:
J(
'
も.

.-
~-

-

h
可.
，.
..
..
..
，寸
亀戸

/
 

'----， 
(;i

(::
~ 

ι
ノ
、
プ
.
.
.
.
.
.
.
.

-:-
~~:

:~~
 
(~

)‘
__J~
~
-
;
1
 

i
 
L
.
斗
踊
ι

日
_~
， .
.. 

::
:>

'i
申;
r
.
~
.. 

~
ぷ

~.
..
..
.'
#ζ
「
ー・
〆

ト t t i s i t h p f t f L

J
、

，
 ，
 

f.:.
!ん
I

fン
d

ム
，ト
ト

..
..

.~
九

号
手
村
社
長
fi
f'
X.
O
)
γ
~

/ r f ， γ k r J J U J L J V  

N
 
-
斗



〈

4
刈
滑
り
v

ハ一げ吉一市主
J

制
民
代
、
ra
爪
阿
部
川
b
N
U

三、←'f.i¥hDm-}、
~~ .... I ('¥. 

t丈 L::J こ

t >';.， ~是正、二: ノ丹、"， t 'J 、口、 f- ¥.一戸 I ;-，J 
:"(';-..工.0:~ィ • "";¥s，_ ~.:'J..'-~ ~r~) 
! l 、ー:守ニ ' ‘円ム

鳴り:(;九 j:j二-¥'民;::!?
J--''. .~， ~ -~ ¥. ~、 i 1 二三人
.....! • -...-.;' ，"<..0 

そっず} _~(，，'.'i~吠〉\;4JK 県三
、>/ トーベ~.i ¥"'--: 戸、 えでJ

Jペ\‘.-....-九~j '，-

i 1立で 1ず r~，. 
¥ !!.. ¥乏¥i't. ''';ごそも、
-、由、、-，、
は官、e へb ~" 、、、
~.<.: ..... 

i迄絞:; ¥ 
r 己 f、

日泊i袋容 ¥ 
iミ寝総収\ミ，::~.~
J舟fμ前4汽， t桟多俳七 立必仇、 ¥ 

一、 ..¥t¥、伊舟: 、¥、ぐミヤ、¥、
...t/.司 ー刊、.~ i i'--'b 

Y;，c: 

\~ミ，

f/ 
ι~0i 

!、 、一ご、:

長.J一~エ一一、1
~i)> ! 

Jト

"-....:よ::~ _， .，1 

tミ士一ー，二』、、.
、~... 句‘込--_、二ごみ

古代
わど 守 Jト
v、('じ
ーミ可込 〆斗 ムi C 
7七てr 1 正'~ 1結tr-

E寝付、 ¥きj:;r
、:i、・--

f'" 、:C::' i印ね 仏 / I ~'.:!)"' "，;-弘

吃ト、 ，サJ，c: 

:快t辻出'b レ J川、」ヘ静拘〆 上μ~ ¥ 
よf付、σ?もw恥、-_，内J 重をh片コ「コ「i¥ Il 

} 

4咋t.i恥T手和tしJ よ孔: ¥ 1 i， 
E主月l:.、4手L 、Jj ~jε;占守t;-aa心‘μTi 
!.，..， .，¥、守れ汁今 γ い い j

パ34444i
iJLj長 I誌や¥
片d 肘 ~*~~ìc
[~J j 可

也).~

ifL 安1尽

討をごと、斗玉虫

.-2__均二 f

イ子十二、:;:ぺ

!spiム己 / 

f、
ピフ

ず
し
U

問
匂
ト

y
t
t
L汁
ド
~
い
叫
べ
怜

γ

や
、
一
持
な
ん
川
w

f
L
1
は

と

ゆ

代

品
h
k
t
一《
a
小
中
向
山
町
(
い

山
吉
ニ
ポ
ド
p
t
ょ
う
-
W
B
J

ぜバヨ

ふ
』

1
Kヘヘ
J
¥

子

!

?

〉

Jη
ー
も
に

を
み
mJU
工
学
母
、
ミ

'
j
r
S
W
7げれ

/〆〆 ~、司民、、
ジー 、

ゾ aヰ、手~
1-!-. 0~\ _;w 

加が役
j、k円、、首

長で i食
え空襲実話会ザ
合[~ ~ :'， ('{<' 

7戸bτ む

!:獣-jj会
~~.:藤沢、;む
¥、、/
、、、ー-〆

竺主ヲ-~.ご--..，_
J旬、二ここ士、

! I ') 
Fづ;三:1
l，ll  
Lニこら3>!・ ，，¥ 

¥ふ

一生，

28' 

加
やJ

私内ぽ

(

怜

内

J
Y

、寺、
W
M
味
料

rγ
く
鞠

ω
必
段
F
M
f
尚一一一四

L
¥阜、

¥
 

升

/
 

ド
ご
や
り
一

-K日
行
ザ
夜
、
つ
ペ
パ
ゾ

，a
¥

ウ
品
?
ャ
tta
一
¥
コ

C三三三ラ
lF5ニ二一ー >=-..' 二こZf二ブj
kミ二:ー / 

将:容よて味 一

辺、，
，-('0. 

ιも
ト，‘り， 

も、斗JとL
v 

くミ;ごFγ
( ，- 二、 Lミ守む
、交"ム ，c ，.J， ~ 
¥41込旬、ムJ急対宗

一目 立'tlや
えmJ6

&
ド
淀
川
淀
@

内

'FFA'叱

4
-ド段、
s-て

hTQ
尺ミ
J

'

ド

7
i
d
o
T
ソ手。
¥
b
d叶

、

J

、

;

‘

4

5

!

j

i

-ph¥除
。
h
w

将
司
〕
、

Z
A対
M

郎
、
長
崎
'
f

バ
次
G
m
ド

r
t
'
F
W
内

r
U
F
N

ち
も
ご
小
川
叫
」
赴
や
「
ず
府
い
円
引
な
ゆ
初
心
ハ

#
3一
付
認
。
伊
川
市

~ι
鴻
叫
:
ド
訴
訟
咋
f
v

普い橋一一夜

Z
行
部
常
向
転
べ
ご
一
一
や
も
や
択
で
ド
斜
怒
相
fu点
、
川
べ
崎
川
崎
ぺ
い

柏戸ぬ
J
Q

吃
ー
や
ー
念
日
川
一

戸

f
J
r

・
ν
4
i
l
i
a
t
t謹
Y

L

4

1

f

J

'

ート九

'111

貫主〈 7¥器
、吋、、与、、£ヨ

ゼ"<~.:..三さきJ て
¥.:;:.， '，:::九勺'.¥ 

、‘~\.、!‘

~~Y ..) ¥ 

¥、~ー/
r'i‘ 

時7

Ejf 

dj 
劇的忌J
s，~ど事

4Lι 

J4，、穴、
"句、
1 

t; *~ 
トど。A}:手主且、号、一、
事アート'

もP
~ rす争
社、丸三!ゅ
ぶ←メ二
ベ j

!ぺ¥""./ 

1fkTTi 

i 

J活

一
人
二
社
町
¥
拘

ωヘ
'
径
二
む
…
伸
夫
議
案
ー
主
主

w
一

f

会
同
日
-
-
「
山
町
/
ヘ
、
三

J3Jt，
令

m
f
Q

一二部、

九
吋
‘
守
れ
れ
U
弘
一
パ
山
川

ド
ニ

A
E
W
G
μ

樹齢
V

/¥ 



「
一

一
一
ず
危
¥--
1
Vマ

1)
.1

-仰
II~
持
て

1務
倒
的
む
一

~v
~
車
協
の
勾
)
科
幻
見

，主 (内

手:
.~

ず司
苛旬

引
き
も
配
管
iヮ

ち
t
I
'
t
、
司
船

台、コ (
.
0
 

く
正
面
!
沼
>

<
:
菜
窃
図
〉

白
ベ
グ
'
ワ
、
γ
ド'f
i!，
:t，

(.
師1

~1い
方
藤
誠
t喝
)

校
友
羽
川
知
必
て
予
j払.
11¥
・
f侯
忠
4
ば
リ
レ
レ
(
場
¢
吋
P人ザ
1ゎ七

芯
る
い
い
る
九
何
イ
dJ
).
こ
勺
予
1豹
1千
筋
幻
有
ヤ
t守
判
h
む
の
で
-
1
)
.

判員
)\

示
vめ
村
守
的

~J
も
勺
れ
れ

γ1
物
色
?
長

iィ~
ψ
1
食
時
《
机
善
也
f$
v
与

れ
今
日
竹
，
洋
条
約

\1
.~
私
事
?
τ
3
万
全
J.

fJ'
ら
芳
u
川
索
、

I-
L
.
.
お
1
}
、
紙
Ir
$

して
1丈
叫
し
私
、
協
わ
れ
守
1.

ぞ
偽
J叉
百
年
十
も
前
期
?
キ
刻
?
1

偽
交
B村
首
i期
待
矧
押
R認
の
字

句李
総-
(.
_"
"
.悦
-護
しを
す.
..
'(
..
叫こ
い-
#1
¥

手
す
め
て
-
'

"fJ写
レ
い
ま
法
令
官
、
-
~
"
 

匂
-
1
0
ワ
ド
ヮ
、
ソ
ド
弘
i
仲
間
的
場
動
的

弘 前 丈 、 代 仰 ゆ い 似 /

昨 1 ち r p 縄 娩 メ 多 1 向 。 e 之 、

凶 中 井 バ ー い 七 九 一 r v M ) 一 行 協 M M

魚 川 W 山 脈 刈 i d 向 山 、 川 ふ れ い し ゃ 一 か

h 防 毒

f E 治 拡 川 口 一 心 い じ 一 〉 山 劫 明 ド

側 仙 バ M M M 例 ω
初 二 点 ド ム μ 一 、 一 一 口 唯 物 、 ー 一 ド 山

4 v A ド ' E 乙 - d r 一 T I E r - シ」

ニ け れ M U l ↑ ; ↓ 一 い 布 二 叩ι … w h ι 門 1 M し 一 転 巾 川 仏 h

A m ゆ 羽 W 叶 川 わ

J

日 ↓ 一 一 掃 引 い 市 山 ， 写

旅 行 一 れ て れ ゐ ♂ 一 一 什 川 急 判 が 川

ワ 在 日 / v J 《

S 1 w -

一 夢 ー ヮ

設 あ 仲 村 弘 坊 恥 小 一 一 、 助 昨 日

u t

可

防 ド ャ 玖 舟 J
け い 午 一 て 、 一 ル ビ つ綱 川 1 J f ィ 小 作 山 一 一 ー に む ? ， ヰ 2 手一 一 ¥ 2 2 4 2 ー

が 斗 此 斗 川 恥 寸 刻 ↑ 一 口 鮒 勺

J

わ 川

副 附 仇 い ωω 匂 品 川 一

ι

一 竹 へ 京 川 パ ド 川 鴻

伽 ず い い 仏 ゆ 以 前 一 対 改 訂 崎 ー の い 、

件 付 問 中 ? 拘 束 主 格 川 い 村 川

叶 偽 ゆ 吃 場 昨



心
2
o
 

づ
じ
バ
~I

J
斜
!
岳
の

Ai
f主
体
!
シ
バ
\
1
ぺ

担
作
目
、
冷
μ
鼠
現
鳴
の
倦
!
引
税
Pa
:-
3
し
く
仰
1¥
LV
\?

Él
1ニ-

:!
1-

^~
lく

り
}
内
工
町
¥1
t. 
2
λ
〈塩
d奇
手、
@i
)
は
ね
桝
号
Ai
ι
安

一i設
の
'
2
析
が
え

~!J!
..!f

:一
区
竺
!
ギ

11"
4-
l
 tニ
二
一
一
一
一

供
与

li
Æ'

~t
:.

.:
ー悦

え
11

V\
、
寸
'~

q?
1受

義の
j生
産

iよ
γ

昨
今
九
1:"
的
労
モ
オ
f
J
.
.
1)
よ
¥1'
・
て
あ
勺
土
老
町
1
かl
e
j
い
花
、
て

R8
24
lj
ゑ
t
牝
の
て
し
ま
い
段
差
伏
刀
11
Z.

しま
い症

しち
。づ
u

号~\
:-
li主

3
賂
リ
か
の
活
冊
、
、
本
来
の
，l本長
D
-Z_
" 

~c-
(事
士
L
主
税
1)
=t::
'!
ユ
叫

↓
信
:
主
免
口
千
土
、
、
)
実
10
号
A
I
~
 ~
.
"
ゥ
マ
な
索
(
サ
議
繁
さ

れ
て
い
~1
が
れ
尚
イ

'~1
1~

乙す
し三

わ7
.
t
 ¥
;
}
う
し
く
，0
弓
ン
ヤ
.
¥'d
づ
き
リ
し
'
j
e
_
ん
。

笠
胸
1
:
:
.
L
 -Z: 
13. 
~
史
以
軒
L
キ
の
初
?
折
、
足
i
内

11
手Î:

;.
:;r_
 (
f/ 
&
 
') 

'l!
k
 i-
'.>
 

杓
管
I}
O
紙
Jぷ
私
(
品
川
、
)
げ
が
け
は
，

*
1
0
号
Ai
pa 
t_
ょ-
-
-
免
日
五
回
¥
¥
府
内
l、
泰
三
段
付
付
初
m
マキ
与

本
立
宇
.
0
a
 :; 
'
L
Ji
で
日
録
免
時
代
中
期
命
ま
の
字
塔
t
-
.
lζ
で
し
涯
の

予さ
いこ
弘1

':
取

ß\l
志
家
4~

)i
l二
，1

-t
.将

弘安
守宅

近王
子

eそ
れ
ぞ
れ

W
V
J

Jt
\
筋
点

~\
ð

~者
Lユ
点
下
弘
!
立
在
く
f
i
=

rlA
ず
れ
(
怒
う
く
J包

ι
閉
じ
と
p
1
怖
の
ア
ラ
ょ
た
ち
?
と
ピ
晃
向
机
舌
ふ
)J
草
色
も
才
註
も
し
乞
η
凡

I:}
 
L
;JJ
 
-.
ft
1'
自主
li
兵五
百主
1
の
お
で
す
a.
~
え
っ
て
針
金
持
品
!
こ
M

~~
3
建
物

iれ
fv'

L"
~ 
11
1
-ti_L，
 
"Z-
-
l
 
1=..
カ
ヤ
税
者
、
の
ふ
料
b

げ
の
(
f
:
J
神
J
:
'i 
AJ
本
後
背
ヤ
/
点
弘
ム
し
t

、1
1~

o

的自
3¥
p~

ソ禁
容号

，ï
i
I
 '~

rq
~必
の
M
I
L
l
子1

:..
)
¥
巧
辰
五
二

芯
力
、
高
台
、
税
l¥
\イ

年漢
J
ニ也

事会
、'

?;
t.

われ
~l

L
%¥
'中
t・
1
r
c
t
Z
L
t

渇ヲ
長:
..
..
¥
)
手
亡
勺
f



むこ
〉
ト
4

/
~
/
作
新
主

0\
1:
t.
.@
J"
p¥
与を
ど

/
V
で
と
れ
た
工
恭
。
…
 

l)
しT

~
有
ち

lす
っ

v'
#r
ぎ"
('
んや
ヤ\

同
'lX1
ii
¥-'
h1t
.祝日
比
Z
I
1 1
e1， 

21
乙
?
孝
弘
:
尚
も
弘
1
し
て
い
行
;

一
《
百
五
通
LJ
>

:
こ
子
ら
は
凶
バ
ヤ
1f
;殺
し
¥
1
 

-f
j
 ~，
/与

す〉
が

lq
 
t-
こ
叫
T-;;.
;t
長会

的
司
毎
号
iぷ土
L
乞
い
付
。
絞
広
j

tÄ-
f~

 j:-
~1
刊

J脱
し
て
俄
的
'

ぜ
創
作
私
も
か

k終
』ら

れ守
~~
1
-
婚
の
偽
51

\~. 
~\\

 I(
み
れ
M
・1

吉
之

lr~'
r
 
¥
.
)
ノ
マ
ザ
も
い
い
引
札
こ
ご
す
ら
も
b
ゆ

I
rJt
 
17'
み主
主
ιz

止
し
ら
ふ
ん
4-
7
p，
7c
7/
ぼ
)
角
的
l乙
彰
1J
，小
か
か
向
F
lz
ぃ
3
と
児

4つ
れ
寸
守 縄
j丈
咋
%
'
f
斜
ゆ
げ
穿
将
jの
な
霊
長
〕

校
紛
T"
<1
7
'1--
1
 11 
~'7

 q') 
't~7

Vfl
制
抑
制
作

jポ
自の
め!

作
成
将
棋

'd
t~
同
字
可

うi
ぶ
i

'4'
ご
"
ス
按
」
干

O
 
F
 
吋

れ
場
ぞ
れ
れ
r
1
d
'
tf
て
t

た
2
→
〈
i:3
→
U
d

附
を

1バ
グ
佐

Z)
(b

~
j~
査

IF
ZS
ト，
yp
凶
'1
貯
脈
け
と
い
う
*t
=0.
17!
I)
刊

臼
間
切
守
だ
t
I
)
ω
;

伊半
，î

-~
r.

.)

一
一
一
一
日

←
一
一
一

一
一
→
一
一
一
一
一

き
縦
慢
す
む
一
一
一
一

/
今
日
は
芳
え
い
、
愈
ぬ
l二
ι
7
，
作
業
イ
フ
¥
"
rす
よ
に
た
d
7
2
 L~
h 
¥ゑ

L
色
。

17
ミ
ナ
リ
ヱ
ん
~
o
手

iノ
1言
、
0\

\"
8
号
註
才
、

L
て
よ
う
井
、
、
、
?



[
町
、
:1
1内

I
i
 

イ
ふ
た
了
)

~ 
)
U
峰
側
、
!

¥
一
一
竺
-
-
L
-
f…
--
--
-
-デ
-
y
-ー
:堕
控
9j

οE
漏
え
ム
両
工
会
.
n
t
.
¥
ニ
斗
粛
の
バ
傾
向
桃
色
/1J

/
字
与
及
C
~
ヲ
ポ

)α
10
失
速
防
I~
祇
調
五
の
最
大
の
白
棟

1<1-
.E
l任
与度
lニ

存
tA
F、
L

1::
.
β
え

tよ
併
の
j
_
Uí

'i!~
，
こ
も
長
く
傾
倒
あ

lニ
イ
主
:$

t.
lの

1仁
f
R
~

4寛
3
エヒ
1.
:'
l/
=-
.. 

当
方
月
の
予
?
樗
ヒ
し
て
Id
，J
L
制
本
h!Z
!ニ
Id.
A
主
A
t
L
1d-
lμ
ム
k
‘弟
活し

し
も
い
ず
れ
ろ
ヒ
史
ゎ
ハ
ま
は
が
~
4
九

61
1)
ク

"1)
1;/

トい
E
拶

i珠
山

結
果
れ
引
主
的
(
，
.
lこ
あ
1守，
!O
，I
I
号
の
各
A
芹
Lよ
な
充
見
L

S
 

淀む
京'
~
&
弔
え
吟
(
¥
'ゑ?
を
1iJ-
.
:¥
tA
s州
愈
ー
ギ
iム
ふ
仇
て
い
3

ユ
や

lψ
滅
的
内
れ
告
と
が
子
令

~l
ð
見
事

lニ
菜
ψ
う
れ
巳
の
で
・
し
に

0
0
0
0
0
ウ

i
(_ン

き
て
I
)，
Y
工
の
S
キ
?
の
メ
主
ノ
れ
よ
め
イ
也
1:'
t. 
it
.i
:.l
{Ei
 
1ニ
I(j.
.'
¥
 
¥
 (
つ
わ
、
の

あ
10
~
ゃ
い
為
札
祐
弘
ー
を
か
'
3
-
九
時

8.
勾

1ζ
25

3t
吟
々

も
抵
¥
)
よ
り
叩
結
果
I
抗
日
二
4
軒
〈
誌
!
!
;
rv

l<
;$

~Á
l)

Cí)
 A
i
A
!よ
主

成
宗
し
議
¥
0
・11
初
主
げ
ラ
ン
k
一
等
P
if.D
J;.
:' 
¥c.か
1-
で
さ
ヨ
L1:
.
c
 

二
4ぺ
|ユ
J'
i
it
斜
面
!
こ
為
広
9b
 r'i主
声
?
ふ
lJ

~7オ
Tく
七う

少し
増三

3守
百
tl
HL
も
あ
1
)
叫
}
iL 
7与
l
j
S
L
L
を
て
誌
が
す
べ
丸
、
村
れ
バ
主
芯
工
ζ
?

合ず
、花
1リ)

8哨n
Þ:成
震
ら
仰

gブ}
~ふ2弘tい

、の
)l¥
房号雲
、
j芹寺h
を
長ヤ
Pり3
ニ
k
が

受釘
4ιι
し口
"l
.¥
川1比乙
jβ土
忍
泌
4桜託
2
主伝
炉
O
d
=
乞
がFι
〈ぞイ
2γ'1ヲ
μp

万
全
£
な
わ
γ
内
iれ
/.
.-
'{
，"
 
0
)
 k
J.l
fi 
tJ
ニ!
ユ

j存
在D

~
万九

ldì
r;
{ 
t'
忍
lι
匂

わ
れ
て
あ
'
}
，
主
的
}
の
払
L
J
b
ニレ
;J
l'
s::; 
2
-
)
，
;
以
J1

仇

ゆ
が
lw
o>
β
万
も
よ
月
干
の
放
忠
11
件
情
ニ
能
μ
咋
間
続
II
て
柊
リ

場
(/)1
釘
弘
知
づ
き
11
tL
為

t
ユニ
&'t
イ
女
川
以
の
叫
し
必
J
C
λ
p

ぐ
11
8
，
者
1f~

l:"
州
、
ヴ
r~

%k
iÆ
バ
お
じ
者

ll!ヨ
悶
伶
〉

議
官
純
一
主
手
同
問
1¥
~'f

 l脅
か
灼
っ
て
\
1
'
刊
と
4加
す主
宇ミ
リ守
つ~

7i
lJ~

)語
、

也
エ
@

事桝
今号
勺
d怠ι王fi

__I
?~鳴
長悶
)'
L!
-苅
lJぷ

1ドL弓
季も

t比
崎
杭
子f

ωtつJ
ちト

1\
f1
内州
奇勃
主羽
丹口
E
吋う
竹7
..
'汁
.司i守弘
。
伺
:
完~
1持~

~~
羽aο

;r吟内I
¥
i主

日--
t札山

しげ川η肉叩
仰号

杭枇
山

3比川
乞州

宍喫
~'

t:
.~

時之
吟愛

け吋
ザ悦

叩叩
屯-

i:
.L

:し
川噂

I防6伐
毛引
イ仕
仕主
i_
_.
r;
;.
イ品
白王
灼
tい
1叩阪
三溝
昆の
州川
3討
i
芳枝
九つ
Z
け
司
弘
e
 

英
明
バ
i
FF
て
ウ
ニ
ド
、
|
こ
じ
司
は
ん
で
外
ら
れ
1、を
j
P~
1\
'ヰ
<1
l~
)'
1J
肢の
埋烹
之

咋
ら
急
仁

I
 I日
寸
-

1
 ¥
<6
，-
ー

f
f
f
h
ミ
境
問
イ
主
iT
庁
仁

一
-

j
 
t
P
¥
，・》
/
J
7
・¥

¥
如
持
/
¥
J
'
湾
1)
引を
l

"
'
-

.
/
 

¥
 
~.

..
 

/
下

総
住
宅
p
d
 
べ
、
守
J

に
G
1

\1
;
問

h-
~手

"
 ..... 
_
 --
/
 I
 
<l.
H
が

|
 イ
さ
i
c
 i言
科
技
ペ
ー

|
 

今
日
ro
n
らゥ
Lで
ら
ta
(?
'
も

-2
1T
主
:ι
一
一
一
盛
皇
整
型
L



B
 

片了
rr
，

鉱
崎
議
轡
仰
o
d'
O
]

イ
ヌ
ー
リ
1)
:
~
l
他
句

X
J
{
く
よ
'
)
党
》
車
約
鱗
j鈎
!
C
 

、~
蜘.

..
.-

.:
:ー

-.
::

:.
.-

哩:
::

..
-官
h戸
、
~
戸
~
戸
山
、
-
-
-
吋
ゐ
戸
間
~
ン
同
て
〉
四
町
〉
戸
亡
〉
戸
c
:
:
戸
、
』
ベ
=
-
:
:
ご
〉
戸
ヘ

縄
J支
え
器
二
の
イ
乍
1)
方
@
 

-
3
私
i
f
-
-一
ー
へ

純今
〈人
，1
-，
?
礼
儀
;
仰
す
lユ
J:
¥
 
1
 ，ゴ
ニ絵
ψ
様
q
斗
ネ
乙
夜
も
昇
左

也
字
句
。
え
η
衣去
五
¥1
十
JF
ど
あ
っ
た
)
草
紙
ぜ
が
7y
: 
1) 
ミ
多
久

ト
ト
ゼ
あ
フ
な
‘
}
し
行
，
花
山
'
[
'
\
不
均
議
~
$
母
、
の
偽
乏
人
々
'
\
'c
:'
(f
l村
i久

手
下
U
んず
j弟
琳
j
ち
秀
心
1
手
の
が

来
ほ
う
じ

\~
I)
#斗
布何

事窓
会持

't
};

易よ

1)
広
主
し
ド
工
務
ち
仔
~
1-:-
Ji
 1
;J
t-
tレ
F
つ.

w
 
t心

¥ ノ
必 ヤ 、

t ， 綾 {

ι 期 一
品 也 t 一

ヮ 付 一

円 時 一
一 敬 一
' 似 市 町 F

八 円

~
 

ご
句
主
務
;
-
-
，
ラ
¥1-
A-
7
 d
7
苛
夕
、
ゼ
叉
Jわて
つ

¥1
の¥
A'
¥之
、
1
字
可
。
死
L
て
:L
リ
¥
の
ち
、
っ
γ7
ら
tれ

t-:
)I)

~，
者
ι
汁
之
\
¥を
t-=-
¥
 
1
 ~
 ;e;
./
、，

=&~
 -~

-. 

(
帯
当
叫
つ
以
上
市
~
\

-z..
'1匂
寸
似
て
~
\
)
 

ま
対

r"
t
)
梅
雄
ヰ
η
て
.
.
南
J
t
に
け
し
?
と
~
)

fi
，
 

.:
:!

二勝
ω

1f1
1.

fJ~
-
-
r
;
'
付
し
託
。
均
守
的

ゼ
表
面
乞
筆
乙
之
、
不
t
J
-
:
t
:
-
姫
も
ゆ
1'
7け

ま
す
。
と
内

B守
桁
ι
純

Jハ
~'
)
初
¥
"
叶
1:
rJ
けよ

う
に
木
k
?
け

t~
，)
，
し
ィ
力
、
1)
押
さ
主
J
つけ

千
す
.

D
 
本
牟
ぷ
行
工
写
ミ
コ
乙
"
説
付
鼠
E
入
iれ
で
完
《
乙
11

¥
 

方
。
工
法
説
け
!
:
)
e
_
di
J:
.
*
-
Z
I京
断
面
併
が
'

阿
キ
今
ま
1
=

1主
主
手
円
布
ウ
め
エ
呉
~
'
づ
け
て
け
ま
コ

~p

B
 

註
ω
g
、ギ称
5
主
紙
乞
ヴ
γイf
1苧ら
品"
c-
-，
7税税
哨矧
)勾
Aιz
〉べ
τぜ
'1択
史桜
総与ιI
7
 

J
 富
♀
常
偽
亀
吃
ザf
脅彰
ι
nボボ¥
'し
はt
従
偽
色
陪
もp
つ
lヴず
?何
1
、
教
宿
伽
力
以
t
 

1
 
i
~第
を
何
苛
村
ぎ
‘
て
心
¥
い
叫
叫

1悦ゆ
判立
恥判1ワ)
穆
桝
1つ)
門附
イ仇
付さ
ゲゲ
九‘
，
1

菌
勿
小
¥
"
‘
、
ヴ
者
ま
t
ん匂

総
(
陵
町
1
¥
?
-
縄
パ
恥
か
ぐ
し
Tとヲ
rf
T1-
i'，
)
 

C
 
ハ
う
ず
表
面
芝
ミ
ザ
、
キ
モ
t
?
)
'f会
j毒
ヰ宇
ぐの
ま呉

川
汗
ぢ
ヂ
ロ
緑
色
ギ
善
計
九

〈
問
題
〉

友山
図酌
叫匂
伐庖
力…
う刊
灼…
スわ
川
lけ
す
/
パ
力
件
山iルレ

ポポ
件1_川F什

iレ
カ制

てt
釘
料
存
‘
)
芋
レ
長t~
.
才
れ
て
ピ
ピ
f与
つ
ち
カ
例Y
先
に
淑
峠
下
〉

α
 
r¥ 
i::
-
存
η付'
2
:
'
し
は
よ
う
カ
か
¥
(
'

守
i卜一
‘迫
ω
非斉
f
括
オ輩 主

と川
の
R帝閉rl
是
強
盈
的
よ
め
う
iド亡
斗し
口て
葬射
射f打r'
I旧
自
e
.
?
汗
十
フ
け
之
支
方
様
挙
伺
号
稔
右
支
iい'
1優
裏賜j秀予
ちれ
さ

くぐ
1¥
吻る
と兆
乞勺
引
Y、
万Vで
が
i
守;
立
1ぢ:。
よ
~
く
工
勝
も
3
十
て
3
げ
は
う
。

(立
勾ヲ
ι
わ丈

ぢ訴
tμいd押

7~吟
号
ふ

く
t計
十
)

多
漏
美
街
イ
後
俄
受
鰐
矧τ句
己
争

ふ
日
日

B与
日

I-{
ヲi
き
枕
ぞ
き

1雷
雨

\~
J~
'
2
た
被
告

l~
中
断
さ
れ
2

l
J
や
ま
~
F
:
。
集
貌
を
彦

t)
~，
イ7
さ
す
リ
合
\
"
た
い
へ
え
ノ
惨
さ

Ç)
J:

.う
Z

‘、

ヒ
勺
で
{
亡
や
ミ
ナ
リ
グ
1湾
土
才
宋
?
ミ
/
5
'
ヘ
務
も
ど
め
い
っ
Z，
寸
7
ミ
7
リ
!
こ
持
丘



じ
コ
時
み

ん万
η
丹
7
1
f
 '1，
8
，三¥

イ
支
え
よ
ソ
u
，.(
ふ
ZA
U

:役
還財

1
易
3;
欠
tt司
i
終
11
s
詞
1e
p
 

/
今
大
の
権
総
も
周
五
内
白
白
。
la

①
北
O
l

d、
丘手

51
3安

lニ
が

11て
の
A
尼

1ょ
のづ

じ
1~
ヱ
経
同
こ
と
。

②
白
川
、

f三
併
W

7.
:'

史ふ
つが

った
イî
~

i-
立J
慌
の
者
ち
込
討
を
称
設

に
L，
あ
般
を
オ
を
め

1:
..
~。

t]
)特
有
lud
，後
斜面
(¥
i1
)

i!"
，p
ヤ'

)t!
l~

ii
ãJ
ゆ
が
成
約

~:
tc
 

⑨
事
色
土
内
の
イ
芝
居
広
三
オ
足
元
3
ユヒ
。

zg
iシ
あり
ま

lf
-.
.ぞ
れ

Id
，こ

の詩
I:

lじ
iニ
昆
b3

持率
~!

.:
の

\I(
犬、

r)
て
沌
特

m
あ
吟
1
s
4
~

，~
ðl

ニrJ
最
仰
良
必
写
力
制
で
れ

カ¥
らで
・
10

lれ
，
1G
il
' ..n..
1ニ
有
d
'1:
61
が
隔
で
rJ
1
4
1Y
1rP
の
払
砕
い
f:.
t"r
r-
7'.'

/
幼
争
1ι
じ
プ
幸
子
併
の
舟
忍
広
告
1"
足立
3Z
i以
，
:! 
0
1
ニ
払
台
lPJ

栄、
;[

，州
、ド

ロみ
れ，

手i
1い

1課
題
カ

I\，，
~q
来

iュ
緒
川
ま

l.t:.
c
法
iJ
、丘

じ
ゃ

\1↑
て

I~
I針
減
衰
も
も
の
!
ニ
7c
う
ヌ
三
島
T
和
当
が
か
/
慌
た
、
川

ま
し
し
斯

~ti
宅
?
信
!
ユ
引

lて
1.1
;1'
1
忠
広
布
，
現
1た
さ
れ
3
落
ち
込
引
が

h

!lL
~ t
Vl
守告
γ
桟
づ
も
ん
が
ウ
純
金
1
.
d
1
れ
入
れ
3
ごIc
.
p
't' 
-1.
11

討
亡

ん
で
し
1;"0

ま
か
寸
ル
~
伊
h
Æ
保
主
訪
れ

I~
~開

会&
11¥
"
山
総
引
を
リ

れ'(
1\'

~>i 
fI

事I
~~

Jシ
夫さ

おい
て‘

、内
寝ヰ

教受
-IJ\
-t 

杷想‘
A像象
恥
t叫
以
向3
も玖反
，

j4
来t

-:-
~~
幻

!~
"ã

 z. 
局
3
t
L

長メ
免
lニ
御
協
力
下
さ
い
J
.
L
 t;_
ち
ワ
Iニ
表
u
よ
I)
厚
乙
作
f>j
L
中
Lよ

lイ
l'
何
c

(言
訴訊E院
l全位
主幻
イモ
吃主
，
t阜年
牝立
が
)
 

幻同
夏土
:尋

/冷
今回
叫
1い
山1叫ふよふ、い、
'6
立土
二
r焦器
jβ
1陪予
1)川
的
J長主
侭
1斗一
廷
1
ド品
釘
3
位主

_t
二

iけイず
川ぺ、

可
1可司可〈

ぞぐ什"~
ι
ヰ札
.
 

一
4
乾
Rた
除
;
ゑ
主
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

方
位
土
俊
弘
之
界

j品
目

?a
tt
sf
生
ll

rt
3~

乾燥
j.

_
é
~
七
年

~_l
1、j

ず
3
t
:
伎
と
同

iニ
吃，
)れ
て

Lh
'~

4，
j
た
育
り
か
に
治
乞
ヒ
じ
が
れ

λ
っ
て
し
~
¥1
守
'IJ
t
て
は
い
ま
ヰ
の
で
l，
，/
ff
析は
二主
務
A
作り
lご
ld
向
土
j
t!.
人。

-
~
.
校
内

続
位
認
la
t主
主
ベ
?
と
¥
1
]
巴
ム
ヰ
む
面
五
九
拒
，
')ど
Ij
''
J1
1(
i_
rP
cJ
))
崎た

け
為
い
ち

0ら
4主
主

t"
~乏
し
抗
告
の
綾
工
系
主
麦
三
明

1)1こ手
E
私
l

今̂
-
t
;
時
間
校
生
1
f
¥
ゑ
11
1
0.
.長々
¥:
..
r時
間
報
量
3.
i
、
的
中
!
こ
珍
し

白校
、じ
/~

1:
-~
のち
狗，
.，
1.
数I

J_t
_l
i"
t1
.
ム子
宮の
P;
l-
tx
.
IJ
叉長
ρ
K
l
l

自
立
主

~1
f
18
 (
7¥'
力、
1)
dJ
 
A午
京
ι
j与
1)
料
。
毛
¥
.
.
，
対
ポ
ら
J1
...
d
 f.
fJ¥
い

¥1
寺
以
内
法
a
長
1::.
-¥
e
1
十
同
I与
え
完
L1
..
千三
いむ
ζ
Yぷ
)

=
-
(
稿
集
絡
会
'
l
)
一
一
ー
一
二
一
一
一
一
一
一
一
ι

即予
F良
弘、
駒;
え，
f，

OB
，母
性廿

、柑
11\
怠
廿
ら
え
中
Á~

Ú)
加

~1i
)ニ
見放
ユリ
ヘ

雷
雨
¥
:
.
.
守
!
加
悦
Ij
T
:
-
調
室
で
し
Tニ。
しず
し;
主主
協
1
ハ位
@J
V¥
材
九
I
多
殺
の

Æì
~ù
1
.
"
ì
確
協
ヒ
い
う
え
さ
込
成
罪
主
恨
め
3こ
り

lい
で"

:!
t呼

~遣
を丈

安定
il

bl
玲
k
さ(
.1
.
l
 
¥
 't 
1:
，¥
'さ
きし
T::
_"
th
ll
!
村
教
も
そ
慌
の
言
説
.1:.

\)~
J1ì

 l_ 
q
 3
 t既
乃

創
設
の
4肘
初
1::.

Iじ
ょ
っ
邸
前
孜

L~
不満

斑う
こい

さい
いれ

た
ν(
総
集
長
)



《

ピ三
1.// - ー-ltJ
V"___ ，:_I下 ~;;:-_JiJ
V /て/c _::-、f 、、常亡 、、r

A 

35 

thv
制
h
u「
料
品
、
、
ふ
や

ミ怠妥"1ミ
守崎議 1

芯必要

臼~

-
¥
 

管
支
均
/
吉
川
域
的
作
'f

ふ
M
詩
句
、
r



ー白
司-
_ー
ーー
ー
・
ー
ー
-
晶、
-司
巴動

4
・一

。3 O'>
 

2
n
d
 
Aザ

城主
窓会
孫

~
多
t
t
)
o
ベ
A

手
7、
、
議
ぎ
ペ
シ
つ

\1て
\t
、ぢ

~~ç
;-
j
ρ恥
う
川
枝
川
め
私
利
用

し
て
励
並
ら
れ
香
レ
T九
州
、
忘
れ
i分
科
阿
川
Jω
争

ギ、
.発
J，

rr
~'

"，1
金
%í
r
'c

-、
、こ

《姥
忘~
hl
て
キ

'1
凶す

~(
乙

iぎ
磁
場

ff
t問
。い

ふ
1)
、
づ
い
戸
惑
j守
、
の
え
ら
撃
か
、
ヤ
r
g
T
[
J
之
i
宮、
f-::-
r;
'c
功
:
a
由
U

}J
J;¥
今
t1
0
，て
?ち
叫
ん
11
，1
1'
[
つ
く
ら
れ
1[
(.
忠
之
1
3'
1'
手
ι行
。
ラ
ド

以
外
l引
す
吃
{
す
¥
む
を
[;
rc
‘，
17"
つ
く
ら
れ
、
守
ら
時
守
口
j
OJJ.
L
母

校
併
わ
っ
ι
凶
之
げ

メグ

3れ
し

T私~シ
o
二》
小鼠
恥
iぱ古
巧汗
れ，
しレ
ぱて
JJJ 
(
 
:舛
吠叉

督和
て
れ
{陀
伐忙
:
掛威
仰;
汁尚f待奪
d〆/

{
ρ少
咲
r

べ穴、、、~に矢
，ベ~

乞バ
百私
恥吐
い門
て悦f須
重鮒
系紹
若仰
伊利
[シ
fじF
♂仇
式
r:J
 
苫
?
 
v
¥、 ふ

~，
 (
エキ
J
I的
し
て
い
れ
弘
、
ど
乾
1
p

し々
て
，
こ
れ
!;f
li;
(1
午
耳
切
を

李
首
イ
午
守
合
Fヒ
め
lτ
イ史
的i
r¥
ι

要
L旦
IC
J
，
ち
も
に
乙
わ
ぺ
る
i会
?"
l匹
。

ム)
t争
匂
と
"
に
つ
い
て
み
2
み
る
と
〆
5
)
，
3
手f
の
猿
mλ
令-
17
¥

~ 
/
ザ
み
憶
さ
O
¥
tミ
V
i
l亡
妥
1)
1干
lし
'2
'
¥
¥
1ミ
そ
う
?
"
す
-
/
7
¥
'
:
子
l
V
¥
I'd
.ほ

ん
れ
て
三
三
ノ
マ
ヤ
¥
9
é
ハ
ι
\
九
ラ
う
で
"
~
。

J
、ぞ
が
t
7j'
'l

〈
?
ク
タ
?1
Fと
a
の

枕
科
イ
川
、
、
‘

一 川 町 山 一

一 い い ゆ ふ 一

一 浮 ょ う 3 』 り 一

一 人 お か い 一

一 九 巴

守
化
、
そ
を
県
え
を
で
、
射
~i
私
、

あ
1)
，
 
r
 
¥.
'ィ
パ夕
、
iず
ら
の
ー
」
ヒ
抑

iす
、
れ
脅
勢
岡
山
手
1)
向
立
れ
て

¥_ 
¥'ヤ
J
え
討
て
旬
。
(
&f
;ι
弁
石
弘
又
{
孝
司
j



¥ 

¥ 

37 

手iれやや夫(

0
4
d
 

4
申
』
、
、
l
i
l
/
/
/



ざ‘
cl/
Y
'

方
ザ
J話
料

、
。
ノ
~

者。ノゲ、
6
Q
Y
I.t叫
ゆ
生
二
喜
多
持
宇

!r:~多J'j
:
 Qi tllfIt~ 
。〆
F
ω
h

~
φ
ル
/

主~fj殺
や

ftぬ
ν平1
を
わ

かわ
1
宝
事
法
詳
述

I
/
t?，/.γ
 

4
5
安

~:jIlI!J'ZY 

0
0
 

F
コ



パ
y
"‘
よ

《
基
肉
、

ηプ
~~

~ィ
iふ
い
交
的
打
者
制
鯨
へ

h

守
利
籾
民

十
概
要

L
議~
W
H

fJ

ラト
?ぎ
手主
主
J号千

1
 
¥
 

ヤ到
す撃

すす
~~

t撃
手
間

¥
 ¥
 』
一
旬
~
'

守朔
!受
業

ゃ 洋 側 イ れ で 於 営 ) 什 州 句 作 F 身 体 η バ W 6 a巴

縄
文
時
代
の
時
期
区
分

前 期 ( 管 理 的 畿 税 )

点 的 ↓ 小 筒 的 ( 慈 原 ・ 上 位 段 丘 )

制 刷 片 石 器 ・ 石 斧 ・ 石 悠 ・ 厳 石

51
0V
て
tl 

鞍
j吐乙

- : : 線 総 混 入 1 1 1 1 1 1 1 1 + ; '

深 鉢

1

1 1 丸 底 ! i l l l 尖 底

中 期 ( 台 地 の 曲 線 耕 )

集 落 化 ( 洪 穣 台 地 )

後 期 ( ・ 沖 積 地 の 農 耕 }

小 集 落 化 ( 低 位 段 丘 ・ 沖 積 地 )

石 斧 過 多 ( 枇 便 器 化 ) 石 銭 ・ 漁 鯵 具 ・ 鈍 繁 的

1 1 1 立 石 ・ 石 様 | | ↓ E l a e - - - 有 類 焼 締 l i + 石 剣 ・ 石 刀 l i v

土 偶

⑥
 
支
記
こ
ア

土 器 セ ッ ト 文 化
土 器 の セ y ト 化

忍 底

せ

~I
土
器
型
式

31」 花
積
下
膚

奄
尾
諸
機
系

晴
ヶ
峰

前 期
w
 
(
.
D
 

h u 心
宮 町 てと
7
寸
才

¥
-
1
 
I
 

精 製 ・ 粗 製 土 器 文 化

1 1 1 1 精 製 ・ 粗 製 土 器 化 1 1 1 1 1 1申

寺 区公 1 i 1 5 中 行

ヌ 安

晩 期後 期

づM
さ
f
え



ヂ
2旬
戸
裟
;
 

イ;~:
:長• .<で
i
}
jよ
も
二
一
…
;
主
持
誠
一
九
関
鞠
鞠
機
1
;
鯵
麟
臨
時

開
ヤ
:

i
 
C
九

、
、
、
町
、
_
-
:
;

>-
て
¥
L
f
，

ぐ二
r

tγ
ぶ
/
之

川ノ
ア

_
#
e
c
r
 

f
/
¥
/
¥
1
 

〉
に
~
ー
一
一
-
J
/
/
/
 

_，
yt
.，
Z 

λ
/ひ
f
ず
-
.
-
#
1
-
41
/)

ノ
f/
t/
/J
'

ヂ
J1
NlJ
政

j
φ
，手、
J

ァ
"
れ
-
)

-，
T
g
 

J
ん
/
う
一
一
一
-
J
L
?ア
p

/
プ
'
-
.
.
.
_
<
:
と
_
c;
/ 
7"
"'
Y 
/
 
.
.
.
)
、
手

i7
""
'?

自
/
土
、
.
#
/
'
，
)

念
c
-
:
-
ア
.
/
¥'
;ニ
ニニ
ニヰ
/
e
相
¥
、

‘
，
A
a
o
.
/
 
/

日

'
(
0
6
3
J
l
 

"'
--
-
.0
.-
' 
_.v
li
/.
之

-:
三ゐ

九 円 。

.. 叫タ



t
 
ト"バ'ぺ
tυj 
を
LP!t'"
ν斗』レ
ν吋1
{悼主

di23fjJ匂
§
汗
=
弓
l}1ド工

3
対

d
季客‘:1は之喜嬰~~:j守害土

ぶ

。
t
l' 
1
 c
 9
き
F

ヨ
す
1
ゑエ
勺
iきつミ
d
，t.
"
OJ!
宏
九
i
f.，之

.. 'l ~ -
:
小
α
し
]
J立
少
J
'
は
と
.
れ
入
必
ず
主
¥
を

ぷ:""J.;
?:jll
:g. 
k
、f}fLa
(
p
干
1
・
，r1/

ゆ
乙
3沿
「
吋
υ
写孟:J..
;
茎
肢
を
/
是
正
J
'3/ 

中
立
を
王
i
?
，
/
‘
r
V
Y
 r
 

‘て
iず
J
舎を
/1
1-

1
宰}'f?)
議
斜
五
千
三
宇
蕊
空
室
¥fJ
=.}-f
I
 

lf'
(
tj'iJ
J
主
計
[
O
_
.
/
V
&
ミ
!
選
?
科
，f..f';t
"
 

!~ 
~
 
、い
/
-
;
?
"i?お
替
が
や
ぐ
e
'
C
-
7
 r"
lc 

ð~l
ス
手

.:l_ß/IJ，
(p社
通
話
、
i
、
:;1
1
?1!
O
諒

，2
 I
写
争
司
宇
哲
三
守
主
ト
バ
，
.
.'.'j e
、ぷ

豆
諸
G
乙
d半
年
t
手
三苦手ヨ
/'x
"l?/
生

字
.t
si
手
川
、
tJ/Y"
込

4
 ・今
y

ぞ
<f，，]
(Iq
 ~て
安
レ
号
室
τ
:主
制

J1-tYJ 
{tf;キ

御宇
Y

t
 ~/"，( 7
t舎
_fJ;

~L'-ff >
1
 

I
c
ミ
主
手
ま
手
ぴ

主
主t~.!./.

，(弱
受

、
宇
;
!
:
r
~
}
占
。
~
，

M
 
寸
4



内 '"。

l不
自
の
忠
死
三
"
と
て

可5
平手
Q
i性
p
t
d
t
p
に
よ
I}
す
匂
?
予
定
土
止
し
た
ヒ
ゐ
'
)
の
，
'f 

業
11
え
7
レ
号
し
T-:.
.，
!"
 
:J
-p
-l
) 
0)
 
寸
ι
う
も
ぷ
'1
む
と
う
こ
さ
'{
J

寺レ
1'
::0

~~
しお
、内
本J
....1
昆
閉
め
1
f
e
.rt
Usi
宝
p
刊
行
な
わ
れ
主

知
姐
幻
以
ι
-
t't

~~
~ 
1ペ
ミ
制
一

ぺ?
小げ
引仁
h川で
叫判々
{峠
叫芋
什叫R貯
桝
俳
恥
E同恥恥
恥耳
か恥
似
μ
L
以ω
.
太μ人μ
ωム

し
唱
右
ゴ
ん
号
、
ます
J9
I川
弘
之
母
子
J]
t;
2
しで
F
才
¥
}
。

~'
8特
長岡

H1
;h

手支
えれ

vfi
司令

s;f
?汁

点、
1t

広
闘
の
誠
意
\
~
来
品
再
殺
的
特
~
t
対
魚
、
し
た

川
作
時
づ
か
弘
之
、
応
t4-¥

\_~
会づ

l判
ト

7
iZ
L;
J1
27
ぷ
7;;;
:J
之
政
グ

ド
/
必
め
い
り
も
わ
十
"
a
宇
tn

LY
)'_

~サキ
(ßrl
ヲ
守
的
問
¥
:
.
r
 

't
，~

九~
~;
，)
よく
j動
JJ
と
お
必
う

~1}
' 
1ν
低

1い
l~

fp
~~
ぺ}
んが
?を
符交

I'[_
"
<
c
堅
守
{

なc
.~

t
，
 t
い
い
札
し
令
市
手
当
l乙
1]
，
I‘
)
利
子
1女同

)， 
¥-r 
}
く
(
島
〈
と
キム
も潟
、
II
す官

野
寿
紛
山
尚
鰍
々
今
~
~
'r
-j
¥-
;:
ぜ(
.
;f
{A
 勾
お
か
軒
人
間
/
干
句
ー
に

ψ
民
心

/J
~IJ
t
古
)
}
 (
 
1.:
-
t
d
¥
、
多
元
め
れ
ピ
ケ
ャ
、
れ
も

l
 
小
時
円
め
寺
レ
℃
、
一

一
)
い
け
か
わ
件
入

7
も
い
む
グ
矢
U
h
J
:
?を
if
12

11
%づ
γ
小
川
制
点
~
S
~

l_t
_
仰
山

j
学
術
!
こ
け
し
導
目
的
~

3~i
 

?ト
私生
寺弘
./
11 
t
弁乙

~~
'). 
.長時
rs;
丸
進
持
J
"1
~
け

lペ
pf
乙
小
川
寺
言
。
初
対
れ
支
え
崎
町
村

1}
 "
-'1
.-/
 
d
 fJ
¥を
わ
111
4
7
1
 3
1 
JW
 
;x
vU
JL
11
;(
:j
z 

ジ
有
刊
を
も
魚
、
在
、
、
♂
¥
'1
l
 
(
私
、
)
片
町
い
川

7tf
こ
ん
で
¥
¥
3
1
J
5
k
 

((;
命事:
ム
44
4h
ぺ
A
土
、
、
L
品
五

!、
ラ議
斗ヘ
'l
.J
..
;り
~
4
0

hZ
11
11
5J
ii
h
介
そ
寒
川
え
ぜ
て
、

γ川
、
く

ζ
件
砂
~
)
乱

L
九



凶
h

U
こ〉

ほ
μ
/
)
36
 

沖
ど
J
J
寸

~
迄
同
\

、
茶
紙
調
査
現

《
オ
シ
日
め
で
?
こ
ヒ
)
)

C1
)
1
ト
ゐ
牢

士
じ
伯
桝
血
1:::

j:
デ旨
不ぞ
まえ

~:
hr

ニ
Z
F
M
き

は%
:1
-.
止ぐ
E
@，N
'O
持
〉
付
与
勾
%
以
エ
レ

手
し
私
。
材
噸
l千
ケ
ゲ
戸
ト
て
叶
約
タ
c
作
レ
佐

の
ゐ

35
て.

-t
刃安
~\
ホJ
i_
め図
句、
らも
わむ
\る

l
 
め
lニ
討
す
。
副
1
)
\'

‘ネ
~天

11乙
な，

て
\13

こと
U、

今
4
二み

時可
1c
t託
く
.
蜘
1)
毎
斡
f)
~
 l) 

(v
あ
~
~
と

fF
じ

〈安
部~
久〉

官
¥
九
日み
J
と
し
て
の
万
U
工具
《キ
.%
¥'
、従
ξ
プ
高
お

わ
び
ヒ
唱
え
ら
色
?
に
キ
後
色
m
仇
¥I"
q，-
1)
み
持
て
ι
に

②
射
し
め
3土
器¥

.J
<-
; 
i'It
fj 
Iit
今
、
訟
の
T，;
...
/
;
、
か

θ
札
7
れ
作
品
。
で
す
，

a寺
A
-
¥
理
手
県
与
え
十
刻
。

訟
椋
|
務
官
接
L持
久
で

す
.
訴え
，i
P
4. 
乏
れ
帆
l之
グ
/
f
r
"
汐
点
、
ム
ネ
の
砂
サ
k
都
63
附l
-J
.

手
持
糸
砂
り
あ
ふ
が
い
心
れ
ず
，
こ
の
ム
Z急
成
札
前
X
診
に
札
dト

喝
り
挙
レ
九

~I
，，

:戒
Á
-(
.ば
す
地
t
.
.
-
I乏
るム
:-
&-
't.
 
1
.
-
て
~
む
ら
~
L
い

る
す
.
犠
千
ぱ
.
ム
ユ
ぷ
:
け
1J.
i.
-の
勺
引
イ
〉
忍
'
{
;
-
E.
 
}毛乏

...-
(~千

tυ
ι
う
⑮
ι
ゑ
ら
に
め
げ
"
.
Q
~u

 t
手
.
銭
l主
的
係
の
庁
λ
ぬ
乏
の

ん
め
φ
診
の
じ
だ
が
れ
'i



ι』 中』

(時
K
よ
I
)
 

7
領
支
持
、
i

彩
会
正
視
制
|

愛媛
IJ
1本
来
i
内
被
弘
作
業
海
布
~
J
l

怒
号
友
徹
η8
枠内

f
ヴ
パ
制
作
イ
主
的
対
あ
E

O
宅
、
‘
ふ
り
章
容
む
わ
:
叫
-
:
:
;
1t) 
')
付"

"ム
1l
"l

~ゲ
k

fを
μ
k
T
d
咋
}
1:. 
') 
¥
 z
.
存
叫
ん

q
ヲ理
墾
J
戸
、
/
長
弘
ι
¥
t
 

い
3η

〈
‘
~
~
え
は
け
が
'
)
l
つ
い
て
、
河
内
靴
¢
が
kμ

~
 ，
)管

制
\l-

~\
ry 
¥
 'h
品、

1A
亡、

~，
\7
 (
 
"
 
'
)
-
{
体
外

考
71

1Q
が
七

ì_t
~l

)合
Jい
ピイ

判定
住之

亡、
1-
)-
w:;え

が
弘
L
仰
い
刊
ぺ
及
、
松
ド
あ
1)
~守

@

得
匂
色
令
v
S
R
句
1
1
-
W為
寸
'
¥
，
)
守
れ
!
匁
仰

い
い
い
れ

I~
旬
、
も
は
?
竹
中
杯
、
叫
ん
と

竹
匂

戸
ヘ
f
士
介
入
、
h
p
v
ス

叫
礼
J
C令
y/
?U
j

私
立
命
倉
:
3

ld
~τ
安
ム
希

14
"1三

kl
/
旬
在
同

~ð
V5
28
i

~
れ
?
参
判

lJ
-
と
こ
に
ち
宋
〈
丘
お

L7
"1

フ、
\)

~ヲ
。
ごす
け
i♀
長
が

日
さ
?
ヤ

\'
-_

;{
)~

f(
)d
す
の
7K

42
ク
ヂ
坊
さ
ん
必
し
ζ
j
ゴ
廓

l、:
t-
ld

1n

i島
官
?
‘
よ
ー
こ
こ
二
国
語
調
巴
-
-
_
.
=
-
~
二
工
三
守
;
;
~
エ
-
以
:
.
_
;
，
:
_
;
:
ニ
ヱ
ニ
ふ
エ
ニ
ヱ
ニ
ι
」
ム
ょ
ニ
ご
:
:
:
:
.
.
.
，
，
~
.
ー
.
_
-
-
晶
糊
蜘
噌
蛸
』
ー
コ
，
.
.
.
世
話
.
.
.
.
.
 盆
旬
、
肉
付
吐
ご
“
一
『
ご
叫
-
.
.
;
.
.
.
.
ー
さ
"
"
盟
-

J
ぷ
718
の
ト
ヒ
P
ぃ
j
ウえ

I
 

可
;
;
~
可

τ
~
 .
 
.
:
r
.
吋
戸
山
吋
一
.
.
.
.
.
.

--
; 

い
~
_
'
_
1
 
γ
一
年

l
 
七
一
一
一
一
--:1

1j
i
ト
考
古
勺
¥
'
、
ゐ
製
機
注
品
k
:lrC
民

色
1~

1o
i 

il~
:t 
17
I洋
旬、
らね
回
出
示
す
よ
う
V

U
 
グ
弔意
;(
宗教
返品
匂，
.，
f:t
見
J
れ
き
は
。
銑
史
jも
1手

f
/
 
腕
:
羽
毛
巾
河
野
村
筒
L

t
 ¥
 
会長
距'
t¥
_て
五七
:r
7'
料、
M
年
l_¥
.-1
;;-
t
バ
、

，
 
'1 
訴¥
't 
tt
t0
 ¥r 
l'
Nt
t.
 ¥
予
防
j
上
引
th
て:
..
.
a
 ¥ま

¥i
 
印
。
司
王
、
《
鴻
刊
立
し

Öl
1:
~V
γ
れ
と

;3
こ
小
:
差
別
℃
為
土
J
角点
3
吟う
て
tt
l
¥1
キ
キ
以
rrてと

1
ウ
:
(: 
¥
 
:" 
i
 
J
 ，)す
す
o

m
u
l
i
i
?
に
1
て
や
い
何
i11
:
州
iぺ
Pt
V¥
J
'v
?
\1

1~
 b
貯
L

m7
4j
iZ
坊
主
将
↑
勺
い
c
訴え
よ
)J
レ
六
玄
関
い
)
到
す
訪
廷
の
電
撃
T;:-

~Q
ヰ~
tι

3
l:μ
1
9
Þ

高
z
i
L
の
ト
ピ
7
Z
\
番
外
線
、
、
三
け
り
ば
~
J
λ
"
 

芸
人
る
ク

I~
J
/
 /] 
本
J削
除
良
%
:
'
完
封
<-
.A
弘
品
が
い
、
長
ミ

見.
)1
.ふ
S
レ
プ
む
と
り
ぬ
か
、
ot
殺針
。
lil
丈
か
ど
‘
j
均
J"-
;
J
ク
ぎ
乱

万
3

♂ナ
lし
こ
れ

3
N!
~立
で吃
培、
、/
持か
、/
長作
手ふ
p-
l1
)

tr
J幸

、、
f!

zj
〈

バ
時
式
れ
色
、
よ
街
、
為
い

i{
安部

1~\
危険

です
剤、

~
J..
A坊
""
"
1"t
わ

をE
11
5n
刊
行
折
、
て
も
悟
p-
え
し
伴
寄
付
岸
全
斗
寸
=
い
う
人
科
fFo

れ
久
?
る
み
問
主
審
ザ
Z
こ
ご
E
島
作
ハ
パ
T
7
孔
ち
竹
w
本
Z
時

比
叶
ゃ
11
R滅
的
科
q
伴
、
読
む
ト
モ
事



*'" c..n 

だ
よ
リ

~
尭
ヰ
ズ
予
併

1::.
フ\
I
マ

-
N
O
‘ミ
7
で
芯
祭
主
奏
法
』
ト
υ
め
饗
完
封
古
今
し
手
し
ち
か
V
をの

魚
、
殺
吋
句
、
待
*
玉
夫
;
伏
72
7公
取
、
!
ケ
フ
じ
よ
主
計
剖
が
之
・
'J
)
之

広
3
ょ
に
η
v
持
づ
か
'1
矛
ι
F
;
叫

マ
之
、
ゼ
q
剰
に
耳
神
i
乙
jす
や
T，
-"
し
よ
う
:
6
¥
。

¥
j
 

匂
(t手
謀
本
の
玉
、
の
一
規

1ご
切
れ
白
引
っ
ぞ
町
一
2
:
"
\
耳
~

J古
!
之
~
I
Î
F
-
'
:
:
'
-
い
ご
材
五
十
L
国
語
¥
~
込

t
z
奪
下
二

r-
tt
'
J
省
令

h
げ
を
(
ミ
ト
可
。
ニ
オ
tl
手
玉
fr
=-
il
"i
と
J
し
す
ε
宮
}
伶

舟
ね
jz
を
そ
う
ち
¥
1)
¥"
 
?
t
ゼ
込
ゼ
勾
毛
に
吋
叫
す
。

来
、
主
夫
(I
t
かに
i宇
白
て
ゆ
明
司
王
、
(
引
く
〉
勺
ー
骨
巻
町
私
有

売
の
按
t
よ
く
イ
与
え
た
柄
引
寸
、
t
d
め
(
:
.
/
~
プ
ヱ
取
刊
号
，

J

;//弓
f

l
 

¥
J
!
ー
ノ

川
村
民
、
金
持
出
ド

味
本
、
3干
f干

~
一
一
~
ー
ー
-
-
-
."
-.
..
_一
一_
.-
--
一一
ー、
-_
一一
-一
_-
-ー
ー、
、、

，'
0
 i!
J;
キづ
;れ
(T
'
，A
:f
1
)
~
之

iえ
rJ

:3
、

1
 
，~

?イ
ト
3
の

7匂
〆
、
二
ふ

"'d_
~そ

12
4-

vえ
j
 

j
 
〆
借
対
は
う
て
1

k
a
w
j
 

ト
《
も
え
人
11
替
し
飾
品
け
ニ
バ
ι
ぃ
女
子
手
(

い
コ
空
位
ど
三
世
;
芝
生
'
)

~タ:
Y'

~-
-ß
<J
柁
め

F担
問
符
一

ρt 
f
 

♂
;F
TJ
;:
庁、
)

"-
..
J
L_..
: 
¥
ミ
ジ
¥
.
'
?
乙
/

ぺ
こ
と
て
一
定
J唱

し
_
_
_
j
し
)
引
し
ゅ
Fo
IJi

L
3
[
j
-
崎
。
問
何
一

宮
山
退
~
1.
;を
泰三
?毛
w

?主
政J
1

と
/
)

/
 

φ
〉⑤
(:
ヨう

神春
、
11
い
よ
籾
闘

がU L
 

~i
千川

1\
1e_ 
.fr 
1
 ¥
 灯、長
:泊菌
.
 tトいA
ω川

μ
¥
 L
アヨ
3
写

芸
宮
本
耳
仰
の
好
著
3-
Z人



>
g
 

~
l
1
ン
」
3

イ
希
子
:
}
'.cJ 

\ム
4p

L:
斗
行
~
，
.
Jt 
4
1
 1~

\ 
t
ど
そ
ぉ
45
dy
〈千
11-

玉
川
、
芳
野
~
♂

?i
J7
;t
hi
Lぅ
持
:
話
、
ゎ
符
廷
か
)

~J
ヰ~\

dt'l，
づ~

..
F-
-'
f 

?ぞ
J5
2〆
!μ
長巧
i〆
1.J
7
刻
ハ
!
号
来
;

~\二
11
許
可
乃
ザ

/
勺
/
ゐ
-
.
...，
.
r-
: 
..
..
刊

ゾ
V'
"'
)
'K
.
:
j
f
-
:
ノ
問
必
ヒ
沼

山
(
む
)

ご
Fj
?持法
c:
，l
全長
~特
ifrl
¥.
(1)
予約
2;
匁
予
/
乏
?
ん
;
.)
t.
./
史た
弘之
1全

土J
;
Z
こ
lI
i
μ
と
J
"Z"
_1t
lゴ
n'
-Z
ま
1三
島
崎
0¥
右手
込』
品
T
a
Y
3
守

?会
lZ
24
ぷ
-
j!
'¥
対主
や
¥1
づ
?
/2
0ι
ι
7
J，
f
〈工
J'
!段
い
た
よ
(c'
"12
:¥

f~'
五
λ主

][1
:
守
二
三
よ
ic
守
:
1
.
づ
;
白
汐
，
、
守
主
J
ご
っ~

 
_，. 

:.
/ 

".
' 
;
;
.
"
円

J1
1
同
町
小

t~
j 
¥、
?>
、
1J
;i
づ品
工

や:
~~
LI 

~~t__
 ~i
ヤ!
本

T;
~rt十
台ゴ
沼、
ト

~
 
/
'
、

??
fl
Ft
〆お
:'

~ [.
> 

tt-~
J 

~ i
0_¥ 

-~/
 1
ケJ
 

r
A
K
守
，
i
イ

ベ
~
'
I
，
-' 

1
"
"
 
w
、
い
司

令
'I

!
耳、
-
T
t

じ
~
.
/

少
人
と
の
こ
弘
吉
秀
弘
乞
Ji
~
ι

f-
'1

1)
わ
ι

\~f

戸
J-タ
接
的
;
0
j
を
制

Pl
レ
芹

~-l
t
 ki
炉
杉
手
レ

'1
川
~
__' 
~.
1]
、づ
カ

1J 
1) 
，1そ
妥レ
「
;
(
Z
a
r
f
M
フ
仁
川
守
党
j
刊
行

c

¥
 1め

i-~
キ

6i
ui
議
長
わ
も
の
沢
A¥
バ
ジ
〈
ベ
ィ
惇
金
v
ぴ
も
正
:

シ
た
ォ
、
の
マ
τ，

，'， 
〆

4l
刀-
-;
'，
¥r
¥'
Z.
/¥
 ¥
 .~
ぺ

:i
_'
、~
;持

リ
?
し
iz
ァ
、
、
L
.
/
¥
¥
 .
 e" 

C~ 
，"ì
本
I
T
:
?
J
ち
キ
)
!
ヲ
~

~f 
:'t

~ 

あ
ヰ
:
)
率
良
ffj
J7
什

、h J J も 」 '
l.
' 
i.
:'
" 
"
‘
戸
一

一
零
J

-
イ t-. ¥
 、

井
づ
小
乙
、
1
づ、
1
F
11
mH
ai
 k/
し
て

弓
1る
が
が
手
:
!
:J 
a
 

，1.
.."
、

-r; 
...t" 
;.， 
_， 
l
 
，，
" 
.
 

ハ
ソ
.

I
 
._
_，
/ 

-~
.-
t.
._
._
J 

/
4
1
t
L
:
i
t
 d
 
ji
仁
j、

?手
続
J
主
75:
?;
守
れ
v
;
 
，-

d p y a ¥  

イ ιケ J t J T

J 1  

八 川 崎 い は

府 内 ' n ヴ

パ M U

一 Q d
J  

一 ( わ ん

… 什 パ ノ ρ 勺 ペ パ E

P i l i - m M V  
ウ
"
"
中
シ

手
/
寸
芹
J;
f
と
れ
/
す
剖
f;
T1
32
1-
IL

二:J，
l
l
-
~
~
 
:.... 

..
..
~.
--
-

フ
ラ
/
 

/
 
〆
/
，

P
照
明
栓
t

ぬ
'1
ぬ
い
け
ネ
コ

マ
ュ
寺
r.:r
r 
/i
叫
It
同
tt.

ヤ
ち
掛

よ
れ
住
7
t
:
t
よ
¥1:

1
‘
~
守
防
K
ネ

ピ
3と
C
)
f
C
J
工?を

之
3
れ
ニ
言
~
" 、} j r J 4 /
ル
f i l ¥  

ホ
ヰ
奏
、
2
7
A
U
え
会
[
り
を
;
;
>

手ご
・.
"_

~ ~
~W

も
ト

ー
一
一
一

"
'
'
-
.
，
.
科
;L
Jサ

t
ぐ'
い、

、 、、
~
、
川
、
ー

し
~
し
一
~
(
、
-
-

、、
、‘
"'
--
--
ー.
_.
.一
一円
ム
ωー
ψa

噌~~
.

_
.
:
.
.
-
-
.
_
-
"
.
.
.
.
.
 
~-

~ 
__-
<'"
 

で
』
一
一
回
ι
一一
--
f-
--
""
'_
__
一
一
一
戸

『帽
崎、
個駒
田四
時_
-ー
~町
、ー
ー甲
』ー
ー
ω
句
γ
旬日
目-
-r
.円

h
岨
-
吋
'

メ
1

法
t../
.町
、
「
一
戸
~

(t
> 
J.
込」

Jづ
/
グ
/
プ

z

う-
--
--
-.
-'
.-
.-
て/
(
 ¥
 

<J.
~";

i 
X
.
 ~
斗

i
一一
戸

--拘，
-̂
 
I
 

;人
j

弘
主
tぜ_
g
¥
 

rγ
ア
甘
ア
ア
7
討
対

¥
一
-
山
jι
F
三可
也、
一
'
主
九

テ
2
3
ラ
43
4J
fb
JJ
こf
:E
7M

ト
ア
弓
白
一
、
~
ノ

>
t
-
e
、



恥
疋
丈
日
手
.3
与
え

/ド
¥11
本
寸
町
ふ
"
.
，
ギ
ス
ガ

;;
_'

<-
.ホ

I~
や
ま
を
一
金
武

ペ
‘
芦
三
竹
一
、
、
f
八
。
舗
で
“
可

ス
必
E
5
u
v
z，
rf
tL
Y¥
11
JE
芝
革
命

ヰ
右
足
早
才
女
の
で
ご
ユ
セ
.

営
乱
た
サ
玖
3
たき
栄
一
小
ヰ
均
三
EJZ
3き
;f
iJT
 

Z
乙
手
ι
く
.
¥. 
>
食
く
者

七
十
人
ぷ
:b
Hj
L
七三
i

τ
て
I
11-
1
:
;
交
:
立
誌
.
II
ヒ
ご
ご
:
¥
将
?#
LL
}7
1F
4-
J

腕
炉
供

ι了
。
回

Iな
で

í
E
H
で

~I
rt'
;rを
き
に
ぎ
5
山

l児
三五
、主
J土
先
生
ヨ事
..
:t
.. 

~
ー
ナ
じ
と

11
1

ー

jJ
側
五
有
料

!
殺
生

5布、
-il

1
鮫

.79
くの

伝考
-}

tt
:~

\九
守(

減飼
わ

れ
る
修
危
壬
t
Y

41(
開

Il!
Gう

7レ
、足

ケ心
停滞

:r
~t

1ì
微様

1体
tR
-'
1

3
の
lT
月梯
d
阪l
，-
"t
-
¥
 

\芋
1
.
7
~
レな

ぜ
7孝
弘ι

11
.憐
号(
吟

"'Ð
/
ち
~

t/
~ ;
;
.
-
Z
;
;
‘
恐々
砕
す
号
番
手
抜
山
ω
久
t
-
l
¥
行
，
し
旬
。
z

矧
飼
い
7..1
'1
rJ
ル
吋
i
針
18
"'ii
聞
き
彰
M
ニ
川
ι
砕
機
も
i

雄
が
昨
~
\
~
~
、
ヴ
v
\
1
1
・
件

1シ
11
j
:
.
母
娘
線
局
!
刻
表
M
芥
1
b
i

手
/
日
寸
時
折

e~
イ
れ
匂

3こ
W
て
司
容
を
わ
付
@
μ
1

う
ー
ん
片
手
法
向
日
左
え
吃
乏
-
i
.
，1
手
吃
，
グ

讃
盃
.
@
O
)
八
道
LK
Z動
か
ハ
入
品
L
}
7文
句
:
玄
Z
く
よ
j
名
寄
た

、tヌ
チ
ち
学
工
レ
三
二
、
一
、
、
主
犯
1
T
l
 =a
司

p

f
2
3
2
2
.
 

護
主
い
人

子‘
¥
)
 /b
"l
l1
 iJ
'-
5ザ
先
議
主
u

)
 _.. 
LI
捻'
(_
.
(f;j
 
0
)
 -ch
'
や
ミ
/
思

午
へ
か
じ
大
1
'
&
-
:
之
本
屈
を
(
三

ノ
J
氏
主
。
70

k~
余

fご
v
 

f
ぷ
)
;
号
、
ち
を
う
で
'
O
!
.

~\
ぇ

、叫
r
J+
: 

~~
 

ゴ
み

k~
白も

弘え
やた
汽討
。ベ

h
て
き
引

T

:2:，
11
交五
千
j
"，
才
ニ
ピ
対
二

マ
1
寺。

引
が
す
岱
弘
毅
μ

J入
、
コ
長
ヒ
夏
、
1
~
A
~

足ご
h
弘
、
自
青
島
先
ヒ
ぽ
7

2
ペ
エ
ー
に
世
〉
く

1

i
 J
 L
-
i
 
I
 1
 J
-
ご
の
ピ
魚
で
・
え

円 以 で け で 吟 は ム 一 戸

章 一 体 太 当 / 』 行 く 淀 川 ゆ

q f ぺ 南 町 向 山 台 占 a d、 ー は の H F 4 し η ，ト

唱 没 者 内 的 誘 均 5 4 i

み の 払 ι 枝 、 去 を 拡 た

い 待 は レ が ' 令 官 い き ο 洋 佑 .

ど っ セ 付 カ 命 恋 写 与 、 は

ト レ 、 7 イ 括 主 亡 心 札 ょ っ

セ u h d 〉

ダ

雪 ニ 町 山 口 汚 何 気 フ 1

H A円 安 仁 附 川 、 ら て よ m A L :

造 元 η 6 4 4 魂 寸 A i

a a f 娘 三 飽 き し 明 八 日 市 ぜ 唱 。

L 市 川 w m J で ? 。

第 域 外 山 九 件 待 合 十 J E - -

同 小 G M M札 一 小 符 ? 之 け る '

寸 N m F { t A - 校 ぽ 仇 M M u m 削 」 1 之

官 h 凸 い し 核 巧 6 1 h き 之

岳 町 j r づ r ¥

>t
>-
h
斗



ι』 0
0
 

箭
動
支
(
え
え
人
l与
J

中
J掌
の
ヒ
&
t
_

色
袋
~
;
i
と
さ

_/
J¥"
d
缶
q
_
A
'
L忠
ぃ
込
ι
ゐ
校
入
感

一
十
日
白

綾
.
喝
じ
が
〈
此
A
ザ
L..
...
.
入
り
、
人
丸
等
合
あ
る
J
t
.
_
ム
立
ん
の
ど

4主
主
高
る
妥
L
十
兆
鉱
It
4
 Ju
 
L
 1. 
"" 
1-:. 

t;
長
ず
い
た
時

I~
(，J， 
4
 -:j 

5手
の
L
I
~
入
ヲ
吃
山
手
し

7-::.
• 

~ゑ
故姶
式1
:1
;:
与丈
の怠
輔、
I(
J-
)千
舟

f/~
!;
(/
o-!
Ri'i
'"
寺
子
え
)
で
レ
ム
，

--
~，

\\1
余
私
一
一
(
凶
旬
?
夜
干
\
同
事
、
)

ん
ヤ
イ
存
も
古
件
〆φ学、
bル
川4

車ιJ
い牽
tf
._
;新
踊
i
t
存肘
句!
雪
ヂ怒
絵子
戸川η叫
ぜ
戸
よ
Jβ
♂
す
ら
葬
態
恥/
1)灼
J汁内々
旬ウ
ι
話
iγ
，
 

rム多
1/'γ-
-ぺ‘1繋
畑雰
lνノ人
ん
/
1
)
ギザ
;
い
1わラ
Iれう
1)
汗す
れち
外4
女
句が
がfγ伽
h忘£
1斗
平
'
1
't'
;，μ、
式え
う惇
空
率率
J肘
約
1門ヰ
叩 立

一穴
が?

杯、
行;i
汁
す
村
笈L:

，考恥
与つ

\~
-汀f川

}川
1-

~斤
サ管

れガ
芦渋

巴窃
々が

可
f炉移

7芋丈
ルレ
寄駅
貯1
:'
守
17
(
 
1"
主

324
、
t
与
え
刊
行
1/'
!
さ
し
仇

州
、
レ
パ
し
中
J
7
レ
7
汁
7η
儒
ざ
ザ
ヂ
カ
バ
1
m
も
字
二
七

nL
~

二~
"1

.去
れ千

，;
..

f1
)
 1. 
f.
.-
やち
μ
じ
っ
℃
弔
司
令
・
し
ら
ュ
。
ヤ
ゥ
ミ
L

ttl
 
v.λ
r
1
手
枠
内
ド
ド
11
1
i珍
寸
ι
レ
手
伝
;
A
J
7
4
fぺ
開

1製
作
2
5
t
主
し
"
.-z_.
 
¥
 ¥
亨
?

~者
劫
3そ
すザ
l
1
F
R
d
k
v
j主
ノ
る
凶
行
セ
Jij
t7
止
i:

~fì
併
〈
し
い
寄
託
が
島
/
合
乞
げ
ず
よ
け
が
れ
れ
沼
、
亨

'2

it;]
 
;
名
手
滅
容
ff
_
久々
与
〉

44
村
;
反
攻
じ
い
沖
14
br
I
珍
斜
i二
/
つ
¥
、
2
9
v
A乏
朽
，

{
三
グ
¥
¥ゴ
1j
、
昨
悼
の
45
{r
pt
)
告
を
乞
7左
ん
t
:
:
_
"
内
プ
計
三
ー
や
li
づ

Ll
三
。
子
則
合
i
く
令
長
へ
〉
、
:
;
0
T
L
J
そ1
¥
jp
.J 
f~

 t
 ~-1

1宇
を

~J
i¥
、す
1

17
bA
Zi
を
7
・L
モ
引
;
佐
世
J'
)
l
代
入
，
?
l
Z
7葬
!
こ
た
〆
佐
lτ
券
jjU

1
2
j
F
える
J
う
i二
ら
1-
Z
 -v
b~

 I:d
興
17:3t
.
t
 
'係
却
し
さ
し
た
p

オダ
子
内
Tす才
の
υ
f初句
ρf
込主
ゑゑ
令
7ア71
合が
杭1川て
台
4タ?
台芽
グ引
、
d足
三争
働戸
!仁
二壬
乏
;
 

企的
九7九ヴ
7?

~ぞ合弘
?むねグ

の1、
味!
段主
J陀返
込
v
_机
仔引
iト_.
__.三ιエ
1れれ
ふ
いれ、
す
{仁U二
ジメ
タ小
夕引
lに亡
1
 、'f-
:.ι，一三て:L:

7子1
手払
1
t
j
;♂
ヲつ
寸1札
4
 



-4土品工中LWγ妙

hv

制zdψ多イ
Aノ?-列車台ゴ

/'/，

/J¥ 

Ji

レじγνレVVU11
; 
; 司@ザム

dF7@eLt 

; 
: tJI--

カ
'ζ
雪〉



h

，也、ii
i

、‘、く

声
。
岡
、
議
?

4

0

4

問、、一
-
d
@
一〆

C

A

b

J

 

J
1
i
l〉
/
串
也
、

伊

守

50 

iu¥itdI 

ょ

K
u
-
-、}



筏遺跡の調査とわたし

一 _11筏遺跡.nIV (1986)より一一

筏遺跡と私

小川村文化財務議委員会委員長松本 史

筏遺跡については、大正の末期に栗岩英治先生を

講師として、坂井典敏先生や金井喜久一郎氏が中心

となって誠査したことがあり、私もお供をした。沢

山の遺物を発見して人々の注目を集めた。その後村

の考古学愛好者も遺物をJ屈り出して喜んでいた。

昭和二十年代、信濃史料編纂のIlわ1(111争光一先生が

調査に来られ、私がご案内した。縄文1=1:11坊を中心と

した遺物の多いことを指摘された。そのことは信濃

史料第一巻に出ている。

昭和田十年頃、上水内郡誌の考古調査一行が現地

を踏査され、また公民館に保管してあった遺物を調

査され、講師の森I~[る稔先生は重要な遺跡であること

計られた教育委員会のご尽力の賜物である。謹んで

敬意と感謝の意を捧げる次第である。

筏遺跡に思う

前塩沢区長ノト林光良

二三年前に筏遺跡の事で分館誌に知れるだけの事

を書いたことがある。筏については子供の頃古老よ

り度々伝説めいた話しを関かされたものである。そ

れはアイヌ人が多く住んでいたとか、 JJI犬が行列を

作って登り降りした等の話だが、 yJJな心にも山犬は

兎に角土器片を見て万更ウソでもない様な気がした

もので、ある。

ところで測量より今年まで五年が夢の様に流れて

了ったがその結果は正に一喜一変の連続であった。

今考えるとつまらぬ心痛をしたものと苦笑せざるを

得ない。“共に掘り又学び との団長先生に従った

多くの人々は一様に遠く縄文の時代を偲び、そして

出土した貴重な資料により最初にして最後の体験を

を指摘された。また発掘調査の必要性を強調された。 し学び得たものと思う。たゾこの作業は経済効果の

森111烏先生によって点火された発掘調査の燈火は村 乏しい又実に地味な内容故万人に向かなかった事は

人の心の中に燃え続けた。もう i一年以上も前のこと

である。私が教育委員会に出ていた頃、発掘には地

主の諒解が第一と発掘承諾書を頂いたこともあった

が空振りに終わってしまった。

その後徒らに年月は流れたが久保田耕平教育長の

時、いよいよ機は熟し準備が整って、待望の発掘調

査が行われることになり、団長に森嶋先生、主任に

児玉卓文先生をお迎えし発掘調査団が結成された。

忘れもされないIli'H口五 1-七年七月二 1-九日感激の

発掘調査鍬入式が行われた。席上森嶋先生は「発掘

については今は亡き楠恵教さんが長い間非常な情熱

を燃やして、常に私に強く要請された。また此所に

おいでの松本史さんも毎年の年賀状に、“今年こそ

筏の発掘を……。"と書いてよこされた。それがい

よいよ実現されることになり感J慨に堪えない。」と

のお言葉があった。楠さんがご存命だったらどんな

にお喜びであろう。

着手早々、森JI(高先生の見当通り縄文中期の住居主Ilこ

が何軒も発見され凱歌があがったのであるが、また

全く夢想、だ、にしなかった平安時代の住居社も発見さ

れた。瓢箪から駒とはこのことであろう。

かくして今年で四年目、学術上貴重な成果を収め

られたことは誠に感激の至りである。

これ偏に調査団長森嶋稔先生、主任児玉卓文先生、

事実であり付け加えなくてはなるまい。調査が一応、

終わったとする今、振り返ると最初の意気込み程手

伝いの出来得なかった事に後めたさを感じてならな

い。幾人かの村人が今年で土器掘りが終わったそう

だと云う話しを開いてそんなものかと思う。尤も土

器等の出土により解明とするなら止むを得まい。ど

うもこの私には調査が終わったとする実感が沸かな

い。その為八月過ぎより数回現地を訪れているが多

くの人が見学に訪れた跡があった。山々又木々が四

季を教えると云うのは本当だ。落葉が舞い木枯の時

機となるとあの酷暑の発掘作業はウソの様な気がす

る。山の端に作み追憶を走らすのだが、ここで私は

恵まれた現代の人といえどもーと皮剥けば縄文時代

を遣しく生き抜いた人と余り変わりがないのではな

いかそんな気が沸くのである。終わりに晩年この遺

跡発掘に執念、を傾けた楠恵教氏、松本史氏の功績を

高〈評価するのだが、とりわけ発掘を呂前に他界さ

れた故楠氏には此の成果を報告せずにはなるまい、

そして成功揮に調査を終了せしめた調査団の諾先生

方又村当局のニー努力に対して心よりの敬意と御礼を

申上げて止まないものである。

父と遺跡

塩沢区楠 洋明

大学生諸君、塩沢区長さんはじめ地元の皆さん、小 私たちの地元の者は、子供の頃に、親から筏には、

中学校の先生、生徒、児童その他ご協力頂いた多く 昔の人が住んでいた証を示す土器が出ると開いて、

の方々のお陰である。また常に周到な準備と運営を 足を運んだ記憶のあるものも少なくないと思う。
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そして幼な心なりに、このままの状態で放置され、 筏が療の思い出

俗にいう、あらされてもよいものかと誰しもが思っ 小川ノト学校 6年徳和一男

ていたであろう。 ぽくは、夏休みに、筏が原に行って、生まれては

おりしも父は筏ケ峰の歴史に魅せられ、三院!日顕 じめて、土器を発掘しました。どうして土器を掘ろ

と並ぶこの筏遺跡発掘調査に想いをよせ、この調査 うと思ったかというと、友だちにさそわれたからで

の発端ともなり得べ〈、役場をはじめ関係機関にお す。友だちがたくさん行くからぽくも「行ってみる

謀長いにあがっていたことを思いだします。 か。」というような気持ちになりました。朝、学校

父は奇しくも、本調査が緒についた昭和56i'f三の春、 へ行き、マイクロパスに乗って、塩沢の方へ行き、

基本調査に森嶋先生がお見えになる日を目前に病に どんどん山の中へ入って行きました。途中で、はそ

伏して、病床より、地元の区長さんに調査にあたつ うの道がなくなって、でこぽこがひどいジャ 1)道に

ての段取りなどのお願いをしておりましたが、それ なりました。みんなで騒いでいると、向こうにテン

から間もなく現地調査におもむくこともできずに他 トが見えてきました。パスからおりてテントの方へ

界しました。 行ってみると誰もいませんでした。 1)ックをおろし

ここに昭和55-56年度に亘る入念な予備基本調査 て友だちの後をついて行くと、大人の人たちはもう

をふまえ、昭和57年度からの四ヶ年に及ぶ筏遺跡の

本格的学術調査が滞りなく実施されましたが、これ

は偏に村当局、森11¥鳥調査団長をはじめ、地元塩沢区

及び地主の方々の御尽力の賜であり、又、このよう

な財政の厳しい折り、村当局の御高配により、本事

業が、着実な成果を挙げられましたことに対し深く

感謝を申し上げる次第です。

情熱に燃える調査団長の森嶋先生をはじめとする

調査団の先生方、そして学術調査の所以とする地元

小・中学生を中心とする各所各層の皆さんのあの炎

天下での正に汗の結晶として、筏遺跡のほぼ全容が

解明され、平安時代の住居祉の発見に続き、縄文時

代中期の住居祉が次々と数多く発見され、これと並

発掘をしていました。ほ、くたちが発掘をする前に、

大学の先生が発掘のやり方を教えてくれました。

ぼくたちは教えてもらったとおりに、こてを使っ

て土をけずりました。一人はけずって、もう一人は

運よというように二人一組になってやりました。三

回ぐらいけずった頃に友だちが「あった。」といい

ました。大学の先生に見せたら本当の土器でした。

ぽくはほんとうにあるんだなあと思いました。ぼく

は絶対に見つけるぞと思って頑張って掘りましたが、

なかなか見つかりませんでした。すると、また友だ

ちが、「あった。」といいました。先生に見てもらっ

たらやっぱり土器でした。どうしてぼくだけ見つけ

られないのかなあと思いました。は‘くは一輪卒押し

び出土した石器土器類からみる当時の生活文化様式、 をやりました。みんながけずった土をのせて運びま

文化の交流などがひもとかれたことは、感慨深いも した。一回目は意外と軽かったけど、二回目は友だ

のがあり、また、この調査に携わっての体験で得た

ものは、計り知れぬものがあるとおもいます。

この貴重な文化的遺産を、自然、開発等と調和の

とれた正しい姿で後世に伝えることは、大事で、ある

と思います。出土した土器石器は歴史民俗資料館に

保存展示され、住居祉の保存についても検討が加え

られておるやに承っておりますが、地元のー住民と

して筏ケ峰三院IB蹟とこの筏遺跡の歴史的二大文化

遺産の活用をより一層高められ、ひいては村の発展

の一助となることを念願せずにはおられません。

今は亡き父も、草葉の陰で、さぞかしこのような

すばらしい調査結果をひと呂みたかったと残念に

思っているに違いありません。ここにあらためて父

に代わりまして、関係当局、数多くの皆様方に厚く

感謝を申し上げます。おわりに本誌編さんに際し、

このような機会を与えていただきました御配意に対

し心から厚くお札を申し上げます。
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ちが、ふざけてのせて山もりになったので、ヨタヨ

タしてしまいました。でもなんとか押すことが出来

ました。

お昼を食べて、少し休んでからぽくはまた一輪車

で土を運びました。だんだん土を運ぶのにもなれて

きたので、「少し多くしてもいいよ。」と言ったら、

山もりにのせられちゃって、仕方がないので運んだ

ら、大人の人たちが「すごい、すごい。」と言いま

した。ぼくはてれて一輪車を倒しそうになりました。

でも倒したら恥ずかしいので頑張って運びました。

少ししてから住居あとを掘りました。すぐに土器

を見つけることができて、ぼくはうれしくなって一

生けんめい土器をきがしました。一輪車押しもやり

ました。

「終わり。」の声に、後片づ、けをして、テントの方

へ帰りました。きれいな水で、手と顔をあらって、お

わりの話を開きました。

マイクロパスの中で、パンや牛乳をもらいま L



た。ぽくは、おなかがすいていたので、すぐに食べま

した。ぽくはパスの中で発掘は意外と面白いなあと

思いました。できたらまた千子きたいなあと，患います。

いかだいせきのはつくっ

小)11小学校6年宮野尾隆光

夏休み中にいかだが原のはっくつがあった。ほ、く

は、そのうち三日間行った。

去年も一日行ったので、だいたいは、分かった。

はっくつの先生もぼくの事を知っていた。一日自に

行った時は、小学生は、ぼくたちのクラスの人だけ

fごった。行ったら、すぐに、ほらせてくれた。去年

ほど土器はでなかった。でもこくよう石が、二個ぐ

らい出てきた。お昼を食べてから、去年行こうとし

て道にまよって、行けなかった近くの池に行った。

去年、すごく苦労してけっきょく行けなかったのに

今年は、すぐに行けた。

ニ日目は、四年や五年など、たくさんの人が行っ

た。その日は、平安時代の住居祉をはらせてもらっ

た。ほ、くのはっていた所から、黒ょう石がーっと、

土器が出た。そのうちに四年生がはっていた所から

おさらが出てきた。先生が来て見ていたら、「これ

は平安時代のおさらだ。」と言っていた。その日は、ほ

かにも、だんろのあとのようなものも掘り出された。

三日目は、いかだいせきの説明会だった。その日

は、小学生は、ぼくたちだけだった。説明会と言っ

する事もできません。多くの人の参加があったから

できたんだ、その事を忘れないでほしいと思うので

す。発掘をして、多くの人たちと、学んだり考えた

りした事ーもありました。小学校六年のころから現在

の自分へとだんだんに自分が大きくなってきました。

心が広くなってきました。発掘の仕事が、やだなあ

とか思った事もないわけではないが、自分に似合っ

ている仕事だなと思うから、最後までやってみよう

と言う気になりました。やる気になって実行するの

は良い事です。ですが人間は、計画しでも実行せず

に楽な方向へ進んでしまう。これは良くない考えで

す。楽をして良い事に合うはずがないわけです。自

分に勝つ事が大切だと思うのです。これは、すごく

大切な事です。自分に勝った時に見たものと、負け

た時に見たものでは、同じものを見てもちがったも

のが見える。これと向じだと思うのです。

自分はこの四年間夢中で学んだ発掘も今となって

は良き思い出となりました。筏で学んだ事をこれか

ら生かしていきたい。またいつか筏遺跡の発掘をや

りたい。これが今の私の考えです。

筏遺跡発掘調査に参加して

中条高校一年松本哲弥

夏の暑い日ざしの下、小学生からお年寄りまで、

参加し筏の土を掘る。ぽくも、その中の一人です。

ぼくは、毎年、参加し、今年で4年自です。毎年参

たので説明を開く呂だと思ったのに、はっくつの手 加すると、すこしづっちがう所を掘りいろんな事が

伝いをさせられた。でもぼくは、説明を開くよりも、 わかり楽しいしおもしろい。

はっくつをやっていた方が楽しいのでよかった。 一年呂つまり 57年の発掘調査の時は、とても多く

来年は中学生になるけど、中学生になっても、ま の土器のかけらや石斧などあり掘っていてもとても

たこのいかだが原のはっくつに行きたい。 楽しい時間が過ごせた。あとで、わかったのだけれど

そこはむかし土器捨て場だったんだそうです。この

筏遺跡の発掘調査で学んだもの 年は、平安時代の住窟祉が見つかり、みんながおど

ノトJIいヤ学校三王子小林 栄一 ろいていた。

速いもので、 4年が過ぎました。小学校6年の時 二年目はそんな所がなくあまり土器も出てこなく

から始まった、筏遺跡の発揖調査も今年でほぼ終了 てつまらなかった。その代わり住居祉が掘れてそれ

になりました。自分の中学校生活の中で一番印象に が楽しかった。

残る事は沢山ありますが、筏遺跡の発掘もその一つ 三年目もあまり土器とかはなく、住居祉があった。

です。どうしてかと言うと、毎日筏に通い続け筏の 住居祉を掘れてよかった。

人々の生活の様子を知る事ができ、自分の生き方や そして四年自の今年も、そうだった。筏遺跡には、

考え方に大きくプラスになったからです。それに、 小林栄ーという名物男がいる。この男、朝は、一人

近い自分の将来に、例えば、職業選択する事に対ーし で遺跡まで走ってくるのです。そしてよく働き

て、大きな事を発掘調査で学びました。(? )お茶の時も一人でなにかやっている。仕事中

一つみなさんに理解していただきたい事がありま でも、よくしゃべり、あまり仕事をしない。こっち

す。筏遺跡の発掘は、多くの人の協力があったから にいたかと思うと、今度はあっちといったぐあいに

できたものです。そうでなければあれだけの発掘調 ちょこまかと動き回りさわいでいる。雨で発掘が出

査はできなかったでしょう。自分一人の力ではどう 来ない日に、栄ーはやってると思い遺跡までいって
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みたりするありさまだ。栄ーの考古学に対する熱意 私にとって、夏の筏遺跡で体験したそれらの事々も、

はたいしたもんだ。 調査に参加出来たことの喜び、の前には極めて小さい。

筏遺跡の正体もだいぶ明らかになった。矢じりが

あまり出土しないということから、狩をすることは 筏遺跡調査開始の頃

少なかったのであろうということもわかり、とても 前社会教育主事大久保豪

おもしろい。また調査する時があるならば、ぽくは 昭和57年7月の末、真夏の太陽が照りつける筏遺

また参加したい。 跡に初めて学術発掘調査の鍬入れが行われました。

夏と筏遺跡

西沢久徳

太陽をさえぎる木立も発掘現場だけはすべて切り

除かれている。遠い縄文時代にも夏はこうして暑い

呂射しが降り注いでおったのだろうか。すでに発掘

されている幾つかの住居祉を見ていると、当時の

人々の生活の姿もなんとなく想像されてくる。自然

の中に身を置いて自然と共に生活した縄文時代の

人々。いつ、どこからやって来て、そしてどこへ

去ったのか。

今年の夏も私は筏遺跡、の発掘調査に参加した。昨

年も一昨年の夏もそうだった。妙なもので、最近は

夏になると発掘調査に参加することが当たり前のこ

とのように感じられてくる。夏の一日を筏の発掘現

場に身を寵いてひたすら土を掘り、そして運ぶ。発

掘調査には、「どこに何が埋まっているかわからな

い」と云う期待感がある反面、長い歳月の間に降り

積もった土を'慎重に取り除いて行くと云う地道な作

業がいつもつきまとう。思えば長い関興味本位の乱

掘によって荒らされてきた筏遺跡。そんな筏遺跡を

本格的に調査保護することほ私達の長年の夢であっ

た。土の下から掘り出された土器や石器。それは故

郷の遠い先輩達が私達に残してくれた文化的な遺産

でもある。今回の発掘調査によって得た成果をどの

この頃は遺跡の緊急発掘調査が県内の各地でも盛ん

に行われるようになった時代でもありました。森lli.lミ

稔先生を団長にお願いして、筏遺跡の解明か‘行われ

ることになったことは、小)11村にとってまさに画期

的であり、村氏待望のことでした。

故鎌倉六衛氏、故楠恵教氏、松本史氏をはじめ、

遺跡発掘にひたむきに尽力された方々、また村当局、

議会の皆様方の熱意により、文化的な研究が村の事

業として実施されたことは、ノト)11村の歴史に新しい

一ページを記したといえましょう。

調査団の方々には、団長の森嶋先生をはじめ、調

査主任の児玉卓文先生ほか多数の方々に大変ご苦労

をいただきました。発掘地が人家から離れた丘i凌地

帯であったため、何かとご不便をおかけしました。

にもかかわらず、精力的な調査をしていただき、新

しい発掘地の開拓がなされ、今なお感銘深いものが

あります。

地元の役員きんをはじめ皆様方、地主の方々にも、

大変ご協力いただき感謝しています。何しろ故初は

“あんばい"がわからないもので、お願いする事務

局も、何かと不安で‘した。レールが敷けるまで大変

でしたが、皆様方のご協力があって発掘調査が実施

できたと思っております。

発掘には、調査会の委員を努められた、教育委員、

文化財審議委員の皆さん、学校の教職員、児童生徒

ようにして後世に伝え残したらよいのか。ある意味 の皆さんにも参加をいただきより多勢の皆さんに、

では私達はその見識を関われているょっにも思える。 古代のロマンを求めて掘っていただきました。

筏ヶ沼を!こ1:1心としたところの、云わゆる「筏ヶ原」 初年度の発掘で、住居祉がみつかり、幾多の土器

に限らず、峯を越えた萩野の池附近をも含めた 片が出たことは、向こう何年間かの発掘に明るい希

「筏」とは一体何だ‘ったのか。今、筏の研究はあら 望と期待をもたらしま Lた。発掘開始の日の‘感激は、

ゆる意味において、やっとその緒についたところだ 参加された皆さんにも、私にとっても終生忘れ得ぬ

とも云える。 ことであります。

雷雨に見舞われた夏。暑い日射しに悩まされた夏。

おわりにあたって

本年の 4次調査をもって、筏遺跡東丘段の発掘調査を終わりとします。この 4次にわたる調査に

まうて、東五陵の全容が明らかになったとは言いがたいけれど、前後5年間の欝査にひと芭切りを

つけるためであります。本東丘陵の調査によって、平安時代及び縄文時代中期中部高地の中央iJJ地

北辺における資料は増大L、新知見も多く把握することができました。これは一重に、小川村‘村民

各位の筏遺跡にかけた情熱の賜である。記しで感謝の意を表するものであります。(森i鳴 稔)
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後記

筏遺跡 東丘陵の調査報告書こを上梓するにあたり、本当に感慨深いものがあ

る。その感慨は脳裏に去来し、人との交わりの機徴の奥深さをも改めて思い至

るものであって、そのただごとでなさに、Jlf主吏に又、こっべを深々と下げるは、

かりである。まずは関係者、関係機関に謝意を述べねばならない。

思えば小)11村に筏遺跡の存在を識り、その重要性を追求するため、調査の機

をうかがってからすでに二十数年が経ょうとしている。ふた昔なのである。そ

の問、当初からの懐かしいお二人の名前、松本史さんと楠恵教さんのうち、楠

恵教さんは幽i羽境を越えてしまわれたのである。松本史さんの胸に、そして楠

恵教さんの霊前にこの一書をまず捧げたいと思うのは、私の人としてのごくあ

たりまえの道であると思い込んでいる。ありがとうござし、ましたと、つぶやき

のように心をこめて申し述べたい。

毎夏、 1・2週間、 4年間、調査主任の児玉卓丈君をはじめ研究所の若い調

査員諸君は、よく頑張ってくれたと思つ。とりわけ児玉卓文君には無理を、無

理に強いた。しかし、その中には私の秘めた願いもあったのだと、これもまた

つぶやいておきたい。人間児玉卓文にとって、筏遺跡の調査がノくネになってほ

しいと息をひそめて願ったことを忘れない。児玉卓文にとっても森嶋稔にとっ

ても、それは人間自分史の中の消し得ない摂理のようなものと、今も再び思う

のである。

昨秋、矢島宏雄君と二人で、ほぽ自然に遺った筏遺跡東丘陵にたたずんで見

た。茅は生い茂り、熊笹は又勢力を回復していた。雑木林にまでは成長してい

なかったけれど、自然は何事もなかったかのよっに、そしらぬ風情であったこ

とに心なごむ思いであった。自然回帰、たくまざればおちつくところにおちっ

しの感が又一入であった。

本書の上梓によって、ーまず多くの方々との多年の約束は果たすことが出来

たと思う。しかし、総括の最後の項でふれたように、筏遺跡の調査はその絡に

ついたばかりなのである。さてそれではどうするかについては英知を集めねば

ならぬところでもある。しかし、これ以上筏遺跡に調査の鍬を入れぬままはる

か後の世まで大切にのこして行くことも又、現代人の大きな英知でなくてはな

らない。

1991年 1月10日
千曲)11水系古代文化研究所主幹森嶋稔
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